




教育随想教育随想

自分との向き合い、目標への進み方
〜岩手の田舎から世界へ向かうまでの道〜

所属　横浜フロント脳神経外科＆Drまあやデザイン研究所

脳外科医＆ファッションデザイナー Dr まあや

　中学３年の夏、私は岩手で教育を受けているこ
とに激しく後悔していた。３歳で祖父母の住む岩
手県北上市に自分の希望で両親と離れて移住。小
学入学時、祖母に「両親のいないお前は必ずいじ
められるから、教室の隅にいなさい」と、学校生
活を謳歌することを否定されていたが、幼き私
は、そんなことは受け入れられず、どうしたらい
じめられない人間になれるのか？学校生活を研究
し、得意の空気を読む力と、面白い人間を目指せ
ば、みんなが自分の周りに集まってくれる、と確
信し、小学生活は平和に過ごすことができた。
　そして中学入学。私は、当時強豪校だったバ
レーボール部に入部。朝から晩まで、休みなく
ハードな部活生活を送ることになった。当時“ヤ
ンキー文化”の全盛期、その人達との関わりで、
スクールカーストの位置が決まってしまう時代。
入学１週間で、自分自身は、見た目の良い“モテ
る女子”でないことを把握し、恋愛や友情で青春
を謳歌しカースト上位にいる女子を目指すことよ
りも、平和な“離島”から俯瞰でこのピラミッド
を眺め、田舎のヤンキーから程よい距離を保ちつ
つ、“LOVE & PEACE”を心に掲げながら、お
笑いを追求するバランス人間になること、そし
て、中高６年間、「医学部合格」を目指して、文
武両道生活する決意をする。中３の夏、バレー
ボールは県大会３位で終焉。朝夕、土日も練習に
明け暮れた３年間。ここで学んだことは、心身共
に追い込まれた時、自分はどんな人間なのか、ど
こまで頑張れるのか、自分と向き合い、自分を知
ることができたことが大きな収穫だった。
　部活動が終わり、北上市内の塾に入った。ここ
で衝撃の事実に直面。塾の先生に「君は、すでに
医学部への受験勉強から出遅れているんだよ。」
医学部目指す受験生は、全国の優秀な学生たち。
大都会では、中高一貫教育で、すでに高１～２年
生で全て高校での学習を終えて、医学部受験に備

えていることを知らされた。呑気にバレーボール
をしている場合じゃなかったのだ。ここから、塾
の先生のアドバイスもあり、受験勉強をやめて、
高校数学、英語の勉強に取り掛かり、全国の医学
部目指す受験生との戦いに入ることになった。
　高校入学後、部活動はせず、同級生たちの青春
謳歌を横目に、放課後はわからなかったところを
先生に聞きにいき、図書館で勉強、帰宅後も夜遅
くまで勉強漬けの日々。週末は地域の施設で朝か
ら夕方まで勉強。長期休みには、東京の大手予備
校の講習も通って、医学部受験の情報を集めた。
しかし、高校２年夏頃から、頑張っても成績が上
がらなくなった。夜間には胃痛と嘔吐、医師であ
る祖父を起こして、痛み止めの筋注をしながらの
勉強。死にたいと自分の人生に絶望感も感じた。
もがき苦しんだのち、医学部５校受験。４校落ち
た。最後、地元の医学部合格発表当日、浪人を覚
悟し、合格発表は怖くて見に行けず。祖父に「浪
人させて欲しい」とお願いした時、担任先生から
「医学部合格おめでとう！」と自宅に電話をも
らった。驚きと共に、初めて自分に自信を持てる
ことができた。ここから大きく人生が動いたので
ある。
　もし、私が東京で学校生活を送っていたら？確
かに、都会の競争社会に揉まれ、もっと早くから
受験勉強に取り組めたかもしれない。が、そもそ
も医学部を目指す人間になっていたか？誘惑も多
い都会の中に、埋もれてしまっていたかもしれな
い。結果的に、置かれている環境の中で、自分と
向き合い、夢を勝ち取った。岩手は、都会に比べ
たら、ネットが普及している現代であっても、世
界が狭い部分は多い。私のような不思議な生き方
をしている人間がいることを知ってもらえれば、
多種多様な世界で活躍する、次世代の若者が岩手
から誕生していくのでは、と思うのです。
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刊行に寄せて刊行に寄せて

改めて「学び続ける教師」として
― 誠実を胸に、耳を傾け、思いを聴きながら ―

岩手県立総合教育センター

所長 佐々木　寛

  この度、各関係機関の皆様の御協力により、「教育研究岩手第 112 号」を刊行することができたことに
心から御礼申し上げます。
　さて、令和６年３月に岩手県教育委員会は、「岩手県教育振興計画（2024 ～ 2028）」を策定いたしまし
た。人との関わりと学びの姿を考えさせられた新型コロナウイルス感染症への対応、学校の統廃合や小規
模化をもたらす少子化・人口減少と高齢化の進行、コロナ禍において加速化された社会全体のデジタル化
の進展、ロシアのウクライナ侵攻等の国際情勢の不安定化と気候変動問題などの世界的規模の課題の中で
のグローバル化の進展と持続可能な社会づくり、東日本大震災津波からの復旧・復興を支える人材育成に
向けて弛まず進めてきた「いわての復興教育」の進展など、様々な社会状況の変化と今後の展望を踏まえ、

「学びと絆で　夢と未来を拓き　社会を創造する人づくり〜自分らしい生き方の実現に向けた　新たな時
代のいわての教育〜」を基本目標に据え、各学校では、「岩手の子どもたちが、自分らしくいきいきと学び、
夢を育み、希望あるいわてを創造する『生きる力』を身に付けている」ことを目指して日々の教育活動に
取り組んでおります。
　この計画の方針を受け止めながら、本号の「特集」のテーマを、前号から引き続き、「夢の実現に向け
て自ら学び行動する岩手の子ども－指導と評価の一体化で育成する確かな学力－」として、執筆者の方々
それぞれの切り口や思いからの実践や論説をいただき、岩手の教育の進むべき方向性についての貴重な御
示唆をいただきました。また、「教育随想」では、岩手にゆかりのある、脳外科医、ファッションデザイナー
として活躍されている Dr まあや（折居麻綾）さんに、岩手の地で御自身の夢を勝ち取った御経験につい
て掲載いただいております。令和６年２月に開催した岩手県教育研究発表会の様子については、「発表会
記録」として、また、県内で先進的な実践や研究を行っておられる先生方の実践を「研究・実践交流」と
して掲載しております。「センターからの発信」では、当センターの研究の紹介と教師のためのワンポイ
ントアドバイスを掲載しております。
　本冊子を手に取る方々、また、これをまとめる我々所員も、不易といわれる教育の本質に加えて、先述
したような様々な社会の変化とそれに応える学習指導要領や中教審の各答申等で示された言説の波間にい
ると思います。我々が、何よりも自らの経験を糧にしながら、日々の教育活動の在り方とこれからの学校
教育の方向性を、「学び続ける教師」として主体的に取り組むために、良寛の詩の次の一節を胸に抱き、
何事にも誠実に向き合っていければと思っております。「道を聞くには / 宜しく耳を洗うべし / 不

しから

ずんば
道を委

し

り難し（道について聞こうとするなら先ず耳を洗うことだ / でなければ道は分かりっこない）」（入
矢義高訳「良寛詩集」〔講談社〕から）
　当センターは、引き続き、「研修事業」、「支援事業」、「研究事業」の三つの事業の充実を図り、「現場に
役立つセンター」としての役割を果たしてまいります。そして、本冊子が、各学校における教育実践に活
用されるものとなることを願っております。
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特　集
夢の実現に向けて自ら学び行動する岩手の子ども

－指導と評価の一体化で育成する確かな学力－



「主体的・対話的で深い学び」を改めて考える
－「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実 －

文部科学省初等中等教育局

主任視学官 田村　　学

１．学習指導要領の改訂と「主体的・対話的で深
い学び」

　平成29年に学習指導要領が改訂され、生きて働
く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社
会において生かそうとする「学びに向かう力、人
間性等」を一人一人の子供に育成していくことが
求められることとなった。そのためにも、学びの
過程において、実社会や実生活と関わりのあるリ
アリティのある真正の学びに主体的に取り組んだ
り、異なる多様な他者との対話を通じて考えを広
めたり深めたりする学びを実現することが大切と
なった。単に知識を記憶するだけにとどまらず、
身に付けた資質・能力が様々な課題の対応に生か
せる事を実感できるような、学びの深まりが欠か
せない。
　こうした「主体的・対話的で深い学び」を実現
するためには、学習過程を質的に高めることが必
要であり、そのための授業改善を以下のようにイ
メージすることができる。
⑴「主体的な学び」
　「主体的な学び」とは、学習者としての子供が
自らの学びをコントロールできることと捉える。
自分ごとの課題を、自分の力で解決し、その過程
と成果を自覚する。これを繰り返すことで、子供
は自分自身の力で学びをコントロールすることが
できるようになる。したがって、「主体的な学
び」については、授業の導入における「課題設
定」と「見通し」、終末における「振り返り」に
意識を向けたい。
⑵「対話的な学び」
　「対話的な学び」については、異なる多様な他
者との学び合いを重視することが大切になる。学
習のプロセスを質的に高めていくとともに、他者
と力を合わせた問題の解決や協働による新たなア
イディアの創造が求められているからである。問

題の解決場面においては、自分一人行うのではな
く、多くの人の参加による協働で解決に向かって
取り組んでいけることが大切になる。
⑶「深い学び」
　「深い学び」については、これまで以上に学び
のプロセスを意識することが求められる。問題を
解決するプロセス、解釈し考えを形成するプロセ
ス、構想し創造するプロセスなど、教科固有のプ
ロセスが一層充実するようにしたい。なぜなら、
学習のプロセスにおいては、それまでに学んだこ
とや各教科等で身に付けた知識や技能を活用・発
揮する場面が頻繁に生み出されるからである。

２.「深い学び」と知識の精緻化
　先に示した三つの学びの姿は、一体となって現
れる姿である。また、どれもが欠かすことのでき
ない重要なものであり、それぞれが実現を目指す
べき学びの姿と考えることが大切である。しかし
ながら、「深い学び」については、「主体的な学
び」「対話的な学び」に比べて分かりにくさがあ
るとの指摘もある。「深い学び」についての検討
をさらに進めていくこととする。
　１．⑶に記したとおり、「深い学び」は学習過
程としてのプロセスが大切なポイントになる。例
えば、総合的な学習の時間では、「①課題の設
定」→「②情報の収集」→「③整理・分析」→
「④まとめ・表現」の探究の過程としてイメージ
することができる。これらの学習過程は、各教科
等によっていくらか違いがあり、例えば、問題発
見・解決の過程、解釈・形成の過程、構想・創造
の過程などと整理することもできる。
　「深い学び」とは、子供たちが習得・活用・探
究を視野に入れた各教科等固有の学習過程の中
で、それまでに身に付けていた資質・能力を存分
に活用・発揮し、その結果、資質・能力が様々に
関連付いたり、組み合わせられたりして構造化さ

論　説
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れていくことと考えることができる。その結果、
より深く理解することに至り、異なる状況でも活
用できるものとなり、安定的で持続的なものとし
て資質・能力は確かになっていく。
　例えば、理科や社会の授業で事実的な知識を関
連付けて概念的な知識を獲得する姿をイメージす
ることができる。図画工作や体育の授業では、技
能を一連の連続したものとしてつなぎ合わせて確
かなものにすることと重なる。そこでは、「知識
及び技能」が関連付いて概念化され、連動して一
体化し、その結果、安定的で再現可能なものにな
る。こうして「知識及び技能」は、活用・発揮す
ることで他の「知識及び技能」などとつながり生
きて働く状態となる。「思考力、判断力、表現力
等」も、活用・発揮することで、実際の活用場面
などとつながり、いつでもどこでも自在に使え
る、汎用性の高い、未知の場面でも対応できる資
質・能力として育成される。さらには、「学びに
向かう力、人間性等」は、学びの意義を実感し、
心地よい手応え感覚とつながり人世や社会に生か
せる安定的で持続的な資質・能力となる。授業づ
くりにおいては、資質・能力の育成を具体的にイ
メージするとともに、「深い学び」の実現に結び
付けることを心がけることが大切である。
　このように「深い学び」を考える際のキーワ
ードは、「つなぐ（connect）」である。すなわ
ち、知識をつなぎ、関連付け、精緻化することが
「深い学び」を実現していく。そして、そのこと
こそが、資質・能力の三つの柱を確かに実現して
いくのであろう。その意味では、「深い学び」と
は、「知識（宣言的な知識）・技能（手続き的な
知識）が関連付いて構造化されたり身体化された
りして高度化し、駆動する状態に向かうこと」と
考えることができる。指導する教師一人一人の知
識観を拡張し、資質・能力を精度高くイメージし
ていくことがポイントとなる。

３．令和の日本型学校教育の答申
　新しい学習指導要領が示され、資質・能力の育
成に向けた授業改善が行われる中、令和３年１月
26日、中央教育審議会は、「「令和の日本型学校
教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能
性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学び
の実現～（答申）」を出した。学習指導要領が改
訂されたのは平成29年である。小学校における全
面実施が令和２年、中学校では令和３年になる。

新しい学習指導要領が実施されていく最中の答申
について、多くの方が「なぜ今？」と疑問に思わ
れたのではないだろうか。
　このことについて、私たちはどのように理解す
べきだろうか。一つは、それだけ激しい変化が起
きていることと考えることができよう。新型コロ
ナウイルス感染症の感染が拡大する中、オンライ
ンを使った学びが求められ、加速度的に広がって
きたように、学校教育を取り巻く状況が劇的に変
化し始めていることを認識しなければならない。
Society5.0時代と言われていた社会は一気に目の
前に現れてきている。過去における学校教育の良
さを踏まえながらも、大きな変化は待ったなしで
進めていかなければならない状況にあると理解す
ることができる。その象徴的な施策にGIGAスク
ール構想がある。
　もう一つは、本来期待していた豊かな学びは変
わるものではなく、異なる文脈からの説明である
と考えることができよう。つまり、「主体的・対
話的で深い学び」は、能動的な学習、いわゆるア
クティブ・ラーニングの文脈から示された期待す
る学びの姿である。一方、「個別最適な学びと協
働的な学び」は、一人一人の個に応じた学び、い
わゆるアダプティブ・ラーニングの文脈から示さ
れた期待する学びの姿である。期待する豊かな学
びを角度を変えて示していることであり、決して
違うものを目指すようなことではない。これまで
と同じ資質･能力の育成に向けて、授業改善を進
めていくことと理解することができる。
　このように考えるならば、教育を取り巻く状況
が大きく変わる中、令和の日本型学校教育の構築
として「個別最適な学びと協働的な学び」が示さ
れたことの意味を理解することができる。子供が
自ら学びに向かうことを大切にするとともに、一
人一人の子供に応じた学びの充実に、今まで以上
に意を配らなければならない。また、そうした学
びの実現のための指導の在り方や学習環境などを
見つめ直さなければならない。

４．安定的で質の高い「個別最適な学び」の実現
　答申で着目すべきは、「３．2020年代を通じて
実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿」にあ
る。そこでは、「個に応じた指導」を教師視点か
ら整理した概念とし、学習者視点から整理した概
念を「個別最適な学び」としている。その上で、
「個別最適な学び」を「指導の個別化」と「学習
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の個性化」とに整理している。
　「個別最適な学び」は、一人一人の子供が知識
を習得したり、活用したりして確かな資質･能力
を身に付けていくことを期待している。また、そ
れぞれの子供に応じた課題を、本気で真剣に解決
に向かって取り組む探究などによって、実際の社
会で活用できる資質･能力が育成されていくこと
を期待している。今回の学習指導要領改訂の基本
理念とも言える「学習する子供の視点に立つ」と
する考えを、確実に一人一人に実現していこうと
する方向性が鮮明である。
　こうして学習指導要領の改訂で大切にしてきた
「主体的・対話的で深い学び」に、「個別最適な
学びと協働的な学びの一体的充実」を補完するこ
とにより、学びを能動的でアクティブなものにす
るだけではなく、より一人一人に目を向けたアダ
プティブなものにすることが期待されるようにな
った。
　一方、「個別」という言葉とGIGAスクール構
想による一人一台端末の実現によって、子供一人
一人が情報端末を抱えて学習活動を展開するイメ
ージが広がっている。そこでは、集団による一斉
の学習活動を否定する発言も聞かれる。また、
「個別」に執着するあまり、一人一人の子供にと
って確かな学びが実現されているかが心配になる
実践も見受けられる。「個別最適な学び」におい
て大切なことは、子供にとって「最適」な学びが
実現されることであり、その結果、「個別」に行
われる学習活動となる可能性が生まれることであ
ろう。一人一人で学ぶことを優先し、見た目の学
習活動を形式化することが目的ではない。一人一
人の子供に確かな学びを実現することが大切であ
り、その結果、一人一人で学ぶこともあれば、み
んなで学ぶこともある。
　一人一人で学ぶ学習活動の場面では、それぞれ
の子供に相応しい自律的な学習活動を、安定的か
つ質高く実現することが欠かせない。そのために
も、学習過程の導入、展開、終末において以下の
ように配慮することが大切になる。
⑴「目的や課題、見通し」で自ら学びに向かう
　これまで示してきたように資質・能力の育成の
ためには、思いや願いを実現し、目の前の問題を
解決していくプロセスの充実が欠かせない。実際
の社会で活用できる資質･能力の育成は、まさに
プロセスの中で知識や情報が繰り返し活用･発揮
され、どのような場面や状況においても自在に使

いこなせる状態になることと考えてきた。
　そのためにも、一人一人の子供にとって、何を
解決するかという目的や課題が重要になる。その
上で、見通しをもつことも欠かせない。見通しに
は到達点の見通しと通過点の見通しがある。この
両者が明確になることで、学習する子供は、自ら
の意志で自律的に学びに向かっていく。
　したがって、学習活動の導入場面や一人一人で
学ぶ学習活動に入る前には、目的や課題を明確に
すること、到達点と通過点からなる見通しをはっ
きりさせることが欠かせない。そのことによっ
て、何を学習するのか、どのように学習するの
か、どこに向かって学習するのかが明らかにな
り、一人一人の学習活動は、他者に依存したもの
ではない自律的な学習となる。
⑵「内化と外化」で知識が活用・発揮される
　期待する方向に向かい始めた学びを一層充実し
たものにするためには、プロセスにインタラクシ
ョン（相互作用）を位置付けることが考えられ
る。学びのプロセスにおいて、より多くの知識や
情報、より異なる知識や情報が加わり、プロセス
は質の高いものとなっていく。たくさんの事実に
関する知識は構造化され概念となって形成されて
いく。手続きに関する知識は様々な場面や状況と
結び付いて自在に使える能力となっていく。
　こうしたつながりは活用と発揮によってもたら
される。プロセスの充実とそこでのインタラクシ
ョンは、知識の活用と発揮を生み出し、結果とし
てつながり構造化された知識を生成することとな
る。ここで考えるインタラクションには、他者と
の対話だけではなく、自己内対話も含まれる。内
なる自分と向かい合い、内言によってじっくりと
語り合う熟考の姿は極めて大切である。さらに
は、教材との対話も視野に入れたい。それぞれの
子供に相応しい教材、適切に資質・能力が育成さ
れる教材と出会い、そこでどのような学びが展開
されるかをイメージすることは極めて重要であ
る。
　したがって、充実した豊かなインタラクション
を実現するためには、必要かつ適正な知識や情報
が一人一人に相応しく獲得できるようにするとと
もに、その知識や情報の活用機会が増えることが
大切である。そのためにも、いかに学びの状況を
整えるかに配慮したい。思考ツールなどによって
異なる多様な他者との対話が生まれやすい状況を
整えること、一人一人の子供の習熟度、興味・関
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心、認知特性、学習方略などの実態に応じて、適
切な情報にスムーズにアクセスできるようにする
ことなどが欠かせない。学習活動の展開場面にお
ける話合いや一人一人で学ぶ学習活動において
は、多様な他者や適切なリソースとの相互作用が
生まれる状況を設定したい。
⑶「振り返り」で知識を構造化する
　プロセスとインタラクションに加えて、もう一
つ重要な要素がリフレクション（省察）になろ
う。自らの学びを振り返り意味付け、価値付け
る。そのことが、知識の構造化を確実にする。構
造化された知識は、活用だけではなく定着にも向
かう。単元や授業の終末に振り返りをしっかり行
うことには大きな価値がある。
　ここでは文字言語を使うことが多くなろう。音
声言語は緩やかに広がるという特性があり、異な
る多様な情報を瞬時に交流したい場面では最適で
ある。一方、文字言語は明示され自覚しやすい。
加えて、記録として残すこともできることから共
有することにも向いている。この音声言語と文字
言語を巧みに使い分けることが学び全体の質を高
めていく。

５．欠かすことのできない「協働的な学び」
　この一人一人に応じた「個別最適な学び」が
「孤立した学び」に陥らないよう、これまでも多
くの学校が取り組み、優れた実践を生み出してき
た「協働的な学び」の重要性が明確に示されてい
る。
　「令和の日本型学校教育」においては、これま
で以上に一人一人の子供に応じた「個別最適な学
び」を重視することが期待される。そのことは、
一方で、これまで以上に「協働的な学び」が欠か
せないものであることをも示している。つまり、
「個別最適な学び」と「協働的な学び」は相互に
支え合う関係にあり、両者は支え合い、往還し合
い、一体となることによって、子供一人一人の学
びは豊かさを増すと考えることが大切なのであろ
う。
　実際の授業で、学習者である子供に聞いてみる
と、このことの確かさが明らかになる。ある子供
は、次のように語っている。
　「クラスみんなで話し合ったり、意見をもらっ
たりすると、自分の考えを広げていくことができ
る。たくさんの発言を友達に伝えていくことがで
きて自信にもなる。発言することで、自分で考え

ることにもなるし、話し合いをする中で、自分の
考えがはっきりしてくる」
　このように個の学びは、集団の学びによって一
層磨きをかけられ、確かさを増すことになるので
あろう。両者は行きつ戻りつしながら、それぞれ
に高まっていく。
　Society5.0時代を迎え、子供の学びを「個別最
適な学び」へと方向付けていくとともに、「協働
的な学び」の大切さも示してきた。このことは、
学校という社会資本の価値を再認識することでも
ある。学校には、力を合わせたり、交流したりし
て、課題を解決し目標の実現に向かっていく仲間
がいる。また、教師の高度で幅広い指導により、
学び合いが質高く実現する。さらには、意図的で
計画的なカリキュラムによって、「協働的な学
び」が豊かに展開されていく。これまでも大切に
してきた「協働的な学び」は、令和の時代に入
り、これまで以上に欠かすことのできない学びと
なっている。

【引用・参考文献】

・文部科学省「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び

特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策

等について（答申）」（中央教育審議会　平成28年12

月21日）

・拙著「深い学び」（東洋館出版社平成30年4月13日）

・中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を

目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別

最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（令

和３年１月26日）

たむら　まなぶ
文部科学省初等中等教育局主任視学官。新潟県の
小学校教諭、指導主事を経て、文部科学省初等中
等教育局教育課程科教科調査官・国立教育政策研
究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調
査官を務める。平成27年より文部科学省初等中等
教育局視学官となり、その間学習指導要領作成に
携わる。平成29年より國學院大學人間開発学部教
授を務め、令和６年４月より現職。

− 9 − 教育研究岩手　第 112 号

特集「夢の実現に向けて自ら学び行動する岩手の子ども」

論説



郷土を愛し、自らの考えを広げ深める子どもの育成
－各教科等の特質を生かした指導と評価を通して－

奥州市立水沢小学校

校長 佐藤　利康

１　はじめに
　本校の学校経営の基盤には、「郷土の三偉人」
である高野長英、後藤新平、齋藤實の言葉が息づ
いている。その中で齋藤實が本校のために揮毫し
た教育訓「勤勉・同情・誠実」は校訓に制定さ
れ、人間性豊かで思いやりのある児童の育成の
ための指針となっている。また、水沢緯度観測
所（現在の国立天文台水沢VLBI観測所）所長で
理学博士であった木村栄氏がＺ項発見により恩賜
賞を受賞したことを記念してＺの文字を模り、後
藤、齋藤の両藤を輩出した「偉人の町　水沢」を
象徴する校旗が大正４年に制定されている。昨年
度に学校創立150周年を迎えた本校の保護者には
祖父母の時代から通う方々も多く、長く地域の伝
統校として愛され、大切に支えられてきた歴史を
もつ。これらの背景が児童の心情に与える影響は
計り知れないものがあると常々実感している。児
童は水沢小の一員であることに誇りと愛着をもっ
ており、これらの気持ちは郷土を知り、大切にし
ようとする郷土愛に昇華し、ひいては礼節を重ん
じ、思いやりの心をもって何事にも忍耐強く取り
組んでいくことを目指す校訓の具現化につながる
ものと確信している。
　そこで、学校経営の大方針として愛校心や郷土
愛を土台にし、夢の実現に向けて自ら学び行動す
る力を育成するため「対話的な学び」の実現を目
指した授業の実践的研究を各教科の特質に合わせ
て計画的に推進していくこととした。

２　校内研究を活性化する組織づくり
　本校の研究は「国語・社会・算数・特別支援教
育」の４部会となっており、各教員は担任外も含
めいずれかの部会に所属し年間を通して「一人一

授業」を実践・提案している。各部会では教科部
長を中心に、いつ・誰が・どの単元で授業提案を
するかを年計に基づいて検討し、４部会を統括す
る研究主任が運営する研究推進委員会が調整機能
を果たしながら全体計画を作成・運営している。
［下図は、研究組織体制のイメージ］

　校内研究会の回数が過重な負担とならないよう
全体研究会は年間５回とし、理論研・コンプライ
アンス研・生徒指導研・教育課程伝講会等に取り
組んでいる。一方で全体研がない木曜日に部会研
究会を設定し、各部会の提案授業に向けた事前・
事後検討会を月１回実施している。
　さらに現職研修として、いじめ防止やＩＣＴ活
用、授業参観時の見方をきたえるための師範授業
ビデオ視聴や、特別支援教育に係る知見を得るた
めの研修、全国学調結果に基づく本校児童の学力
の実態分析等を年間４回開催している。
　本校には各教科・領域の実践に豊富な経験と高
い技量を備えた教員が多く在籍している。このこ
とは校内研究を活性化させる重要な鍵であり、本
校ならではの強みとして今後も生かしたい。

３　主題に迫る授業実践の具体について　　　　
⑴　主題に係る児童の実態について
ア　郷土を愛する心について
　本校児童にとってもっとも身近で親近感のある
地域は当然ながら学区内の生活空間である。発達

解説 「小学校教育」からのアプローチ

研究推進委員会

全体研究会・部会研究会

現職研修会

授業研究会（全体３回・各部会）
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国語　領域別　全国比　（３領域）

段階に合わせ、興味・関心の対象は学区を包含す
る水沢、奥州、岩手へと広がっていくものと捉え
る。最近では水沢姉体町出身の大リーガー大谷翔
平選手（姉体小学校、水沢南中学校卒業）の大活
躍が児童の心に明るい夢と希望の光を灯してくれ
ている。また、昨年度の周年記念行事に関連し、
学校を含む地域の様々な取組や歴史、地域の方々
の熱い思いに触れた児童の郷土愛は大きな高まり
を見せている。さらに、市主催の秋祭りや地域伝
統の日高火防祭は本校の学区が会場となってお
り、多くの子どもたちが祭の主役として関わって
いる。新型コロナの影響がほぼ払拭されたことも
あるが、昨年度の地域行事（寺子屋・子供会等を
含む）にはこれまでにない児童の参加希望が舞い
込んだと聞く。このことを学校の強みと捉え、地
域と共に歩む学校としてさらに教育実践を深めて
いきたい。

イ　各種学力調査結果について
　令和６年７月11日（木）の全体研究会では

CRT結果分析（R５実施）にもとづく学年ごとの
話し合いがもたれた。ねらいは、本校児童の学力
の実態を共通理解し、２学期以降の授業改善を図
ることであった。下記に当日使用した資料の一
部を掲載する。（研究主任がPPで発表したデー
タ）

　上の表から分かる通り、国語・算数ともにどの
学年においても２年連続で全国比を上回ってお
り、全体的な傾向としては良好な状況である。

　上の表で「書く」領域は中学年で120～130の全
国比、低・高学年でも110程度の全国比を維持し
ている。「話す・聞く」「読む」領域は低学年で
110以上であるが中・高学年ではR３年度以降若
干の下降傾向を示しており、小問分析を経て来学
期以降の指導改善のポイントが明確となった。

【奥州市秋祭りに出演した和太鼓クラブの児童】

【日高火防祭に出演した低学年児童の様子】
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　上の表で４年生がR４年度の結果と比較して各
領域の力を伸ばしてきている。特に「変化と関
係」に関しては102Pから127Pへ上昇している。
　全体研究会の中では全国比を下回った小問を洗
い出し、学年ごとに「身に付けさせたいこと・具
体的な取組・取り組む時期」を話し合い、用紙に
記入して研究主任に提出した。

　上の表に示された「２年連続で全国比を下回る
小問」について、指導者として注意深く対応して
いきたいものである。教師用教科書に付箋を付け
て次年度以降にも引き継ぎながら、今年度中に確
実に指導改善を図り、確かな学力を身に付けさせ
ていきたい。尚、全国学調結果もほぼ同様の状況
であり、指導の工夫を図っている。

⑵　郷土愛を育む実践について
　ここでは第３学年社会科における導入単元「ま
ちの様子」の発展的な学習の実践を紹介する。
授業日：令和６年６月27日（木）５校時
授業者：佐藤
学　級：３年１組（30名）
ねらい：社会科副読本を活用し川や橋の位置を
　　　　捉え、水沢の町の特色に興味をもつ。
 課題：水路の流れを調べ、水沢の秘密を探ろう。
活　動：①水路のつながりを調べ地下にも水路が
　　　　あることを確認する。
　　　　②水沢には水路が張り巡らされているこ　　　
　　　　とについて親水公園等の関連施設（検証　　
　　　　資料）を出し合い意見交換してまとめる。
[下図は学習に使用した児童のワークシート例]

　今回の発展学習では、水沢の町中を流れる「お
とめ川」「大町川」に焦点をあて、特にも大町川
の流れがホテルルートイン前で見えなくなる事象
に興味をもたせた。加えて寺小路橋の両端には本
来あるはずの川が見えず、住居や店舗が隙間なく
建っている状況について写真資料で確認すると児
童からは驚嘆の声が上がった。郷土への理解と興
味が深まった瞬間に感じられた。また３年生では
総合的な学習の時間に奥州市の見どころを紹介す
るパンプレットも作成しており、カリキュラムマ
ネジメントにもとづく「ふるさと学習」の営みが
意図的・計画的に進められてきている。

算数　領域別　全国比　（５領域）

R４-R５実施　算数の２年連続で正答率が全国を下回った小問
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⑶ 「対話的な学び」を通した授業について
ア　国語部会における手立てについて
　ねらいにつながる問いをもたせるために
・モデル文を提示し深める視点を焦点化する。
・心情や叙述について違う視点をもたせる。
・登場人物の言動や筆者の叙述の根拠を問う。

⇩
「あれ？ほかの考えもあるのかな？」
「やっぱり、そうだ！」
「前の場面と関係がありそう」
 深い学びへつなげるためのコーディネート
・問い返し発問で児童の対話をコーディネート

⇩
「そのことは、どの文から分かりますか？」
「その文から、〇〇ということも分かります。」
「〇〇は本当に〜だったのでしょうか。」

イ　算数部会における手立てについて
 ねらいにつながる問いをもたせるために
・「わからない」という困り感（問い）をもたせる。
 深い学びへつなげるためのコーディネート
・児童の発言や反応の理由を問い返す。
・友だちの発言を再現させる。
・友だちの発言の内容を問い返す。
・対話の方向を焦点化する。
・児童の発言を他の児童へとつなぐ。

⇩
「どうして、え〜っ！と思いましたか？」 
「もう一度、友だちの考えを話してみて。」 
「〇〇さんが言ったことはどういうこと？」
⑷　授業を補完する取組について
　児童に基礎的な学力を保障する手立てとして、
毎週１回朝８時10分から８時25分までの時間をス
キルアップタイムとし、国語・算数の復習に取り

組むことにしている。指導については担任が中心
となり、輪番によって校長を含めた担任外が各学
年の支援を行うようにしている。最近ではタブレ
ットを活用した個別ドリル学習等も積極的に進め
られるようになっている。
⑸　家庭と連携した学習習慣づくりについて
　毎学期、家庭学習強化週間を設定し、研究部か
ら「家庭学習だより」を発行して家庭からの理解
と協力を得るようにしている。家庭学習の取組の
具体は「学校まなびフェスト」にも掲載するとと
もに、家庭におけるメディア利用時間の目安も合
わせて明示することで集中して家庭学習に取り組
むための環境づくりを進めている。さらに、各学
年で家庭学習ノートの手本となる児童の取組を廊
下掲示するなどして、意欲化も図っている。

４　まとめ
　今回の執筆を終え、あらためて感じたことが二
点あった。一点目は郷土愛を育むことが夢や希望
をもって心豊かに学校生活を送る上での確かな土
台になっていることである。二点目として、基礎
的な学力を育成するために授業を充実させること
が児童の心の安定や自己有用感の醸成に大きく寄
与していることである。本校では昨年度まで不登
校児童が複数おり、大きな課題となっていたが、
本年度は様々な取組により、あと１名となってい
る。不登校の減少には特別支援教育の手法を導入
したこと等、様々な改善の要因が考えられるが、
学校組織を挙げた学力向上の取組が好影響を与え
ていることは間違いないところである。何よりも
教師が授業の腕を上げるべく率先して授業改善に
取り組むことが今後の水沢小の児童にとり、夢と
希望にあふれる未来の扉を開くことに直結してい
ることを努々忘れることなく日々の実践にチーム
水沢小で邁進していきたい。

さとう　としやす
昭和62年水沢小学校教諭、平成20年奥州市教育
委員会指導主事、平成27年県南教育事務所教務課
長、平成29年大船渡市立日頃市小学校校長、令和
２年奥州市教育委員会学校教育課長、令和3年沿岸
南部教育事務所長、令和5年より現職。
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自ら学び行動する力の育成
－ 自立する力をつけるための持続可能な取組を通して－

１　はじめに
　令和５年度は本校にとって非常に意義深い１年
となった。それは、隣接する西の杜小学校ととも
に紫波西学園として、紫波町教育委員会指定の学
校公開研究会を開催することに加え、文科省指定
の「ＬＤＸスクール事業」、県教委指定の「教育
の情報化推進モデル研究事業」を受け、多くの収
穫を得ることができたからである。　　　　
　定期人事異動により、本校では教職員の入れ替
わりが多数あり、不安を感じる者が少なからずい
たが、最初に、我々の使命は『生徒の力』を伸ば
すことの１点にあることを全員で改めて共通確認
することにした。そして、どのような取組をすれ
ばよいのかを繰り返して協議し、成果と課題を明
らかにしつつ実践を積み重ねたのである。
　我々は、『生徒の力』を『自立する力』である
と捉えることにした。それは、学校は人間が社会
の中でよりよく生きていくことができる力をつけ
る場であるという考えの下、まわりにはいろいろ
な人がいるという多様性を受け入れながら、自ら
考え、自ら判断し、自ら決定し、自ら行動する力
＝『自立する力』をつけることが教育そのもので
あると考えたからである。
　この力を育むことが教育だとするなら、我々教
師が必要以上に子どもたちに教えてはいけないと
いうことになる。ティーチングではなくコーチン
グが大事だと言われるゆえんであり、一言で言う
と、これが令和の日本型教育である。
　紫波西学園の教育目標「自ら未来を切り拓いて
いく人間の育成」はまさに『自立する力』に通じ
るところがある。また、次に示す学校公開研究会
の３つの研究内容も『自立する力』と大きく関係
している。

〇伝え合い、響き合い、高め合う授業づくりの手
だて

〇教師のファシリテーションの在り方
〇ICT活用
　以下、３つの内容に沿って、本校で取り組んだ
実践について、成果と課題をあわせながら、述べ
させていただく。

２ 「伝え合い、響き合い、高め合う授業づくり
の手立て」について

　紫波西学園として、『伝え合う』、『響き合
う』、『高め合う』ことについて、具体的に次の
ような児童生徒像をイメージした。
『伝え合う』…自分の思いをもって楽しみながら

話すことができる子ども（はっきり話す・正
しく聞く・対話の楽しさを味わう）

『響き合う』…互いの考えを受け止め、自分の 
考えを出そうとする子ども（自分の考えをし
っかりもつ・友達の考えを取り入れる）

『高め合う』…根拠をもって話し合い、新たな
考えや解決策を創り合うことができる子ども
（新しい考えを共に創り出す・深く考え、よ
りよい解決策を創る）

　我々は、このような授業を行うことにより、児
童生徒の『自立する力』を育成することができる
と考え、実践を積み重ねてきた。数ある実践の中
から３つほど紹介する。

⑴　ふるさと学習（総合的な学習の時間）
　１年生は「地域で働く人々や仕事の魅力を探ろ
う～あずまねカフェの学びを通して～」をテーマ
に、町の魅力を理解し、周囲にわかりやすく伝え
ることをゴールとして、必要な情報を取捨選択し

解説 「中学校教育」からのアプローチ

紫波町立紫波第三中学校

校長 角谷　隆章
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たり、複数の情報を組み合わせたりしながら課題
の解決に向けて、友達と考えを交流し、自らの考
えを広げる活動に取り組んだ。
　右の写真はふるさ
との魅力を伝えるた
めの交流と準備の様
子である。タブレッ
トを見ながら、キー
ワードを考え、「こ
の言葉は使えるね」と話したり、「表はこのよう
にした方が見やすいかもね」と協議したりしなが
ら、プレゼンの完成へとつなげていった。
　なお、中学校では、２年生で「働くことの目的
や意義を探ろう」、３年生で「自分と社会の将来
像を探ろう」をテーマとして取り組み、小学校か
らの９年間を通して“自分自身のキャリアビジョ
ン”を描くことを大きな柱として学習を展開して
いる。

⑵　１学年数学「反比例のグラフにはどのような
特徴があるのだろうか」

　反比例の表から座標を読み取り、負の数まで点
をプロットし、線をつなぐ際は直線なのか、そう
でないかを個人で考え、話し合った。そして、わ
かっている点の間に細かく点を打ちながらどのよ
うな軌跡を描くかを分析した。

　生徒はこれらの答えとグ
ラフをそれぞれロイロノー
トで提出。提出された回答
をもとに反比例のグラフの
特徴を整理した。

　Dマークコンテンツで、グラフは点の集まり
で、双曲線になっていることについては、実際の
操作を通して確認した。また、電卓のグラフ機能
を使って、y軸やｘ軸にくっついているように見
えても０になっていないことを、操作を通して確
認した。
　生徒は、グラフは点の
集合であり、双曲線にな
ること、ｙ軸やｘ軸には
交わらないことを、実際
にデジタルコンテンツ

（ジオジブラ）や電卓のグラフ機能を使って考察
した結果と照らし合わせながら確認することで学
びを深めていった。

⑶　１学年理科「滝名川周辺はどのような大地で
できているのだろうか」

　まずは、生徒一人ひとりがタブレットのカメラ
機能を使用し、実際の岩石の写真を撮り、ロイロ
ノートのレポート用紙に添付した。
　そして、色、粒の大きさ、粒の形について、岩
石を割ったり、見本と比較したり、塩酸をかけた
りして岩石の正体を調べていった。さらに、過去
のレポートも参考にしながら、岩石の正体につい
て、自分の考えをロイロノートに記入し、提出し
た。その後、生徒はタブレットを使いながら、他
者と交流し、考えを深めていった。最後は端末を
利用して、地質データと自分の調査結果について
確認をした。
　タブレットに国土地理院の地図（滝名川上流の
様子）と地質図Naviをダウンロードし、重ね合
わせてみると、実際手元にある岩石が滝名川周辺
のものであることがわかり、感嘆の声があがって
いた。実物を調べ、まとめと検証にはタブレット
を使うことでより切実感のある授業を展開するこ
とができた。　　　　　　　　　　　
  

３「教師のファシリテーションの在り方」について
　意欲の持続や学びの方向付けには、教師のかか
わり方が大きな役割を成すことから、ファシリテ
ーションの考え方を生かしながら、「子どもの気
付きや思い」をつなぐ授業をめざした。

ジオジブラによる分析

Dマークコンテンツによる確認

岩石の写真を撮影 ロイロノートに記入

地質図Naviにより、調べた内容を確認
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　我々はファシリテーターとしての教師（の役
割）を対話的で協働的な学びを実現するためのキ
ーパーソンと捉え、具体的に次のようなことを意
識して授業に臨むようにした。
 　

　

  

 
　　　　　　　　　　
 

  

　冒頭、ティーチングではなくコーチングが大事
であると述べたが、特にベテランと言われる年代
の教師を含め、全員が意識転換を図る必要性を感
じている。授業そのものではないが、昨年度末、
このようなことがあった。
　教育課程編成に関して、私は、生徒の活動時間
を保障するため、週２日清掃無しの日をつくるこ
とを職員会議で提案した。職員からは反対という
意見が予想以上に多く、話し合いは平行線のまま
だったが、生徒の意見を聞いて参考にした方がよ
いというアイデアが出され、ある日ランチミーテ
ングと称して、生徒会執行部を校長室に集め、私
から、職員会議と同じ提案をしてみた。「毎日の
清掃」と「諸活動時間の保障」。難しい問題であ
る。すると、生徒からは「毎日清掃しないと校舎
が汚れる」「トイレの汚れは気になるが、そのよ

うな時間があればうれしい」など、たくさんの意
見が出された。「清掃のない日に諸活動がない生
徒はどうするのですか？」という声が出たので、
私が「特にない人は部活動でいいのでは？」と答
えると、「なるほど！それはいい！！」と納得す
る場面もあった。結果、生徒たちは自分たちで話
し合いを進め、「週１日清掃無しの日をつくりた
い」という結論まで達したのである。
　この時、私がしたことといえば、傾聴とフレー
ミングのみ。生徒を信じて、傾聴し、問いかけ、
フレーミングをし、内発的動機付けまでを教師が
適切に行えば、『自立する力』は着実に身につい
ていくと考えている。

４ 「ＩＣＴ活用」について
　教師サイドからの視点で述べさせていただく。
これも冒頭で述べたことだが、昨年度は教職員の
半数以上が入れ替わり、ICT機器についても得手
不得手の差が大きい中でのスタートだった。しか
し、年度初めの研修会で県教委事務局学校教育室
教育企画監度會友哉氏からいただいたご講話によ
り、我々の気持ちは前向きになり、活用の場面を
たくさん設けるに至った。即ちそれは、「使える
場面で使う」「学びの変化に効果的にICTを組み
合わせることが大事」「無理に使えということで
はない。やってみてダメだった、イマイチだった
という事例もどんどんあげてほしい」ということ
である。
　実は、タブレットについては、小学校でかなり
使ってきているので、むしろ、生徒の方が詳しい
側面があった。私からは「わからないことは生徒
に聞いて学ぼう」ということもあわせて推奨し、
苦手意識がある教師のタブレットに対する抵抗は
徐々に消えていったのである。
　次に、苦手意識のある教師が約10カ月で、ICT
機器を有効に使えるようになった事例を紹介す
る。
　３学期に行った３年生社会科（公民的分野）の
授業では「国際問題の解決には国際社会の協力が
必要である」という課題について、生徒は前時か
らその根拠を調べ、多面的・多角的に考察し、ロ
イロノートにマッピングした。そして、マッピン

知識や解決策を提示するのではなく、子ども
がもつ経験値や知識、感情を尊重し、寄り添
い、問いかけること。

１　傾聴
生徒のつまずきや
違和感・困難を傾
聴する。

２　問いかけ
問いかけることで
問題の本質を明ら
かにする。

子どもの興味関心や主体性を重視することに
よって、子ども自らが新たなアイデアや問題
解決策を発見していくこと。

３　フレーミング
物事を違った視点
で捉えなおす。

４　内発的動機付け
生徒が「自ら進んで
やりたい」と内面か
ら動機付けする。
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グが終わったグル
ープから、各々が
作成したマッピン
グについて、協議
し、さらに理解を
深めた。修正等を
加え、完成したノートは、提出箱に提出し、提出
まで終わった生徒は、評価問題に取り組み、学習
内容の定着を図った。
　実は机間指導をしている担当教師は私との面談
において「年度当初よりも自分自身が機器を有効
に使えるようになり、子どもたちの意欲も増して
きたことを実感している」と話している。教師が
継続して取り組んできたことで、個別最適な学習
に一歩近づいてきている実践例である。

 　

 

　年度当初は「使えるところから使おう」だった
のが、今では「なぜ今、タブレットを使っている
のかを生徒も教師もきちんと説明できる」という
段階まで来ていると感じている。各教科でできる
ところを少しずつ増やして、横断的な学習を組む
ことができれば、今後、さらなる学力向上、思考
力・判断力・表現力の向上につながり、ますます
『自立する力』を育むことができると考えてい
る。

５　おわりに
　令和５年度の本校の実践をベースに、標題につ
いて述べさせていただいた。
　今年度、本校では、教師の意識を変えることを
ねらいの一つとして、“生徒指導部”から“生徒
支援部”に名称を改めた。指導ということばを否
定する何ものでもないが、ティーチングからコー

チングへの意識転換が叫ばれている昨今、身近な
ところからでいいので、できることをやってみよ
うと考えたわけである。
　他にも“特別支援”・“就学支援”を“教育支
援”に、“研究部”を“研修部”に名称を改めて
いる。前者はインクルーシブ教育の意識を醸成す
ること、後者は教員が普段から積み重ねるのは研
修であるという意識を醸成することをねらいとし
ている。校内での取組ではあるが、全員が言葉の
意味、言葉の重みを感じながらこの数か月を過ご
している。
　また、今年度はPDCAサイクルとは別に、
OODAループ【O：オブザーブ（観察）、O：オ
リエント（状況判断）、D：ディサイド（意思決
定）、A：アクト（行動）】という考え方を取り
入れて実践を積み重ねている。生徒の様子を観察
し、より適切な支援を行うためには、比較的長い
スパンで回すPDCAサイクルよりも即時性のある
考え方で、OODAループとPDCAサイクルとを組
み合わせることで支援と評価がさらに密接につな
がるであろうと考えている。
　いずれ、我々には普段から生徒の様子を観察
し、適切な支援を継続して行うことが求められて
いる。教師の適切かつ持続可能な取組により、生
徒の『自立する力』を育み、ますます伸ばすこと
ができるように、これからも教師が一丸となって
鋭意努めていきたいと強く思っている。

かどや　たかあき
滝沢村立滝沢南中学校、紫波町立紫波第一中学
校、大野村立大野第一中学校、盛岡市立北松園中
学校、岩手大学教育学部附属中学校、盛岡市立黒
石野中学校、盛岡市立下橋中学校、久慈市立山形
小学校を経て、令和５年４月から現任校。

左側は評価問題に取り組む生徒。右側はマッピングやグル
ープ交流をしている生徒。教師は机間指導をしている。
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協働する他者との繋がりで育む主体性
オンリーワンの自己を確立する手段としての評価の在り方

１　はじめに
　人間にとって他者の能力を見極めることは、困
難なことである。生徒にどのような可能性があ
り、どんな能力を秘めているかは、可視化されな
いことの方が圧倒的に多い。したがって、私たち
教員は、「人の能力は見極められない」という前
提をもとに、「どこまで生徒を評価できるか」と
いう難題に挑戦するしかない。この挑戦は何によ
って可能となるか。それは、授業中の生徒の言
動、ワークシートに書かれた一言一句、清掃時間
や各種行事等での取り組みの様子をつぶさに拾い
上げることに全身全霊を傾けて取り組むことでし
か成し得ないものである。この「評価」という作
業の繰り返しによって、子どもたちの成長が可視
化された瞬間の喜びこそ、教育者としての醍醐味
と言える。しかしながら、生徒の個性や人格はそ
れぞれであるため、画一的に評価することは難し
い。それでも教員は、常に生徒個々に対して、未
来に繋がる評価をする責任がある。ここでは、本
校の学校設定科目である「地域創造学」を通し
て、オンリーワンの自己を確立するための評価の
あり方について、紹介したい。

２　指導と評価の一体化の意義
　生徒に対して、それぞれの未来に繋がる評価を
行うためには、指導と評価を一体化することが重
要となる。ここでは、指導と評価の一体化の意義
について述べる。
　指導と評価が一体化することにより、生徒にと
っては主体的な学びが促進され、教員にとっては
指導力向上に繋がる。主体的な学びとは、学習者
が自らの興味や関心に基づいて学びを進めること
を指すが、その過程では他者との協働が必要不可

欠となる。他者という客体があってこそ主体的な
学びが成立する。客体が存在するからこそ対話が
生まれ、そこからの気づきによって内的な深い学
びに繋がる。また、内的学びが進むことで生徒は
自己価値に気づき自己有用感や肯定感が高まる。
この構造こそが「令和の日本型教育」が目指すも
のである。
　つまり、「指導と評価の一体化」とは、生徒と
教師の双方がより良い教育環境を築くためのもの
なのである。そして、次の３つが重要と考える。
 

　ここでは、住田町で実践されてきた地域ととも
に進める高校魅力化への取組を紹介し「地域創造
学」を例に挙げた指導と評価の一体化について解
説したい。

３　地域連携による高校魅力化
⑴　住田町の現状と魅力化の取組
　住田高校がある住田町は人口減少や少子化とい
った課題を抱えた中山間地に位置する、全国的な
中山間地域の課題として、少子化→生徒教職員数
減少→学校の魅力減少→統廃合→人口流出→地域
衰退という流れが存在する。これによりその町の
魅力や教育の幅が狭められ、「この町には何もな
い」と若者が流出していく。この「負の連鎖」は

解説 「高校教育」からのアプローチ

岩手県立住田高等学校

校長 伊藤　治子

学習改善：生徒が自分の学習の進捗を理解し、改善
するためのフィードバックを提供することで学習意
欲向上に繋げること

指導改善：教員が指導方法を見直し、より効果的な
教育を提供するためのデータを収集すること

評価の透明性：評価基準を明確にし、生徒や保護者
に対して評価基準を示すことで、生徒の課題点を明
らかにすること

− 18 −教育研究岩手　第 112 号



多くの人口減少が進む地方では共通点だ。この構
造を変えるためには、高校魅力化への取組が有効
である。地域全体を縮小させる可能性のある「負
の連鎖」をプラスに変えていく取組は、町全体の
自己肯定感や新たな形の活性化のきっかけとな
る。学校即ち、授業そのものが魅力的になること
で生徒の学習意欲が高まり、評価も向上するとい
う「正の連鎖」も生まれると考えられる。
　それぞれの地域社会には、教育に活用できる多
様な資源があり、「社会に開かれた教育課程」を
実現することが地域社会の活性化にもつながる。
これは指導と評価の一体化の構造とも共通する。
　令和４年度から住田町では高校魅力化会議を立
ち上げ「住田型グローカル人材」の育成に取り組
んでいる。町と高校の円滑な接続を促進する人材
として、平成30年度からは、住田町が教育コーデ
ィネーターを高校に配置し、「地域創造学」の校
外活動支援、生徒の第３の居場所としての放課後
学習支援室「住高ハウス○

マル

○
マル

」の校地内での運営、
いわて留学生募集活動など、生徒が安心して挑戦
できる学校づくりを教職員と協働で進めている。
  

⑵　住田高校の教育理念
　住田高校は、「自主・創造・至誠・共生」を校
訓とし、一人ひとりの個性を大切にする教育を町
と協働で実践している。生徒が、町を中心とした
地域社会との関わりの中で、失敗を恐れず自分か
ら行動し、社会における自己の役割を発見・認識
し、他者に対して誠実に向き合う態度を身につ
け、社会へとはばたくことを目指している。

 ４　学校設定教科「地域創造学」への取組
　住田町内の町立学校と住田高校は、平成29年度
から文部科学省指定「研究開発学校」として「地
域創造学」を新設した場合の教育課程、指導法、
評価法等の在り方に関する研究開
発を実施してきた。この教科は小
学校からの12年間の円滑な接続に
よる学びを通し、地域の課題を発
見、解決するための実践的探究学
習教科である。　

 

 

住田高校魅力化構想　令和４年４月～令和９年３月

住田町と協働作成しているPRポスター

住田町教育員会　学習指導要領「地域創造学」解説より

住田町研究開発
グランドデザイン
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⑴　学校設定教科「地域創造学」の目標

※社会的実践力：児童生徒が変化の激しい社会に
おいて、充実した人生を実現するために、豊かな
心を持ち、主体的に未来社会を想像していくこと
ができる力（学習指導要領　地域創造学解説より）

⑵　研究会開発学校推進への取組
平成29年度～令和４年度
・育成を目指す「社会的実践力」の規定
・学習指導要領「地域創造学」解説の作成
・単元計画の作成と実践
・理論の再構築
令和４年度～令和６年度
・「探究の６つのプロセス」と社会的実践力のつ

ながりを意識した学習評価の工夫
・「地域創造学」の教科書の開発・実施・改善
・カリキュラム全体の見直し
⑶　探究のプロセス

　「総合的な探究の時間」における生徒の学習プ
ロセスとして「課題の設定」「情報収集」「整
理・分析」「まとめ・表現」が何度も繰り返され
ることにより生徒の学習の質が高まると想定され
ている。以下の「探究における生徒の学習の姿」
および「往還する「地域創造学」６つのプロセ
ス」の図との比較から、地域創造学は探究におけ
る学習の姿と同じであることが分かる。

 

⑷　ステージ間連携とプロセスの往還
　「地域創造学」では、認知的機能や情報処理能
力は、主体的行動の連動によって育まれ、それが
社会的実践力に繋がるという仮説から、身体的発
達も考慮しながら保育園年長児も含めた５つのス
テージで編成されている。

　「学齢の異なる児童生徒の挑戦から刺激を受け
学ぶ機会」や「自身の挑戦や成果を発信する機
会」「外部との交流や連携する機会」を意図的に
設定し、６つのプロセスを往還する学びを５つの
ステージで展開することにより社会的実践力の伸
長が図られるという仮説のもと開発研究が進めら
れてきた。
　私たちが普段、実生活の中で、困難な場面に直
面し、その問題を解決しなければならない状況に
陥った時には、問題解決に向け、見通しと実践を
繰り返す。また、情報分析と現状把握に努め、再
度課題設定や分析を行うなど試行錯誤を繰り返し
ながら解決策を探る。この構造は「地域創造学」
の学びにおける「探究の６つのプロセス」を児童
生徒が何度も往還し資質・能力を高めていく過程
に反映されている。

地域創造学の目標
住田町及び近郊地域社会をフィールドにし
た横断的で探究的な学習活動を意図的・計
画的に行うことを通して，新しい時代を切
り拓き，社会を創造していくための※社会
的実践力を身に付けた心豊かな人材を育成
することを目指す。

今求められる力を高める総合的な探究の時間の展開　
文部科学省令和５年３月参考

往還する「地域創造学」6つのプロセス

第１ステージ 保育園年長・小学校低学年

第２ステージ 小学校中学年

第３ステージ 小学校高学年　中学校 1 年

第４ステージ 中学校 2.3 年　高等学校 1 年

第５ステージ 高等学校 2.3 年
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５ 「地域創造学」における評価
 

【教師による評価】
　生徒の学習評価の根底にあるのは教師の目標分
析による評価の観点や評価基準である。生徒が探
究活動を通して何を学んだか、どこで躓いたのか
を見取る多様な評価方法の工夫が重要となる。
【生徒自身による評価】
　自己評価において重要なのは、生徒自身が学び
を振り返り、次の学びへ向かう自己評価能力を高
めることである。そのためポートフォリオを積極
的に活用し、評価カードや学習記録を集積するこ
とで、個々の学びの足跡を可視化させる。
　「地域創造学」における学習状況の評価は、社
会的実践力の系統表をもとに、目標設定を行い具
体的な生徒の探究課程を想定しながら評価の観点
や評価基準を設定する。評価は、生徒が自らの学
びを振り返り、次の学びに向かう原動力となるも
のでなければならない。

６　多様な視点からの評価
　探究学習における評価は教師や級友だけではな
く、地域住民や異校種の児童生徒など複数の関係
者から評価を受ける多面評価（360度評価）の要
素がある。この評価には生徒一人ひとりが自分自
身のパフォーマンスを多面的に把握し、気づきや
成長の機会を得ることができるメリットがある。
人はだれでも評価者になり得る。だからこそ適切
な評価者としての資質・能力を育むことも学校教
育の大切な役割と言える。

７　社会的実践力の向上を目指す実践例
　「地域創造学」の実践の様子は、公式noteに掲
載中　https://smi-hs.note.jp
  

８　おわりに
　教育の一つのゴールは、子どもたちに「プライ
ドをもって正しく生きる力」を身に付けさせるこ
とだ。社会に出た際、仕事や地域との関わりにお
いて主体的に動くということは、具体的な業務や
プロジェクト（客体）に対して自分（主体）の考
えや判断をもとに行動することである。その時の
主体性は間違いなく客体との相互作用の中で発揮
される。
　子どもたちが、将来、他者からの評価を咀嚼
し、消化し、自分の現状を客観的に分析して適切
に自己評価できる自分を作り上げることができて
いれば、これこそが教育の成果である。
　協働する客体としての他者との繋がりを通して
オンリーワンの自己を確立する手段としての「評
価を活用する力」を育むことは、教育者としての
使命であり喜びだ。このことを今一度心に留め直
す機会にしていただければ嬉しい。

住田町教育員会　学習指導要領「地域創造学」解説より

いとう　はるこ
岩谷堂農林高等学校、岩泉高等学校、水沢高等学
校、不来方高等学校、遠野高等学校に教諭として
勤務。大迫高等学校、金ケ崎高等学校の副校長を
経て、令和６年度から現職。

住田町歩き（1年地域理解） 森の保育園ボランティア

国際交流（砂金取り体験） 地域創造学のアクション
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「指導と評価の一体化」の意義
－ 教員の専門性向上として、カリキュラム・マネジメントの一環として－ 

１　はじめに
　本校は、昭和36年４月開校の一関聾学校と昭和
51年４月開校の一関養護学校とが統合し、平成20
年４月に開校した学校で、今年度の幼児児童生徒
在籍数は147名を数える。
　本校の特徴としては、開校前年の平成19年の学
校教育法改正施行に伴い、開校時より４障がい
（聴覚障がい、知的障がい、病弱、肢体不自由）
に対応している全国的にも少ない併置校であるこ
とが挙げられる。また、学びの場としては、本校
舎以外に、本校舎から３㎞程の場所に立地する山
目校舎、岩手病院内のあすなろ分教室、本校舎か
ら30㎞程離れた一関市立千厩小学校、千厩中学校
内にそれぞれ千厩分教室を有する２校舎３分教室
体制の中で、それぞれの校舎、分教室の機能を生
かした教育活動を行っている。
　また、各学部や分教室ごとに、対応障がい種や
障がいの状況に応じ類型化した教育課程を編成す
るとともに、定期的な教育課程検討委員会を通じ
て、実施状況を確認してきている。
　本稿では、「指導と評価の一体化」に含まれる
教員の専門性向上として、そして、カリキュラ
ム・マネジメントの一環としての二つの意義につ
いて、本校の実践も含め、解説をする。

２ 「指導と評価の一体化」の意義
　学校教育においては、計画、実践、そして、評
価という一連のサイクルが繰り返されながら、児
童生徒に対するよりよい指導を展開していくこと
が求められる。
　そこでは、指導と評価が別物ではなく、評価の
結果によって後の指導を改善し、さらに新しい指
導の成果を再度評価するという、指導に生かす評

価を充実させることが重要となる。これまでも各
学校においては、こうした「指導と評価の一体
化」を目指した教育実践が行われてきているが、
「指導と評価の一体化」については、加えて二つ
の大きな意義があるとされている。
⑴　教員の専門性向上として
　教員等の職責、経験及び適性に応じて資質向上
を図ることを目的として、平成29年４月に教育公
務員特例法の一部が改正され、公立学校の教員等
の任命権者に対し、「校長及び教員としての資質
に関する指標」の策定が義務付けられることとな
った。このことに伴い、岩手県教育委員会におい
ても、教員として求められる視点とキャリア・ラ
イフステージに応じて必要とされる資質について
整理した同指標（教員等育成指標）を策定してい
る。
　その中で、「学習指導力」の視点から求められ
る姿の一つとして、「各教科等に係る資質・能力
を育むために必要となる知識を身に付け、『指導
と評価の一体化』を意識しながら、継続的に専門
性の向上に取り組んでいる」姿を掲げている。こ
のことからは、授業を通しての児童生徒の学習状
況から、教員自身が指導の見直しを図り、さらに
改善した授業における成果を把握していくという
サイクルを日常的な授業実践を通して生み出して
いくことが学習指導の視点における専門性向上に
おいて有意義であることを示しているといえる。
様々な研修会等を通じて、新たな知見を得ていく
ことの必要とともに、改めて、日々の授業を通じ
ての専門性向上に努めていくことを大切にしてい
きたい。

解説 「特別支援教育」からのアプローチ

岩手県立一関清明支援学校

校長 外舘　　悌
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⑵　カリキュラム・マネジメントの一環として
ア　特別支援学校の目的
　次に示したのは、特別支援学校の法令上の規定
である。

　この目的に基づき、特別支援学校の教育課程
は、幼稚園に準ずる領域、小学校、中学校及び高
等学校に準ずる各教科、特別の教科 道徳、特別
活動、総合的な学習（探究）の時間の他、障がい
による学習上又は生活上の困難さの改善・克服を
目的とした領域である「自立活動」で編成される
ことが特徴である。また、知的障がい者である児
童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科
については、特別支援学校学習指導要領において
示されている。
　その上で、各校においては、在籍する児童生徒
の実態を踏まえ、掲げられた学校教育目標に基づ
き、目指す幼児児童生徒像を共有しながら、効果
的かつ弾力的に教育課程を編成し、また、改善を
図っていくことが求められている。
イ  カリキュラム・マネジメントの４つの側面
　特別支援学校学習指導要領においては、カリキ
ュラム・マネジメントの４つの側面が次のように
示されている。

　４つの側面は、いずれも教育内容の質の向上に
向けた教育課程の改善に欠かせないものである。
　その中でも、②「教育課程の実施状況を評価し
て」、④「個別の指導計画の実施状況の評価と改
善を」という２つの側面については、授業を通し
て、児童生徒に「どういった力が身に付いたか」
という学習の成果を単元や題材のまとまりを見通
しながら評価するとともに、指導の成果からも評
価し、教育課程の改善につなげることの重要性を
示している。
　下記の図は、教育課程、個別の指導計画等と授
業との関連を示したものである。
　特別支援学校各校においては、これまでも児童
生徒の実態、学びの状況等を踏まえた教育課程の
見直しが図られてきているが、改めて、日々の授
業における「指導と評価の一体化」を図っていく
ことが、カリキュラム・マネジメントの一環とし
て、大きな意味合いをもつことを確認したい。

視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由
者又は病弱者に対して、幼稚園、小学校、中学校又
は高等学校に準ずる教育を施すとともに、障害によ
る学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため
に必要な知識技能を授けることを目的とする。

（学校教育法 72 条）

①　児童又は生徒や学校、地域の実態を的確に把握
し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内
容等を教科横断的な視点で組み立てていくこと

②　教育課程の実施状況を評価してその改善を図っ
ていくこと

③　教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を
確保するとともにその改善を図っていくこと

④　児童又は生徒に何が身に付いたかという学習の
成果を的確に捉え、個別の指導計画の実施状況
の評価と改善を、教育課程の評価と改善につな
げていくよう工夫すること

【図１】教育課程等と授業との関連図
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３　本校における実践から
　前述のとおり、本校は２校舎３分教室で、４障
がいを対象とした教育活動を展開しており、児童
生徒の実態に即したよりよい学びのために類型化
した教育課程を編成している。
　ここでは、そのうち小学部 病弱・肢体不自由
（重複障がいⅠ）教育課程における第２・３学年
算数科の実践を紹介する。
　病弱・肢体不自由（重複障がいⅠ）教育課程
は、病弱・肢体不自由と知的障がいを併せ有する
児童が対象であり、教育課程の特徴としては、知
的障がいに対応した各教科の教科別指導、領域の
指導、各教科等を合わせた指導、一人一人の障が
いの状況に応じた自立活動により編成されてい
る。また、学習指導においては、知的障がいのあ
る児童の特性を踏まえ、実際の生活とつながりあ
る具体的な学習活動で組織するともに、課題が達
成しやすいような段階的な指導を大切にしてい
る。
　なお、本単元の授業実践は、採用１年目の初任
者によるものである。

⑴　実践の概要
　単元名「コインをつかって買い物をしよう」
　小学部２・３年生を対象とした指導である。対
象児童は、これまで生活単元学習を通し、硬貨を
使って買い物をしたり、校外学習で食券を購入
し、食事をしたりする活動を経験してきている。
　活動の様子からは、お金での支払いで、商品が
購入できることを概ね理解している。一方で、こ
れまでの活動では五百円硬貨と千円紙幣を使った
買い物等の経験のみで、他の金種を扱った学習を
今まで経験してきていない。
　そこで、本単元では、「五百円硬貨と百円硬貨
の違いが分かり、種類ごとに分けることができ
る」を目標として、右上に示す評価規準、単元計
画に基づき実践を行った。
　なお、内容については、特別支援学校小学部学
習指導要領算数科の１段階及び２段階を取り扱っ
ているものである。

⑵　 単元の評価規準

⑶　単元計画

⑷　 授業の評価と今後の授業改善に向けて
　本実践は初任者の研究授業として行われ、実践
を経た授業研究会において、授業の評価の共有及
び授業改善に向けた意見交換を行った。

【知識・技能】
・お金には様々な種類があることを知り、　硬貨を

種類ごとに分けることができる。
【思考・判断・表現】
・硬貨の色や大きさ、記載されている数字をよく見

て、その違いに気付き、言葉や身振りで表現しよ
うとする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・買い物をすることを楽しみに自分から進んで学習

に取り組もうとする。

次 時 主な学習活動

一

１

【買い物遊びをしよう】
・硬貨を使って買い物遊びをする
・お金を支払うことで買い物ができるこ

とを確認する。

２

【お金の種類を知ろう】
・硬貨に種類があることを知る。
・硬貨がどんな色、形をしているか確認

する。

二 ３

【お金をためよう】
・五百円硬貨用、百円硬貨用のマイ貯金

箱を作成する。
・硬貨をマイ貯金箱に入れる。

三 １

【お金を仲間分けしよう】
・五百円硬貨、百円硬貨に違いがあるこ

とを確認する。
・五百円硬貨と百円硬貨を分けてマイ貯

金箱に入れる。

四 ２

【材料を買う練習をしよう】
・五百円硬貨、百円硬貨を使って調理材
料購入の買い物遊びをする。
・材料ごとに五百円硬貨、百円硬貨を何
枚払えばよいか確認する。

五 ３

【材料を買いに行こう】
・調理材料を買いに行く。
・五百円硬貨、百円硬貨を使って買い物
ができたかを確認する。
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ア　児童の学びの姿
　対象児童の単元を通しての学びの姿からは、本
単元で扱った五百円硬貨、百円硬貨に違いがある
ことが分かり、「〇円はどっち？」の質問に指差
しで正しい硬貨を示したり、同じ硬貨ごと（種類
別）に貯金箱に分けたりする様子が見られた。ま
た、今回扱った硬貨を実際に買い物で用いること
に期待感をもち、楽しみにしながら、学習に取り
組んでいる姿が見られた。
イ　指導の評価と授業改善の視点
　児童の学びの姿からは、概ね本単元における目
標を達成することができたことを教員間でも共有
した。
　その上で、指導の評価として、授業者から、
「児童が五百円硬貨と百円硬貨に分けて、貯金箱
に入れる姿から、種類の違いが分かっていること
は把握できたが、色や大きさ、模様など、違いと
して、どこに着目したのかを表現できるような、
さらに具体的な発問ができればよかった」との振
り返りがあった。
　また、授業研究会における意見交換からは、次
のような授業改善に向けた意見が出された。

　ここに挙げられた意見は、授業者や授業参観者
にとっての専門性向上にもつながるものであり、
また、教科別の算数の指導と生活単元学習として
の指導の関連付けや整理についての意見は指導計
画の改善として、カリキュラム・マネジメントに

通じるものと考えられる。
　今後も、こうした研究授業、そして日々の授業
を授業改善につなげていくことを意識したい。

４　おわりに
　本稿では、「指導と評価の一体化」の本来のね
らいに加えて、教員の専門性向上としての意義、
そして、カリキュラム・マネジメントの一環とし
ての意義について述べてきた。教員の専門性向上
あるいはカリキュラム・マネジメントというと、
新たな取組を進めていく必要に迫られるような感
にも捉えられるが、改めて大切にしたいことは、
日々の授業実践を通して、「児童生徒にどういっ
た力が身に付いたか」、「指導者はどのような力
が育てられたか」を教員間で共有していくことに
あると思われる。とりわけ、特別支援学校におけ
る授業づくりは、ティームティーチングによるも
のが多く、児童生徒の学びの評価と指導としての
評価を複数の教員により、共有しやすい土壌があ
ると思われる。
　評価を次の指導に生かすことが「学び続ける教
員」としての専門性向上、また、年間指導計画、
教育課程の改善、ひいては学校教育目標の達成、
目指す児童生徒像の実現につながるという認識を
共有しながら、学校全体として、「指導と評価の
一体化」を、さらに推し進めていきたいと考え
る。
 

 

・実際の生活（買い物）に即した上で、児童が使う

機会が多いと考えられる金種（硬貨）から段階

的に学んでいけるとよい。

・単元名では、「コイン」という言葉を用いてい

るが、対象児童になじみのある言葉としては、

「お金」という言葉で伝えていってよいかと思

う。

・児童は家庭生活でも買い物を経験しているので、

単に金種の理解に留めるのではなく、買い物を

するためにという目的に結び付けた主体的な学

びをさらに大切にしたい。

・教科別の算数の指導と生活単元学習としての指導

を計画の中で関連付けていきたい。 とだて　やすし
久慈養護学校、盛岡高等養護学校、岩手大学教育
学部附属養護学校（平成19年度より岩手大学教育
学部附属特別支援学校）に教諭として勤務。総合
教育センター主任研修指導主事、盛岡となん支援
学校副校長、釜石祥雲支援学校長を経て、今年度
より現職。
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「目標」の実現に向けた確かなビジョンの構築
～サポートする大人たちの「見守る」姿勢の在り方～

 「なりたい自分」を追い求め、そのための道筋
を描きながら突き進む。スポーツの世界において
も、夢や目標は確かな成果を得るための大きなモ
チベーションとなり得るものだ。
　「夢」と「目標」。
　その二つの言葉は、目指したいものや手に入れ
たいもの、つまりは将来的に実現させたい事柄を
指す。ただ、夢には、それまで実体験のない事柄
への「憧れ」や「想像」、あるいは、まだ見ぬ世
界に抱く「空想」といった要素が含まれるだろ
う。一方で、目標には夢とは異なる意味も含まれ
る。目標の定義について、ある辞書にはこう記さ
れている。
≪行動を進めるにあたって、実現・達成を目指す
水準≫
　実現させたい事柄がある。その願いを達成する
ために、自らの意思で突き動く。すなわち、明確
なビジョンを描き、そのために必要な行動力と実
践力を持つことができるのが目標だ。
　チャレンジしてみたい――。
　その思いに突き動かされて、はっきりとしたビ
ジョンを描きながら新たな道を切り開いてきたの
が、メジャーリーグを舞台に活躍する大谷翔平選
手（ドジャース）である。メジャー７年目を迎え
た2024年シーズン。新たなユニフォームに袖を通
して歴史の扉をいくつもこじ開けた彼の挑み続け
る姿勢、その「内なる声」は、今もなお変わるこ
とがないのだろう。2018年に海を渡ってメジャー
２年目のシーズンを終えた時もまた、大谷選手は
「挑戦」という言葉を口にしていたものだ。
　「良くても悪くても、どんどん変えていくって
いうのは良いところじゃないかなと思いますね。
現状を守りにいかないという性格ではあるので、

すごく良い状態の時でも、それを維持していこう
というよりも、それを超える技術をもう一つ試し
てみようかなと思う。挑戦してみようかなという
マインドがあるのは、得なところだと思います」
　人は、変わっていく自分に大きな期待を膨らま
せる一方で、その変化へ不安を抱くものだ。まだ
見ぬ未来。そこに待ち受けているかもしれない失
敗を恐れ、一歩前へ踏み出せない時がある。スポ
ーツに限ったことではないが、誰もが持つ臆病な
一面だ。現状に満足して、その時点で周囲からの
大きな評価を得ていれば、なおさら保守的な思考
が生まれるのは至極当然のことかもしれない。大
谷選手もまた、新たな変化を求めながら道を切り
開くことに、まったく不安がないわけではないだ
ろう。事実、こう語ったことがある。
　「まったく違う環境に行くということは、どの
分野でも不安なことが多いと思う」
　その一方で、彼はやはりこう言うのだ。
　「さらに自分自身が良くなる可能性がそこにあ
ったら、僕はチャレンジしてみたい。『やってみ
たいな』と思うタイプの人間なので」

　そんな感性や思考は、生まれ育った岩手で過ご
した時間で確かなものになっていった。濃密な時
間とともに流れた高校時代の３年間は、大谷選手
の礎が構築された時期と言えるだろう。花巻東高
校野球部を率いる佐々木洋監督は、言葉が持つ力
を信じ、子どもたちへの言葉かけを大切にする指
導者だ。言葉には魂がある。いわゆる『言霊』と
言うものだが、魂を揺さぶる言葉を、高校時代の
大谷選手は恩師から伝え聞いた。花巻東高校野球
部のチームスローガンでもある『決してあきらめ
ない』という言葉もそう。

提　言

 スポーツライター

佐々木　亨
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　『先入観は可能を不可能にする』
　その言葉もまた、大谷選手の脳と体に今でも染
み込まれているものだ。たとえば、ピッチャーと
いうのは、そもそも160キロのスピードボールを
投げるというイメージがなければ、その球速に辿
り着くことはできない。160キロを「出せる」と
思う、その目標を「達成できる」と思うから、そ
のために頑張る。無論、体力的なことや備え持
った技量とポテンシャルとの兼ね合いで、誰も
が160キロを出せるというわけではない。要する
に、限界を作らず、自分の可能性を信じて伸ばす
ことが重要なのだ。
　世間の常識や価値観、そして先入観からくる
「物差し」だけで物事を判断してはいけない。
　≪誰もがやっていないことをやる≫
　≪非常識な発想を持つ≫
　≪自分自身で道を切り開いていく≫
　そんな恩師の教えから、大谷選手の思考は深み
を増していった。
　先人を超えようとする意識や姿勢は大切だ。そ
のためにも、より具体的な数値目標や、言葉に落
とし込んだ目標設定が重要だということを、大谷
選手は高校時代に学んでいる。具体的な数値を示
すことで、人は目指すべきものが明確になる。目
標には、そもそも数字がないといけない。また、
計画がセットされていないと目標とは言えない。
高校時代の大谷選手にとって、ピッチャーとし
ては球速160キロという数値が一つの目標になっ
た。それを達成するために、さらに上の163キロ
という数値を言葉で記し、目標を実現するために
日々を過ごした。そして、目標自体が大谷選手の
能力を引き上げていった。
　
　子どもの可能性と能力を導き出すためには、一
定の方向性を示してあげる必要があるだろう。モ
チベーションを引き上げるための言葉かけやスキ
ルアップにつながる技術指導が重要な時もある。
ただ、子どもたちの挑戦する姿勢、その先にある
本物の力を引き出すためには、大人の「見守る」
姿勢は大切になってくるのではないだろうか。大
谷選手で言えば、彼の両親は子どもたちとの時間
を大切にした。いつだって末っ子である「翔平少

年」を温かく見守り続けた。どの親でも抱く感情
かもしれないが、そこには我が子への深い愛情が
あった。決して過保護ではない。何事においても
「決断」は本人に委ね、偏り過ぎない良い距離感
を保ちながら、そっと寄り添い温かく見守る愛情
だ。両親が何気なく作ってきた家族の空気感が、
大谷選手の人間性と思考、または行動力に深く影
響しているように思える。岩手県奥州市にある実
家を思い浮かべて、かつて大谷選手はこう語った
ことがある。
　「父親には、やりたければやればいい、やりた
くなければ自己責任でという感じで接してもらい
ました。母親にも『勉強をやりなさい』と言われ
たことがなかったですし、たくさん支えてもらい
ながら、自由にやらせてもらってきたと感じてい
ます」
　自らの強い意思で切り開いたメジャーの道。野
球の「てっぺん」を目指す今、大谷選手は日々の
積み重ねを大事にしながら挑戦を続けている。そ
して、誰よりも野球を楽しんでいる。そんな姿を
目の当たりにしている野球少年に、将来の話を向
けると、多くの子どもたちが「メジャーリーガー
になりたい」と純粋な目で言う。数年前なら、日
本の「プロ野球選手」という言葉が返ってきただ
ろうか。子どもたちの見つめる先は今、大きく変
化してきた。世界に向けられる視点と思考を持つ
子どもたちの可能性を狭めてはいけない。見守る
大人たちの姿勢と考え方一つで、夢や目標は大き
く変わるのだから。

ささき・とおる
1974年岩手県生まれ。「野球×人間」をテーマ
に執筆、講演活動を行なう。主に野球をフィール
ドに活動して、大谷翔平選手（ドジャース）は花
巻東高校時代の15歳から取材を続ける。著書に
『道ひらく、海わたる　大谷翔平の素顔』（扶桑
社）などがある。
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ハッシュタグとリフレクションシートの活用
～資質・能力ベースの授業を目指して～

 １　主題設定の理由
　私は令和３年度から令和６年度の現在まで、継
続した実践研究をしています。きっかけは、２つ
の言葉にあります。１つ目は、研修で投げかけら
れた「あなたの授業で狙いたい資質・能力は何で
すか？」という言葉です。当時の私にとって、衝
撃的な問いでした。学習内容をわかりやすく学ん
でもらうために、教材研究をしていましたが、身
に付けてほしい資質・能力まで考えていませんで
した。２つ目は、生徒から投げかけられた「数学
なんて意味ないじゃん。」という言葉です。試験
勉強や理数系への進学就職を考えている生徒であ
れば、直接的な結びつきや大学への体系的つなが
りがあることを伝えていました。将来、高校数学
を直接使わない生徒であれば、論理的思考力を身
に付けるためだとか、教養だとか、身の回りに潜
んでいるだとか、必要性を押し付けるような説明
をしていました。
　私は、この２つの言葉に対して、自信を持って
所属校の目の前にいる生徒たちへ自分なりの考え
や答えを伝えたいと思い、本主題を設定しまし
た。つまり、①私の授業で狙いたい資質・能力を
生徒へ明らかにすること、②生徒が授業の中で発
見する気付きを言語化すること、を目標地点とし
ました。
　令和５年度から授業デザインとして、「ハッシ
ュタグ」と「リフレクションシート」の教具・素
材を作成しました。ハッシュタグは、数学をとお
して身に付ける資質・能力を言語化して生徒へ提
示することを狙いとしました。また、リフレクシ
ョンシートは、数学を学ぶことに対して生徒が意
味付けをおこなうことを期待して作成しました。
以下では、２つの素材を作成・活用した事例につ

いて述べます。

２　２つの素材に至るまで
⑴　ハッシュタグ
　令和３年度から令和４年度にかけて、学習指導
要領の改訂やスクールポリシーの策定に伴い、私
自身の授業の見直しを行いました。具体的には、
数学の学びを通してどのような力を身に付けさせ
たいのかという点です。授業の進め方や構成を大
きく変えることではなく、授業の流れに学ぶ意味
付けをするというものでした。その「身に付けさ
せたいこと」をキャッチフレーズのように、生徒
に親しみを持ってもらうためにハッシュタグとい
うアイデアを使い、整理を始めました。
 

　最初は30個のハッシュタグを用意し、実際に運
用しましたが、解くためのヒントタグとなってい
るフレーズも多くありました。再度、資質・能力
を狙うという視点から令和５年度４月に以下の10
個に精選しました。
 

実践事例

 岩手県立宮古水産高等学校

 教諭 中村　　薫

【令和３年度～令和４年度】
＃省略　＃図示　＃表の活用　＃定義に戻る　
＃２通りで解く　＃0149　＃曖昧の数値化　
＃言い換え　＃置き換え　＃逆転注意　
＃ちぎれる　＃つながる　＃数え上げ　
＃固定する　＃近似　＃順に並べる　＃等分　
＃正弦はsin　＃余弦はcos　＃判定基準
＃代表値　＃対称性　＃後から削る
＃条件の整理　＃誤りの指摘　＃相違点の発見
＃いきる　＃かかわる　＃そなえる

【令和５年度４月～10月】
＃小さく実験　＃ルール確認　＃比較
＃整理整頓　＃分解　＃図解　＃情報収集
＃逆転の発想　＃アイデア共有　＃作戦変更

− 28 −教育研究岩手　第 112 号



　令和５年度の授業開きの際、生徒へ10個のハッ
シュタグを提示することができました。授業のあ
らゆる場面で、10個の考え方を大切にする場面を
散りばめること、生徒に身に付けてほしい力であ
ることを伝えました。しかし、授業を進めていく
と、生徒にほとんど伝えていないものやわざわざ
資質・能力としてフレーズ化しなくてもよいもの
など、ハッシュタグのリストに課題が出ました。
再び、生徒に身に付けてほしい資質・能力を精選
し、次の８個まで絞りこみました。
 

　扱う分野や教材研究の方向性によって、狙う資
質・能力は８個の中でも変化します。逆に言え
ば、狙う資質・能力に応じて様々なパターンの授
業展開が可能になります。授業中に生徒へハッシ
ュタグを直接提示する機会は以前より減っていま
すが、狙う意図や注目させたいときに提示すると
効果があります。また、後述するリフレクション
シートの上部には、《数学から学ぶ８の手掛か
り》と表現して、振り返りの際にも生徒の視覚に
入るように工夫をしています。
　令和６年度現在は、８個の視点を授業で狙う資
質・能力としてとらえています。

⑵　リフレクションシート
　令和３年度から、生徒が数学を学ぶ意味を言語
化するためのツールとして作成を始めました。そ
れまでは、授業の終末部に振り返りの時間を取れ
ていませんでした。また、１つの授業につき１枚
の振り返りカードでは準備が大変であるため、振
り返りのシートを節や分野で１枚にすることはで
きないだろうかと考えていました。令和３年度か
ら令和４年度の振り返りシートは、１つの授業に
つき１枚記入するもので、評価方法や記入するこ
との意味を精選できていないまま、取り入れてい
ました。

【令和３年度～令和４年度】
 

　令和５年度にかけて、狙う資質・能力を整理し
ている際、首都圏模試センターの思考コードとい
う考え方を自分なりに活用し、リフレクションシ
ートを作成しました。縦軸を個人-他者・グルー
プ-フィールド、横軸を学びに向かう力-知識技能-
思考判断表現のそれぞれ３つのレベルに区分けし
ます。当てはまるマス目に取り組み内容を自由に
記入するというものです。

【令和５年度４月～10月】

 

　しかし、大きな課題があり、生徒が自由に記述
した内容について、どのように評価を施すのか基
準がありませんでした。そのため、生徒自身が自
己評価をできるようにルーブリックを作成し、生
徒へ渡しました。リフレクションシートには、自
己評価を記入する欄を作成しました。

 【令和５年度11月～令和５年度３月】

　令和５年度の１年間、Ａ３判横の大きな用紙に

【令和５年度11月～令和６年度】
＃小さく実験　＃ルール確認　＃比較　＃図解
＃整理整頓　＃予想　＃視点を変える　＃拡張
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自由に記述させ、学びの姿勢や内容について生徒
たちは言語化できていたと思えました。しかし、
記述内容の何をどのように評価するのか、ルーブ
リックを作成したもののブレがありました。さら
に、グループとの対話で得た考え方を記入する欄
が未記入となる生徒がいたり、そもそも記入欄が
広いために記述量の多さに不快感を示す生徒がい
たりしました。
　そこで令和６年度は、思考コード型のレイアウ
トをやめて、Ａ４判の縦の用紙に新たに作成しま
した。節や分野の大きなまとまりで１枚の用紙に
することを継続し、ＵＤの観点から薄灰色の点線
で罫線を引きました。１回の授業の記述量も２行
程度とし、記入項目は《問いを振り返る》《学び
を振り返る》の２項目としました。
　また、リフレクションシート下部には《自分を
振り返る》という項目を作り、節や分野の最後に
自己評価をする仕組みとしました。

【令和６年度（現在）】
 

 

　令和６年度10月現在、ルーブリックの作成はし
ていませんが、授業の最初に生徒に与える《問
い》に対する考えを記述していること、《学び》
の内容や気付きを言語化し、生徒自身がハッシュ
タグを１つ作成して添えていることを、記入の指
示内容としています。その都度、目の前の生徒が
記入しやすいシートを考え、改良を行っていま
す。しかし、評価の視覚化をするために、再度ル
ーブリックの作成を検討しています。

３　研究目標
⑴　ハッシュタグの役割は、生徒に「何を」身に
付けさせたいのかを明示することです。本校の数
学科教員や専門学科の教員などと生徒の実情や伸
ばしたい力を相談して、狙う資質・能力を考える
ことです。
⑵　リフレクションシートの役割は、生徒に「何
が」身に付いているのかを言語化して表出させる
ことです。学びの振り返りや言語化する中から生
徒が思う数学を学ぶ意味を読み解くことをしま
す。

４　授業実践
⑴　ハッシュタグの活用
　裏面がマグネットになっており、黒板に貼り付
けて使えるように工夫しています。

ア　導入場面
　問いを生徒に提示するときに、方針の明示の意
味としてタグを貼り付けます。

イ　展開場面
　解法のコツではなく、考え方として明示したい
ときに活用します。

ウ　展開場面
　２つの見方・考
え方を自分で比べ
たり、解法の選択
をしたりする学習
活動の場面で活用
します。
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エ　教材研究
　授業を展開するときに、授業者が狙う資質・能
力を明らかにします。例えば、「この時間は予想
することを大切にします」や「式ではなく、図解
をして数値を導くことを大切にします」などと、
分野の難易度や生徒の実情に合わせます。
⑵　リフレクションシートの活用
　50分の授業の中で、リフレクションシートへの
記入時間を確保して、節や分野のまとまりで１枚
のシートに書き溜めます。

５　授業実践の結果
⑴　生徒の反応
　ハッシュタグを取り入れることで、授業者が大
切にしたい学習活動が伝わり、学びに参加する生
徒が増えました。例えば、《予想》を立てるため
に話し合うことや過去の学びを振り返るためにノ
ートを見返す《ルールの確認》などです。小さな
活動内容であっても、手と思考を動かす生徒が増
えている実感があります。
　リフレクションシートから気付くことは、生徒
自身が身に付いた力や気付きを言語化できている
ことです。また、問題演習の解決可否、内容の理
解、だけではなく、生徒が個別に資質・能力を獲
得する記述があることです。
 

⑵　教員の反応
ア　目線合わせ
　数学科が授業をする上で、狙う資質・能力を整
理したことで、教員間の目線合わせが出来まし
た。指導観に差異がなく、生徒に伝えたいことが
適切に伝わっています。
イ　資質・能力の教科横断の気付き
　資質・能力を整理する際、他教科や専門科目と
の共通項に気付きがありました。特に、《#整理
整頓》については、専門科目においても大切な考
え方であることを共有し、資質・能力の教科横断
の可能性を感じます。
ウ　リフレクションシートの他教科との往還
　リフレクションシートについては、様式は異な
るものの、英語科や社会科と情報共有して、より
よい形を模索しています。
エ　カリキュラムマネジメント
　数学の内容を教えることにあわせて、数学で資
質・能力に気付く授業を並走することを研究して
います。それにより、令和５年度４期末考査から
令和６年度現在にかけて、数学の期末考査を廃止
しました。知識を確認するためのテストは、授業
内で行う小単元のテストに考査の評価を代替して
います。考査ベースから資質・能力ベースの転換
を目指して、取り組んでいます。

６　まとめ
　研修時の「あなたの授業で狙いたい資質・能力
は何ですか？」という問いかけと、生徒側からの
「数学なんて意味ないじゃん。」というつぶやき
から「ハッシュタグ」と「リフレクションシー
ト」が生まれました。実践研究も３年以上経過し
ましたが、年度ごとに変化や改良をしています。
目の前の生徒に指導し、生徒から返ってくる評価
を頼りにして、確かな“資質・能力”の育成を探
究していきます。

【リフレクションシートから一部抜粋】

・分からないことは一人で悩むより人に聞
いたほうがいい

・自分の意見をみんなに話すということ 
・数学を解くときに分かるまで諦めない心

を日常のどこかで活かす
・＃わかりやすく丁寧に　#自分から伝え

る
・平均を出し、現状を知る力
　大人になったとき、何かしらすごくいき

てきそうだと思いました。
・あきらめない力
　私は、証明が苦手だけど、今回はあきら

めず問題を解けた。 なかむら　かおる
平成29年度から３年間、盛岡南高校に勤務。令和
２年度から現任校に勤務。
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令和 5年度第 67回岩手県教育研究発表会
教育長挨拶

教育長挨拶

岩手県教育委員会

教育長 佐藤　一男

　令和５年度岩手県教育研究発表会の開催に当た
り、主催者を代表し御挨拶を申し上げます。
　年度末の多忙な時期にもかかわらず、今年度も
多くの先生方に参加いただいたことに感謝申し上
げます。岩手の子どもたちの成長のため、自らの
指導力を高めたい、という先生方の意欲と情熱に
深く敬意を表します。
　本研究発表会の趣旨は、岩手県の教育課題を解
決するために、県内各学校・園及び教育関係機関
における実践研究の成果を広く教育関係者に公開
し、その理解と普及を図り、もって本県の教育の
向上に資することにあります。
　この機会を通じて、岩手の子どもたちをどう育
てるのか、そのために本県教育はどうあるべきな
のか、率直な意見交換が活発に行われるものと、
大きな期待を寄せております。
　本日はこの後、国立教育政策研究所　千々布敏
弥　総括研究官に「主体的・対話的で深い学びを
実現する教師エージェンシー」と題して御講演い
ただきます。千々布先生には、７月にアイーナを
会場に行われました中堅教諭等資質向上研修で
も、御講義をいただいたところであり、引き続
き、本県の教員に深い学びの機会をいただきま
す。千々布先生はじめ、各分科会における実践研
究の発表等に快く応じていただきました講師の先
生方、発表者の先生方に心から感謝申し上げま
す。
　東日本大震災津波から12年を経た今、大きな被
害があった沿岸部の街においても、復興は着実に
進んでいます。一方で、震災が本県の子どもたち
の心に与えた影響は大きく、様々な困難を抱えた
子どもたちもおります。
　県教育委員会は、発災直後から継続して子ども
たちの心のサポート体制を充実させるなど、子ど
もたち一人ひとりに寄り添った支援に取り組んで
参りました。また、「いわての復興教育」の一層
の充実などを通じて、学びの場の更なる復興と、
その先をも見据えた教育の充実に取り組み続けて
おります。本研究発表会でも「いわての復興教育
『いきる・かかわる・そなえる』」分科会を設置
し、各学校、児童生徒の取組を発表いたします。
　県教育委員会が策定した「岩手県教育振興計

画」では、「学びと絆で　夢と未来を拓き　社会
を創造する人づくり」を基本目標としています。
また、学校教育が目指す姿を「子どもたちが、地
域とともにある学校において自ら生き生きと学
び、夢を持ち、それぞれの人間形成と自己実現に
向けて知・徳・体のバランスのとれた『生きる
力』を身に付ける」としていることから、今年度
の教育研究発表会のテーマは、「夢の実現に向け
て自ら学び行動する岩手の子ども～指導と評価の
一体化で育成する確かな学力～」としています。
　「確かな学力」は、「生きる力」を知の側面か
ら捉えた要素の１つであり、知識技能はもとよ
り、学ぶ意欲や、自分で課題を見付け、自ら学
び、主体的に判断し、行動し、より良く問題解決
する資質・能力を指します。その育成には、子ど
もたち一人ひとりの学習状況や変容を細かに観察
し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授
業改善を不断に行うこと、すなわち「指導と評価
の一体化」が欠かせません。本発表会を、本県教
育が育成を目指す子どもの姿を共有するととも
に、これまで私たちが積み上げてきた教育実践を
省察し、よりよい授業改善に向けて踏み出す契機
としていただきたいと思います。
　本研究発表会は昨年度同様、感染症拡大防止、
ＩＣＴの活用推進、教職員の働き方改革の観点か
ら、集合型、ライブ型、オンデマンド型の３つの
形態で実施します。子どもたちとともに、私たち
大人も、新しい時代に柔軟に対応していくための
試みであることを御理解いただき、各学校、個々
の先生方の創意工夫で、本研究発表会を多様な研
修の機会として大いに活用いただきたいと思いま
す。
　本研究発表会が、これからの岩手を担う子ども
たちが身に付けるべき資質・能力を再確認する場
となり、本県教育を力強く進めていく足がかりと
なりますよう、御参加の皆様には、参加形態を問
わず、ぜひ、積極的な議論をいただきたいと思い
ます。そして、岩手の子どもたち一人ひとりの
「主体的・対話的で深い学び」につながっていく
ことを御期待申し上げ、主催者からの挨拶といた
します。
　どうぞよろしくお願いいたします。

発表会記録発表会記録
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令和 5 年度岩手県教育研究発表会報告

　令和６年２月７日（水）～９日（金）に集合型

及びライブ型にて、２月７日（水）から３月７

（木）にかけてはオンデマンド型で、令和５年度

（第67回）岩手県教育研究発表会を開催しまし

た。今年度は、岩手県内すべての学校・園・教育

関係機関が、参加申込みなしでもYouTubeを用

いたライブ型、オンデマンド型の視聴ができるよ

うに工夫し、各学校等での校内研修研究会等に活

用していただきました。

　２月８日（木）の「開会行事・講演」には、集

合型とライブ型を合わせて約350名のご参加をい

ただきました。講演では、国立教育政策研究所 

研究企画開発部教育研究情報推進室 総括研究官 

千々布 敏弥 先生を講師にお迎えし、「主体的・

対話的で深い学びを実現する教師エージェンシ

ー」を演題としてお話をいただきました。千々布

先生からは、私たち教員が、普段の業務の中で無

意識に縛られているさまざまな構造について、豊

富な事例を紹介いただきながら、明快にご説明い

ただきました。そしてその構造を変えるべく、技

術的リフレクションから脱却し、実践的リフレク

ション、批判的リフレクションにまで深め、目的

を明確にし、その達成に必要なものは何なのかを

明らかにすることが、私たち教師のエージェンシ

ー（変化を起こすために、自分で目標を設定し、

振り返り、責任をもって行動する能力）を高める

ことにつながることをご教示いただきました。

　３日間の開催期間中、３つの特設分科会と17の

分科会で研究発表と協議が行われました。特設分

科会は「学力向上」「人権教育」「教育の情報

化」といった、令和の日本型学校教育の構築に欠

かせない今日的な課題について取り上げ、発表

者、助言者、参加者が一体となって熱い協議が行

われました。３日間の集合型参加者は延べ1,201

名でした。実に77名の発表者から多種多様な授業

実践、研究報告をいただきました。また、各専門

分野のエキスパートをお招きしての講演や対談、

パネルディスカッションも行われ、分科会ごとに

充実した内容となりました。

　企画展として６つの展示を行いました。「学校

紹介写真展」では、令和５年４月に開校した一関

市立花泉小学校の教育活動の様子について、児童

の生き生きとした学びの姿を写真で紹介しまし

た。「学生科学賞入賞作品展」では、令和５年度

第67回日本学生科学賞岩手県審査会における入賞

作品を展示し、県内中・高等学校生徒の研究の成

果を披露することで、科学研究推進の一助としま

した。「理科教材展」では、総合教育センター理

科教育担当の研修指導主事が開発した教材及び所

員研究を紹介しました。「特別支援教材展」で

は、令和５年度に県立特別支援学校教諭として採

用された先生方から、初任者研修講座の中で作成

した教材・教具の紹介をいただきました。「学校

公開資料展」では、17校から研究内容及び成果報

告があり、県内の教育活動の充実につなげること

ができました。「教職大学院展」では、岩手大学

教職大学院生５名が作成した動画による発表を、

オンデマンドで配信し、貴重な研究成果を県内に

周知することができました。

　令和５年度の教育研究発表会の開催にあたって

は、講演講師をはじめ、多彩な教育実践等を発表

してくださった発表者の皆様、発表に対する助言

をいただいた助言者の皆様、企画展にたくさんの

資料提供をいただいた各学校の皆様、そして、新

しい試みの実施に当たり、ご支援とご協力を賜り

ました後援団体の皆様をはじめとする関係各位に

心から感謝申し上げます。

− 33 − 教育研究岩手　第 112 号

令和 5 年度第 67 回岩手県教育研究発表会

研究発表会報告



主体的・対話的で深い学びを実現する
教師エージェンシー

　ご紹介いただきました、国立教育政策研究所の
千々布と申します。本日は会場にたくさんの皆様
にお集まりいただきまして、さらに、YouTube
を通じてお聞きいただいている皆さんもたくさん
いらっしゃるとうかがっております。どうもあり
がとうございます。
　先程ご紹介いただいた、アメリカでの在外研究
のお話から始めましょう。私がアメリカに赴いた
際につかんだことは、日本の授業研究の意義でし
た。当時は、今ほど授業研究に焦点化しようとは
思っておらず、優れた研修方法を求めてアメリカ
へ行ってきました。そこで、レッスンスタディと
いう最先端の研修方法があると知り、一体何かと
思いましたところ、皆さんご存知のように、日本
で行っている授業研究のことでした。それ以降、
授業研究を進めていきましょうという内容で、
「日本の教師再生戦略」という本を出しました
（図１）。

 

　この本を出して以降、色々な学校の授業研究に
呼んでいただけるようになりました。私が関わる
ことによって、その学校の授業研究が改善するこ
とがある一方で、頑として変わらない学校もあり
ます。これは、私のアプローチの仕方が悪いのだ

と思い、助言を工夫し、その助言が伝わるように
努力するのですが、先生たちの心に響いていない
のです。授業研究をやっても変わらない学校があ
る、その原因は何だろうと、新たな疑問が生まれ
ました。
　学校は、それぞれ組織文化というものをもって
いて、授業研究の取組によって組織文化が変わる
ようにならないと、その学校は変わりません。だ
から、私が授業のテクニカルなところの改善点を
断片的にお伝えしても変わらなかったということ
なのです。ターゲットは、授業そのものではな
く、学校の組織文化なのだということに気づきま
した。この段階で、私のターゲットは、授業研究
から通常授業に変わりました。よって、授業研究
の講師として学校に呼んでいただけた時は、だい
たい午前中から学校に行き、通常の授業を拝見し
ました。そこから学校の状況を把握し、助言の段
階では、学校全体でこんな状況があるようですね
とお伝えしました。例えば、同じ学年に２人の教
師がいて、１人は授業の力量が高く、もう１人は
若手だったとします。その場合、力量の高い教師
を「素晴らしいですね」と褒めても仕方ないので
す。この力量のある教師が、若手の教師をどう教
えようと思っているのか、ということがポイント
になるのです。このような学年体制を、校長先生
が考えているかいないかがポイントなのです。つ
まり、私が目指している姿は、学校経営の姿で
す。
　今回の学習指導要領で、主体的・対話的で深い
学びというキーワードが出ました。非常にいいキ
ーワードだと思います。けれども、こんなことが
できる子供は、1,000人に１人くらいしかいない
のではないかと思い、担当者に聞いてみました。

国立教育政策研究所　研究企画開発部教育研究情報推進

総括研究官 千々布　敏弥

【図１】

講　演
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すると、担当者の回答は「主体的・対話的で深い
学びは、条件ではなく視点だ」というものでし
た。ですから、全部実現されなければいけないと
いうものではないのです。例えば、学ぶことに興
味や関心をもつという視点で授業改善に取り組ん
だらそれでよい、というように、授業を変えてい
くときの視点だということなのです。授業を変え
る時に、主体的な学びができているか、対話的な
学びができているか、深い学びができているかと
いう視点で授業を変えていきましょうというの
が、今回の学習指導要領改訂の趣旨だというのは
非常に納得しました。
　学習指導要領には、これまでも、それぞれの教
科の特性に応じて授業の流れで大事なことは示さ
れてきました。しかし、なかなか授業は改善され
ませんでした。教師主語で伝えて改善されなかっ
たので、今回は子供主語で伝えるようにしたとい
う解説なのです。そこで、主体的・対話的で深い
学びの意義を端的に示すため、学習者の視点と授
業者の視点の両方が必要だというように提示すれ
ばいいのではないかと、この図を考えました（図
２）。国立教育政策研究所のホームページに掲載
しておりますので、広くご活用ください。
 

　両方の視点が大事という話は、授業研究におい
てもあります。例えば、授業研究の肝である指導
案検討の段階で、教科に関して能力の高い年長の
先生が言うとおりに、単元の目標や発問を書き換
えようと考える若い先生がいます。もうこの時点
で、自分の指導案ではなくなっているのです。自
分のものではなくなった指導案で授業をやって
も、案の定うまくいきません。うまくいかないこ
とに対して事後研究会で責められ、本人は自信を

無くしてしまいます。又は、本人が傷つかないよ
うに、うまくいかなくても褒めてばかりというこ
ともあります。これって一体何だったのだろうと
いう事後研究会が、結構あるものです。事後研究
会で協議するときの視点は、授業において子供が
どういう学びを行っていたか、子供同士の関係は
どうであったかという点に置くことが重要です。
そうすることで、子供主体の学びができますし、
教師同士の協働性も高まります。子供の学びや子
ども同士の関係と組織文化は違う要素ですが、こ
の２つの要素は、同時に追求しやすいので、この
図では同じ軸に示しています（図３）。
 

　指導案や指導法、教材研究という教師のスキ
ル・コンピテンシーを重視している伝統的な研究
校においても、研究授業がうまく流れている学校
は、学級経営がしっかりできています。教師と子
供の関係がしっかりできています。そして当然、
事後研究会では、子供の学びに焦点化した議論が
行われています。組織文化と教師のスキル・コン
ピテンシーは、二律背反のように見えますが、う
まく流れている授業では両方ができていて、どち
らも大事と考えていくことが重要なのです。よっ
て、子供の視点と授業者の視点は両方大事であっ
て、そのことは組織文化と教師のスキル・コンピ
テンシーが両方大事であることと一緒だと考える
ことができます。
　さて、先日、長野県にあるイエナプランの学校
を見に行ってきました。確かに、子供たちは落ち
着いて学習しています。雰囲気も非常に良く、個
別最適化の１つの効果を表しています。ただ、子
供たちが取り組んでいるのは、漢字や算数のドリ
ルでした。このドリル学習の後には、市販の単元

【図２】

【図３】
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テストをやっているそうです。イエナプランって
こういうことかと、非常にがっかりしました。そ
う思いながら見ていきますと、ドリル学習ではな
い学びをしている子供がいました。自分が好きな
伝記を読み、自分の生き方や見習いたいところを
書いている子供で、総合的な学習の時間のような
内容だと捉えました。先のドリル学習と、一体ど
のような関係があるのかと思いまして、校長先生
にお聞きしました。すると、開校当初は、先生方
もオリジナルの学習プリントを作ろうとしていた
そうです。しかし、この労力が大変なもので、結
局、基礎学力的な内容まで全部教師が教材を作る
ことは断念して、学習課題を作ることのみ行うこ
とになったということでした。結果として、子供
たちがこのように落ち着いて深い学びができてい
るということになれば、学校の作り方としてはよ
ろしいと思っています。自分の学校で、何がやれ
るかを考えていただきたいのです。大体の学校
は、力量が高い先生もいる、そうでない先生もい
る、共存しています。子供たちも、学力の高い子
と苦労している子が共存しているのと同じよう
に、先生たちも共存しています。その共存を認め
て、みんなで頑張れるようにするためにはどうし
たらいいかと考えていくことが大切です。私がこ
の学校を紹介したのは、イエナプランいいですよ
ね、という意味ではありません。このイエナプラ
ンの小学校は、学校が高まる過程がよく見える、
一つの例として紹介しました。
　では、どのように学校を変えていけばよいかと
いうことを考えていただきたいわけですが、ここ
で、やはり教材研究は大事だということをお話し
します。小学校１年生の生活科の授業で、先生が
博物館から馬の頭蓋骨の剥製を借りてきまして、
授業の最初で子供たちに触らせていました。子供
たちは大喜びで授業に食いつき、非常に良い流れ
だったと思います。しかし、残念ながら、先生は
生活科の授業だということを十分に理解していな
かったようで、子供たちに頭蓋骨を触らせながら
「この頭蓋骨は、草食動物、肉食動物、どちらで
しょう？」と問いを投げかけたのです。この区別
は、中学校理科のレベルです。小学校生活科で重
要なのは、経験です。色々な動物がいるなとか、

この牙で噛みつかれたら引き裂かれるなとか、感
じることが大切なのです。そういう教科の目的を
理解したうえで、教材研究を学校全体で共有する
必要があります。ぜひ、組織全体で共有していた
だきたいと考えます。
　このように、学校の組織全体で考え、変えてい
くということが重要であります。組織全体で変え
ていく時に、組織文化の視点と教師のスキル・コ
ンピテンシーの視点は両方大切で、校長先生のリ
ーダーシップが求められます。冒頭のスライド
（図１）に、「授業研究etc」と書きました。授
業と組織文化は双方に与える影響は大きいです
が、授業研究だけにこだわる必要はありません。
組織全体で考え方を共有することが重要です。し
かし、その考え方を変えようとする時、マニュア
ル思考に陥る先生が結構多いということに、私は
課題を感じております。多くの先生は、授業をす
る時に教科書会社が作った指導書に頼っていま
す。そこで、私が年間複数回通っている学校で、
教材研究をするために、指導書でなく学習指導要
領や学習指導要領解説を見ましょうと呼びかけて
います。それにも関わらず、年度の終わりで、
「指導書の通りに授業をやってもうまくいかなか
ったのですが、どうしたらよいでしょう」と、質
問を受けます。私が呼びかけていたことは、受け
入れられていなかったということです。指導書は
マニュアルであり、指導書通りにやろうという先
生方の思考は技術的リフレクションなのです。こ
の技術的リフレクションを、批判的リフレクショ
ンまで高める必要があるということを私はお伝え
したいと思っています。よって、授業研究という
手法だけでは不十分で、組織文化という視点の中
で、批判的リフレクションを高めることが重要な
のです。学校の先生方は、自分の考え方や授業に
関する信念が固まっていらっしゃる方が多いと感
じます。その信念が、技術的リフレクションのレ
ベルで固まっていると、なかなか変わりません。
　批判的リフレクションをやっている先生は、例
えば、子供のノートを持ち帰り、この子は、どう
いうことを考えているのだろうかと、一人ひとり
の子供に応じた形でコメントを入れ、考え方を伸
ばすように一人ひとりに働きかけます。批判的リ
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フレクションができている先生と技術的リフレク
ションに留まっている先生は、固定してしまう傾
向があります。ですから、変えなくてなりませ
ん。変える時に重要なのは、校長先生のリーダー
シップです。そして、教育委員会が学校に関わる
時は、校長の職員に対する働きかけを促すので
す。こういう授業をやった方が良いとか、こうい
うふうに変えた方がいいとか助言しても、学校は
あまり変わらないのです。そうではなく、先生た
ちが批判的リフレクションを行えるような学校の
体制を作ることを助言し、体制ができているかチ
ェックしていただきたいです（図４）。
 

　県全体の学力平均が高い秋田県では、教育委員
会の指導主事が学校訪問をする時に、学校の体制
を見ています。秋田県の学校を視察すると、結果
としてどの学校でも同じような授業展開、同じよ
うな板書をしています。これを見て、「あの板書
指導とノート指導、授業展開と同じようなものを
マニュアル化して現場に伝えれば、うちの県も秋
田県と同じように学力が上がるのではないか」と
いう勘違いをすることがあります。この考え方こ
そ技術的リフレクションなのです。秋田県は、授
業展開や板書事項のマニュアルを共有しているの
ではないのです。先生たちの批判的リフレクショ
ンを高めていき、結果として手法が共通化してい
るのです。共通化した手法の中で、さらに考えて
いるわけです。この、批判的リフレクションを高
めることが非常に大事です。
　先程、学習指導要領の捉え方をお話しました。
主体的・対話的で深い学びは、授業改善の視点で
あり、子供たちの考え方を育んでくださいという
ことです。子供たちが考えたことが、教科書に載

っている事実と違ってもよいのです。考えること
が大切で、その出発点が主体性です。エージェン
シーとも言われています（図５）。
 

　エージェンシーは、簡単に言えば主体的な学び
と理解しておいてさほど間違いではありません
が、少し解説します。例えば、「僕は今日、主体
的に勉強したくありません。インターネットで自
分が見たいサイトを見て楽しく過ごさせていただ
きます。」と言う子供がいたらどうしますか。子
供にパソコンを与えて、個別最適化で好きにやら
せることが主体的な学びと言えるのでしょうか。
主体的という言葉を使うと、このように易きに流
れる可能性があります。そこで、エージェンシー
という言葉を使い、自分で目標設定をして、将来
どのようになったらいいか、そしてその中で自分
はどのように世の中に関わったらいいか、世の中
に関わる自分はどのような力を身に付けたらいい
のかということを考える主体性、と定義します。
このエージェンシーという言葉を使うことによ
り、自分勝手な主体性のほうに流れなくなりま
す。エージェンシーと、自主性、自立性とは違う
ものであるということを強調したいと思います。
　例えば、最初は嫌々ながら授業に参加していた
子供が、授業が終わったあと、今日の授業は楽し
かった、と変わることがあります。これもエージ
ェンシーです。時には、自律的ではなく他律的
に、他人からの強制によって、結果としてエージ
ェンシーが育まれることもあるということを示す
例です。だから、子供たちの学びが活発に展開さ
れていれば、講義形式であってもアクティブラー
ニングはあり得るし、エージェンシーを育むこと
につながります。
　エージェンシーというのは、社会的な構造と

【図４】

【図５】
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の相互関係があるといった研究があります（図
６）。自分が主体的になっているつもりでも、そ
の主体性は、実は無意識のうちに周りから影響を
受けているものです。我々が主体的に生きて、世
の中を変えていきましょうというのは、分かりや
すいエージェンシーです。しかし、そのエージェ
ンシーは世の中の環境に影響を受けています。家
庭環境や学校の同僚に影響を受けています。結
局、エージェンシーと周りの構造は双方が影響し
合っているのです。構造は文化と言い換えてもい
いでしょう。無意識のうちに影響を及ぼしている
構造や文化に、エージェンシーは影響を受けてい
ますが、エージェンシーが文化を変えるというこ
ともあります。お互いに影響し合っていることを
考えると、構造を変えることは難しいことです
ね。
 

　私は、本日は一貫して、学校の組織文化は古い
価値観であるマニュアル思考にとらわれていて、
それを、批判的リフレクションに取り組むような
構造に変えていかなければならないという話をし
ています。社会学者のギデンズは、構造論で「構
造が構造たり得ているのは、みんながエージェン
シーを発揮して構造を再生産しているからだ」と
説明しています（図７）。古い文化が残っている
中で、構造を変えるのは難しいことです。ところ
が、構造を維持するのも個人のエージェンシー、
構造を変えるのも個人のエージェンシーです。よ
って、一人ひとりのエージェンシーに訴えかけて
いけば、先生たちは変わることができるでしょう
という話になります。

 

　私が関わった学校で、実際にあった話です。そ
の学校は、校長先生が、「何事も学年集団で決め
てください」という方針を示していました。その
結果、学年の中では、先生方がそれぞれ好きなこ
とをやりましょうと合意してしまいます。だか
ら、学年団の主体性を尊重していると言いなが
ら、先生たちがバラバラであることを認めている
状況が、この学校にはありました。この学校が変
わるきっかけは、帯学習をやりましょうと市の教
育委員会から施策が出されたことです。ここでも
また、校長先生は、帯学習のやり方を学年集団に
任せました。当然、開始時間はバラバラ、やって
いない先生もいる状況です。ついに、教育委員会
から指摘を受けます。それでも校長先生は、学校
全体で統一した方針を示すことはせず、学年会に
委ねます。さすがにまずいと思った学年会では、
帯学習の内容を定めるのではなく、取り組んだ内
容をイントラネット上に報告するというやり方を
考えました。そうすることで、先生方のエージェ
ンシーは尊重されたままで、最終的に学年内で帯
学習の実施内容が整っていきました。つまりこの
学校では、学年会のエージェンシーを尊重する構
造を保ったまま、その学年会の構造がちょっとい
い方向に動いたことによる学校改善が行われたこ
とになります。既存の構造を尊重しすぎだという
批判もありますが、ここで大切なことは、トップ
ダウンで変えようとしても先生たちは抵抗すると
いうことです。既存の構造を尊重しながら、その
構造をどう変えていったらよいかということであ
り、その構造は学校によって違います。だから、
施策というのは学校によって変えていかなければ
ならず、これを一律にやってください、というだ
けではうまくいかないのです。あなたの学校はど

【図６】

【図７】
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ういう学校ですか、何が課題ですか、その課題を
解決するために何が必要ですか、ということを学
校で考えてください。それによってエージェンシ
ーを発揮した学校では、改革が進んでいくという
ことになります（図８）。
 

　私はこれまで、批判的リフレクションで何をや
ったらいいかという質問を受けてきました。この
質問自体が技術的リフレクションなのです。とは
言え、考え方の指針を示さないといけないと思い
まして、この図（図９）を考えました。
 

　例えば、今日の午後からセンターで行われる研
究発表会や指導案検討は、この枠組みで言うと、
コンテンツ思考に属します。コンテンツというの
は、自分の中にあるものではなく、外にあるもの
で、教科の専門家が言っていることになります。
数学では数学の専門家が言って、歴史では歴史の
専門家が言って、その専門家たちに学んで、確か
に素晴らしい数学や歴史の世界があるなと感心し
て、その世界に関わりたいと思うこと、これがコ
ンテンツ思考です。コンテンツ思考は、技術思考
につながりやすいと言えます。技術思考に陥るコ
ンテンツ思考を、きちんとした批判的リフレクシ

ョンのコンテンツ思考にしていけば、先生たちに
とってプラスになるはずだと思っています。教育
センターの研究や、学校で行っている指導案検討
や教材研究においても、技術思考に陥らないよう
に、それぞれの先生たちで批判的に考えていくと
いうことをやっていきます。そうすることで、こ
のコンテンツ思考は、十分効果がある思考形態に
なるはずです。
　もう一つ、内省思考はご理解しやすいはずで
す。問題解決思考は、内省思考の派生系です。自
己の無意識の世界を理解するのと同じような理解
を、学校組織に関して行います。学校組織に関し
て、深い理解を得た後で、この学校をどのように
変えたらよいであろうかを考えます。例えばこれ
を、カリキュラム作成を通して考えようというの
が、カリキュラム・マネジメントになる訳です。
カリキュラム・マネジメント論は、批判的リフレ
クションです。
　コンテンツについて考えること、自分の内省を
深めること、組織の問題解決について考えること
をやっていけば、先生方は教師として大きくなれ
る、学校も良くなっていく、ということが、本
日、私が皆さんにお伝えしたかったことでありま
す。ありがとうございました。

【図８】

【図９】

ちちぶ　としや
1990年文部省（当時）入省。その後、私立大学
教員を経て、1998年から国立教育研究所（現・
国立教育政策研究所）の研究官として、複数の都
道府県・市町村の学力向上施策の相談に応じてい
る。2000年、内閣内政審議室教育改革国民会議
担当室併任。2003年、米国ウィスコンシン州立
大学へ在外研究。2013年、カザフスタン・ナザ
ルバイエフ・インテレクチュアル・スクールにて
授業研究アドバイザー。学校評価の推進に関する
調査研究協力者会議をはじめ多数の文部科学省関
係委員を歴任する。
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主体的に活動しようとする子どもの育成
－ 多様な人々とかかわり、つながる活動を通して－

１　はじめに
　本校は、宮古市教育委員会から令和４年度・令
和５年度の２年間、研究指定をいただき、研究主
題を「主体的に活動しようとする子どもの育成～
多様な人々とかかわり、つながる活動を通して
～」とし、特別活動の研究に取り組んできた。

２　主題設定の理由
⑴　学校教育目標から
　「健康で豊かな心をもち、真理を求め、ねばり
強く実践する子ども」は、本校の学校教育目標で
ある。子どもたちが互いのかかわりの中で、互い
に思いやり、自己を見いだし、目標に向かいやり
とげる粘り強さをもち、高め合える子どもになっ
てほしいという願いが込められている。

⑵　主体的に活動しようとする子ども　
　令和４年度までは、「学校が楽しい」と子ども
自身が感じることを本校の主体性とし、研究を行
ってきた。その結果、自ら活動を生み出したり、
進んで自分の考えを伝えたりすることが苦手なの
ではないかという課題が見えてきた。令和５年度
は、「自ら行動する・考える」「自分たちの活動
を生み出す」ことを「主体性」と捉え、子どもた
ちが自ら活動できるような力を付けていくことを
目指すこととした。

⑶　多様な人々とかかわり、つながる
　子どもたちの活動の動機となるのは、他者との
かかわりである。これまで、よりよい自分や集団
を目指し、「みんなと協力することが楽しい」と
感じられるように取り組んできた。一人一人がか
けがえのない存在であると感じられるような人間

関係を築き、その中でよさを生かしていくような
かかわりづくりを継続してきた。

 

　令和４年度は、そのかかわりを学年同士の交流
や全校、地域に広げた活動を考えることができ
た。学級・学年の交流、全校の活動、地域や社会
とのかかわりによって子どもたちは自分や友達の
よさを実感することができ、多様な価値観に触れ
て成長できることが分かった。そこで、令和５年
度は更に相手意識をもち、より主体的に活動でき
るようにしていくこととした。

⑷　研究の成果と課題から
　魅力ある学校づくりの調査結果を見ると、令和
３年度と比較してどの項目も数値が上がってい
た。「楽しい」と感じられるような学校・学級を
目指して取り組んできた成果が見られた。一方で
課題としては、本校の児童はなかなか自分に自信
がもてないことや、思いを伝えられずにいること
が明らかとなった。また、自分のやりたいことに
粘り強く挑戦したことや、試行錯誤して取り組み
を成功させたことでも実感があまり得られていな
いことが分かった。

　以上のことを踏まえ、「学校が楽しい」という
ことを前提とし、自信をもって伝えたり、努力し

研究報告

宮古市立花輪小学校

教諭 細川　　凌

研究・実践交流研究・実践交流
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たり挑戦したりする力を更に伸ばしたいという願
いより、本研究主題を設定した。

３　研究の基本的な考え

　本校では研究の前提として「学校が楽しい」と
いう思いが大切だと考えた。そのために、「安心
できる」「自分の居場所がある」学校・学級に所
属し、活動を通して「自分や相手のよさがわか
る」ことや「みんなでやると楽しい」という気持
ちを育てながら、基盤づくりをしてきた。

 

　４つの活動を意図的に設定し、繰り返し、積み
重ね、広げていくことで目指す姿に迫ることがで
きると考えた。

◎「かかわる」「つながる」について

　

　視点１、２ともに、目指す児童の姿に近づいて
いけるよう、教師側が意図をもち、活動をコーデ
ィネートしていくこととした。

４　研究内容
⑴　具体的取組
　ア　学級活動 ⑴ ⑵ ⑶ の授業実践
　イ　地域や社会とつながり、かかわることがで

きる学習
　ウ　学校行事や児童会活動、クラブ活動におけ

る実践
　エ　学ぶ意識を高める教師の関わり

⑵　評価方法 
　ア　担任や担当の教師による日常の姿の見取り
　イ　アンケート・諸調査の分析
　ウ　キャリアパスポート・ワークシート等の記

述

５　研究の実際
⑴　主な授業実践
　ア　学級活動 ⑴　第１学年

視点１ 「かかわる」とは
多様な人々や事象と出会うことで、自己の良さや
課題に気付き、次の活動の動機づけとなること。

目指す児童の姿
・一人一人のよさや課題を見つけることができ

る。
・新たな活動に意欲をもつことができる。

教師の意図
・学級学年の友だちと一緒に活動する機会を設定

する。
・地域の方など多様な人々と交流する機会をつく

る。
・多様な事象に触れる経験を仕組む。

視点２ 「つながる」とは
学びや活動が他教科や自己の生活に引きつがれて
いくような素地を育むこと。

目指す児童の姿
・活動を発展させることができる。
・なりたい自分のイメージをもつことができる。
・学年や学校の文化を自分たちの力で創り出そう

とする。

教師の意図
・学びや活動が児童の意識に残るようにする。
・他教科や他の教育活動、または今後の自分の生

活に引きつがれていくようにする。

議題名「ほいくしょのみんなとなかよくなろう
　　　　かいをしよう」
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　イ　学級活動 ⑶　第６学年

⑴　活動のねらい
　「ほいくしょのみんなとなかよくなろうかい」の
活動を通して、相手を思いやる気持ちをもって活
動に取り組むとともに、みんなで協力して成功さ
せようとする意欲をもつことができる。

⑵　評価規準
○学級生活を楽しくするために、問題を発見し、

解決方法について話合いの進め方に沿って合意
形成を図り、仲よく助け合って実践している。
（集団や社会の形成者としての思考・判断・表
現）

⑶　研究主題に関わる視点
 視点１　かかわる　について
・保育所の先生から、保育所の子どもたちの様子

について伝えてもらう場を設けることで、「ほ
いくしょのみんなとなかよくなろうかい」を、
よりイメージしやすくする。（動画を撮る。）

　
 視点２　つながる　について
・自分たちにどんなことができるかを学級で話し

合い、実践することの楽しさを味わわせ、これ
からの活動や学校行事にも協力して取り組むこ
とができるようにする。

事前に「自分の考え」をプリントに書かせることで、
主体的に話合いに参加できるようにした。

題材名「羽ばたけ！」輝く未来へ　
～今、自分にできること～」

⑴　活動のねらい
　自分の興味のある仕事について調べ、将来の職
業生活についての関心を広げるとともに、日々の
学校生活に向かう意欲を高めることができる。

⑵　評価規準
○希望や目標をもつこと、働くことや学ぶことに

ついて、よりよく生きるための課題を認識し、
解決方法などについて話し合い、自分に合った
解決方法を意思決定して実践している。（集団
や社会の形成者としての思考・判断・表現）

⑶　研究主題に関わる視点
 視点１　かかわる　について
・身近で働く大人の動画から、同じ宮古地域で働

いている人たちが、その職業に就くために様々
な努力をしていることに気付くことができるよ
うにする。

　
 視点２　つながる　について
・大人になった自分が働く姿や小学校を卒業する

ときの自分の姿を具体的にイメージさせ、未来
の自分に向けて今の自分ができることを意識で
きるようにする。

 視点１かかわる
インタビュー動画から
気づいたことを交流
し、板書で整理する中
で「向上心」「思いや
り」「あきらめない
心」とまとめた。

 視点２つながる
「なりたい自分」を具
体的にイメージさせ
た。そこに向かって今
の自分に何が足りない
のかを考えさせた。

⑵　その他の実績
　ア　学級目標発表会（児童集会）
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　イ　花小祭（児童集会）

　ウ　クラブ活動（ダンス発表会）

　エ　異学年交流（１年生・６年生）

６　研究のまとめ
　学びフェスト児童アンケートより抜粋。
 

〈成果〉
・自分の考えをもち進んで友達に伝えたり、周囲

と積極的に関わろうとしたりする子どもが増え
てきた。

・特技発表会など児童が主体的に取り組めるよう
な活動を意図的に取り入れたことで、新しい活
動に挑戦しようとする意欲や、なりたい自分に
なるための努力を続けていく気持ちが育ってき
た。

〈課題〉
・事前と事後のアンケートの比較では、自分や相

手のよいところを見付けることや失敗を恐れず
挑戦することの項目の伸びが少なかった。まだ
まだ自分に自信をもつことができず、思いを伝
えられない児童が多くいる様子がうかがえる。

　挑戦したり努力したりしたことを自分の価値と
して捉え、見つめ直せるような機会の設定の仕方
を改めて考える必要があると考えた。また、仲間
の頑張りを認め高め合うような経験を更に増やし
ていく試みが必要である。自分のよさを確かめら
れるような振り返りと他者から認められる経験を
繰り返し、自分の価値を実感していくことで、更
に自信をもって主体的に活動する児童の姿になる
ようにしていきたい。

特技発表会・全校レクを合わせて新しいイベントをつくる

ほそかわ　りょう
令和５年度から宮古市立花輪小学校に勤務。
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学ぶ意欲に火をつける授業
－ 学習前後の変容を自覚するための単元構想の工夫 － 

１　はじめに
　本校は、八幡平市教育委員会から令和４年度・
５年度の２年間、研究指定をいただき、研究主題
を「学ぶ意欲に火をつける授業～学習前後の変容
を自覚するための単元構想の工夫～」とし、単元
構想の工夫による授業改善の視点を取り入れた授
業実践に取り組んだ。
　生徒に学習前後の変容を自覚させつつ、「学ぶ
意欲に火を付ける」ために、組織的に取り組んで
きた実践を紹介することとする。

２　研究推進にあたって
　研究主題を設定するにあたり、「学校教育目
標」や校長の示した「グランドデザイン」を踏ま
えつつ、生徒の実態や教師の実態の洗い出しによ
る、強みや課題の検討・協議を通じ、「生徒の学
びを高めるためにはどうあるべきか」を研究の出
発点とした。
【生徒の実態から】
〇指示された課題に真面目に取り組むことができ

る。
〇授業の振り返りを大切にしており、質の高い振

り返りの記述が多くみられる。
△自信をもってアウトプット活動（自分の考えの

発表や記述）に取り組む生徒が少ない。　
△１単位時間の授業で学んだことは理解できる一

方、単元全体を通してどのような力が身に付
いたのかは自覚できていない。

【教師の実態から】
○１単位時間の授業づくりでは、 「いわての授

業づくり３つの視点」を踏まえ、授業実践し
ている。

○単元テストや学習カルテを活用し、生徒一人一
人に個々の学習状況をつかませている。

△アウトプットの活動が日常的に位置付いていな
い。

△単元全体のゴールの姿を、具体的に生徒へ示す
ことができていない。

　また、「共に学ぶ教師」として、研究会の充実
を図るため、校内研にて、「生徒の思考時間」
「教師が指示する（話す）時間」の２点を軸に、
『学ぶ意欲を高めるための授業とは何か』につい
て熟議を行った。

　こういった取組から、以下の２点に焦点化しな
がら、さらに協議を深めることとした。

⑴　単元全体の理解と自覚
　単元全体を通してどのような力が身についたの
かを自覚できるようにするためには、単元の終わ
りに総括的な振り返りの時間を設けることや、具
体的な目標設定とその達成度を確認することで、
生徒自身が学びの意味や価値を見出しやすくなる
のではないか。
⑵　アウトプット活動による整理
　自信を持って自分の考えを発表できるようにす
るためには、安心して意見を述べられる環境作り

研究報告

 八幡平市立松尾中学校

【ロイロノートを活用した研究会の例】
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が重要であり、ペアワークやグループディスカッ
ションといった、発表・表現活動を通し、思考を
整理させる必要があるのではないか。

　このように、「生徒について語り合うこと」
「教師自身が省察しつつ実践すること」を前提
に、校内研修を積み上げてきた。

３　研究目標・研究の重点
　校内研修から、研究目標を『生徒自身が学びに
意味や価値を見出し、「自立した学習者（目標の
達成や身に付けたい力の習得に向け、自らの学習
状況を把握しながら主体的に学習を調整できる生
徒）」として学びを進めることができるよう、単
元構想を工夫し、生徒の学ぶ意欲に火をつける授
業を目指す』こととし、取組の重点を以下の通り
とし、実践を進めることとした。

【研究の重点①】
　単元や題材などの内容や時間のまとまりの中
で、生徒自身が「できるようになりたい」「もっ
とこうなりたい」と思うような単元づくり
　⑴　身に付けさせたい力･単元のゴールの
      明確化
　⑵　単元のゴールを見通した、生徒自身の                 
      学習状況の把握

【研究の重点②】
　子どもが自らの学習状況を把握し、主体的に学
習を調整し、学習前後の変容を自覚できる授業づ
くり
　⑴　見通しをもった思考活動
　⑵　アウトプットによる整理

【学習の基盤づくり】
・放課後学習（教え合い学習・読売新聞「よむ

YOMUワークシート」の活用）
・フォロータイム（放課後の教科別補習）
・豊かな人間関係づくりのための「熟議場面」の

意図的な設定
・「学習カルテ」による、学習者自身による学習

の現状把握および教育相談

４　実践の概要
⑴　単元づくりにおける工夫の例
【研究の重点① ⑴ ⑵ 】
　●保健体育（２年）
　●単元名：水泳　　
　●単元の目標：
　　　水泳の特性や技法を理解し、他者との教え

合いを通してよりよい技法を身に付けるこ
とができる。

 
  

 

 

 
 

 

指導配列の工夫

　バタフライは初心者が多く、難しいという
意識が強いが、１回ごとにタイムが縮まり、
達成感が得やすい。

⇒そこで、単元の２つ目にバタフライを扱
い、上達する感覚を味わわせた。その経験か
ら、背泳ぎ・平泳ぎに対して主体的に練習し
ようとする意欲が高まった。
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【第１/14時】
身に付けさせたい力・単元のゴールの明確化

    

【第10／14時】
　単元のゴールを見通した、生徒自身の学習状況
　の把握

    　　　　　　　　　　　　　 

 

 

【実践から】
・単元のはじめに目指すべき姿のイメージ像を明

確に持たせたことで、ゴールを意識させなが
ら授業の中でどのように泳ぎ方を工夫すれば
よいか主体的に考えさせることができた。

・ポイントやコツの教え合いやタイムを計測する
機会を多く確保したことで、生徒が客観的に
現状を把握できた。また、成長もより深く実
感でき、「さらに上手く泳ぎたい」という学
ぶ意欲に火をつけることができた。

⑵　単位時間における工夫の例
【研究の重点② ⑴ ⑵ 】
●英語（３年）
●単元名：PROGRAM6 
　The Great Pacific Garbage Patch
（開隆堂
　 SUNSHINE ENGLISH COURSE 3）
●単元の目標：
　　ハロウ校（Harrow International School 

Appi）の生徒に地元である八幡平市の魅力を
紹介するために、特産品や観光スポットなど
について、簡単な語句や文を用いてまとまり
のある内容を話すことができる。

●単元の主な構成：
【第１時】
　　ハロウ校の生徒から送られてきた　八幡平市

についての紹介を依頼するビデオメッセージ
を見る。→単元のゴールの本物感の高まり、
英語を話す相手の具体化

【第５時】
　　ペアやグループでの活動を通して、現段階で

どれくらい八幡平市について紹介できるか確
認する。→単元途中で単元のゴールに係る活
動を行うことで、変容を実感できる機会を増
やす。

【第10時】
　　ハロウ校の生徒に向けて、八幡平市の特産品

や観光スポットを紹介する（動画撮影）。→
これまでの発表と比較して成長した点、工夫
した点について振り返る。

●本時（第５/10時）の目標：
　　これまで習ったことを活かして、八幡平市の

特産品や観光スポットについての発表をレベ
ルアップさせよう。

●手立て
　・授業の導入で、単元の１時間目に録画した映

像を確認させ、よりよい八幡平市の紹介に
するためにどのような工夫が必要か考えさ
せる。

　・授業の振り返りとして、クラスメイトのアド
バイスを活かした八幡平市の紹介動画を録
画し、前回と比較して工夫した点や成長を

⇒視覚的なイメージを持たせることで、どの
ようなポイントを意識して泳げばよいか具体
的に考えさせることができた。

（東京五輪の映像を見な
がら）この選手のように
速く泳ぎたい。どうすれ
ばいいんだろう。

⇒教え合いやタイムを更新しようという意識
により、自己の学びを調整し、今よりも上達
しようとする意欲が高まった。

（背泳ぎの練習中）
Ｃ1：私の泳ぎどうだった？
Ｃ2：足をもっと大きく動か
　　  して水を蹴ってみて。

（振り返り用紙の記述から）
・前よりもタイムが速く
　なった。
・教えてもらってうまく
　泳げるようになった。
　嬉しい。
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実感させる。
●生徒による実際の振り返りの記述
　・以前より、受け身などの教科書に出てくる文

法を使って詳しく話せた。明るさと目線を
もっと意識したい。

　・前よりも文章量が増えたが、文法や単語があ
やふやになるところがあった。次はそこを
改善したい。

⑶ 「学習の基盤づくり」の取組例
○学習カルテ
　→　学習に関する質問への回答を通して、意欲

や解決方法等、自身の様々な学習状況を把
握させる。　

 　 

５　研究のまとめ
⑴　成果
・授業や単元の課題（学びの過程やゴール）を意

識させることで、「こうなりたい」と思う姿
を明確にイメージしながら学習する生徒が増
えた。

・苦手な科目や分野、単元を克服しようとする生
徒が少ないことが課題だったが、授業を通し
て自分の課題や改善点を意識させることで学
ぶ意欲に火がつき、粘り強く取り組む生徒が
増えた。

・教職員全体で目標や目指したい姿を確実に共有
し、チームとして研究に臨んでいた。生徒を
「自立した学習者」にするために、教員が伴

走者としての立場から指導することを意識し
ていた。

⑵　課題
・他者の意見や考えを踏まえ、多面的に物事を

考える意識が低下した。自分の意見や考えを
確実にもたせてから話し合う活動につなげた
り、他者との交流を通して再度自分の考えと
向き合う時間を確保したりする必要がある。

・自分が目指す姿の実現に向けて学習意欲は高ま
ったが、「知らないことを知る喜び」「自分
にはなかった考え方の獲得」といった、学ぶ
楽しさを原動力として生徒自身が学習意欲に
火をつけるようにする必要がある。対話的な
学びをより効果的に授業に取り入れていきた
い。

・単元全体を意識した指導においては、各授業に
おける生徒の見取りが重要である。ゴールの
達成に向けて、生徒が今どのような状況か形
成的に評価し、一人一人の生徒に適切な支援
をする必要がある。

６　おわりに
　本研究を通じて、生徒の学びに対する意欲を高
めるための様々な工夫を行ってきた。特に、単元
全体を見通した指導やアウトプット活動の充実を
図ることで、生徒が自らの学習状況を把握し、主
体的に学ぶ姿勢を育むことができた。
　しかし、他者の意見を取り入れ、多面的に物事
を考える力の育成や、学ぶ楽しさを原動力とした
学習意欲の向上が課題である。よって、これから
も、生徒が自立した学習者として成長できるよ
う、教職員一同が一丸となって努力を続けていき
たい。　　　　　（文責：副校長　大西　　優）
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和牛の聖地で農業教育に未来を望む
牛と共に、地域とつくり、つながる畜産の学びが子どもたちの心を育む

１「地域とつながる和牛づくり」農業教育の意義
　とねらい
　水沢農業は恵まれた土地資源等を最大限に活用
しながら、地域に根付き、信頼される安全・安心
で高品質な農産物を安定的・持続的に供給する役
割を有している。畜産部門においては繁殖経営を
軸に一部、自家産での肥育牛生産に取り組んでい
る。

　本校がある奥州市は基幹産業である畜産業が盛
んであり、種雄牛造成の歴史においては岩手県の
和牛生産を牽引してきた数々の県有種雄牛のルー
ツがこの地域にある。その軌跡として、これまで
の全国枝肉共進会では何度も日本一に輝いてき
た。科目「畜産」「課題研究」では畜産業のさら
なる発展を夢見て、地域の方々と交流しながら和
牛繁殖経営を軸とし、先輩方から受け継いできた
和牛甲子園、全国和牛能力共進会への出場に挑戦
し続けてきた。
　平成24年度から外部導入とＥＴ（受精卵移植）
技術により牛群改良に力を入れてきた結果、発育
良好で市場性の高い子牛生産を実現し、第３回和
牛甲子園「枝肉評価部門」にて最優秀賞を、令和
４年度に開催された第12回全国和牛能力共進会鹿
児島大会（以下、鹿児島全共）「高校及び農業大
学校の部」では優等賞３席をいただくことができ

た。このように生徒と共に取り組んできた牛群改
良の成果が少しずつ形となりつつあることを日々
実感している。
　このことから、昨年度に創立120周年を迎えた
本校の長い農業教育の歴史においても、畜産の学
びを通じて地域と共に歩んできた和牛づくりの文
化を次世代へ継承し、近年の急激に変化する「予
測困難な時代」であっても乗り越えることのでき
る持続可能な産業として、これからも有り続ける
意義がある。そして、本校の三つの方針「スクー
ル・ポリシー」において示している『個性を大切
にし、協調と他人を思いやる生徒の育成』『自ら
課題を発見し解決する能力を身につける』『地域
産業を理解し持続可能（ＳＤＧｓ含む）な社会を
支える能力を身につける』教育目標及び方針に特
にも重点を置きながら先に述べた科目において展
開してきた。
　その教育のねらいは『⑴地域のプロフェッショ
ナルから学ぶ』『⑵地域に根付く和牛づくりを実
践する』『⑶和牛づくりとかけがえのない仲間づ
くり』このことにあり、ふるさとを知り地域づく
りを担う人材育成に繋げている。

２「地域とつながる和牛づくり」教育の具体的な
　実践
⑴『地域のプロフェッショナルから学ぶ』
①削蹄師から学ぶ健康管理
　本校のＯＢであり、和牛の繁殖経営と削蹄業を
地域で営む学校運営協議会委員の岩渕孝幸氏のご
協力のもと出前授業を実施した。削蹄とは牛や馬

指導実践

水沢農業高等学校

教諭 東海林　美紅
水沢農業高等学校

実習教諭 小田　　敬

牛舎
9.55 ａ

繁殖牛 22 頭

肥育牛 ６頭

（表１）和牛の飼養頭数
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を代表する産業動物の健康維持に不可欠な管理の
一つであり、それぞれ個体の立ち姿に対する課題
を見つけ、正しい立ち方へ補正する高度な技術を
要する。故に長年の経験や知識、技術を持ち合わ
せた蹄の専門家とも言える生業である。専用の道
具、装備も必要であることから、削蹄師がもつ熟
練した技術は教員の経験のみでは身に付けること
が困難であり、これまでの授業では削蹄の見学に
留まるところであった。
　そこで、「課題研究」の中で生徒は自らが手掛
ける肥育牛を実際に削蹄し、体重600～800ｋｇあ
まりにも及ぶ身体を支える蹄の感触を初めて体験
した。去勢の肥育牛は約30カ月前後の出荷まで
に、その身体が増体していくことと合併し、疾患
も含めた多くのリスクを背負うことになる。その
生命線となる起立可能である状態を保つことが出
荷間際になるにつれて極めて肝心なコンディショ
ンと言える。その重要さを理解し、蹄を含めた四
肢の健康について学びを深める貴重な学習の機会
となった。

 

②鹿児島全共出場に向けた飼養管理技術と調教技
術を学ぶ

　全国和牛能力共進会とは、全国の優秀な和牛が
各都道府県の代表牛として一堂に集まり、その優
秀さとともに日頃の生産、改良の成果を競う大会
である。本共進会の特徴は５年に一度開催され、
それぞれの時代の要求を反映した出品区が設けら
れ、取組み成果の検証と併せて、次の世代を託せ
る素材の実証展示により、今後の和牛改良の方向

性をも明示するものであり、全国41都道府県から
438頭が出品した。
　出品区分「高校及び農業大学校の部」は農業教
育とその学習活動を通じた和牛への理解醸成と担
い手の育成を目的とした区である。和牛を飼育す
る高校及び農業大学校で生産・飼育された若雌１
頭が出品され、出品牛と取り組み発表に対する総
合的な審査がある。この区では、和牛生産・飼育
を学ぶ学生の意欲向上を図るとともに、学生によ
る和牛の魅力の発信を通じ、将来にわたり和牛生
産に取り組む人材の育成・確保を目指すものであ
り、全国から24校が出品した。
　前述の取り組みでもご協力いただいた岩手チー
ムの団長を務めた岩渕氏をはじめ、ＪＡ岩手ふる
さと、全農いわて等、県内の和牛生産に携わる組
織の皆さんのご協力のもと、夢の舞台への出場に
向けた取り組みが実現した。

 

　はじめに飼養管理技術については、牛の遺伝的
な能力を最大限に表現させることが必要であるた
め、飼料の給与方法、飲み水の与え方、運動の方
法（場所の選定、牛のコンディションによる判断
も含む）、毛刈りの方法、矯角（角の修正）、削
蹄等の多岐にわたる管理があり、この技量は長年
の知識や経験も含めて最終的に出品牛の仕上がり
を大きく左右してしまう。優良な牛造りとは「無
駄な脂肪を付けず、体積感のある牛をつくる」こ
とであり、正に原点に返る飼養管理を岩手チーム
の皆さんにご指導いただいた。
　さらに、地域で行われている家畜審査会や共進
会に足を運び、「良い牛を知る」学習へも力を入

（写真１）削蹄を体験する生徒

（写真２）第66回岩手県畜産共進会へ出品
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れた。発育状態や全体のバランスを知るために農
協の方から測定器具の正しい使い方や測定方法を
教わり、牛の発育状況の観察に繋げた。限られた
時間の中でこれまでの飼養管理の見直しや、その
経過からアドバイスをいただきながら「牛の外
貌・体型は３日で変わる」という教えを通じて観
察眼を育むことに努めた。

　調教技術については、審査の場で審査員及び多
くの参観者の目前で、綱一本により牛をコントロ
ール（美しい正姿勢の保持など）し、他の出品牛
より優れ、際立った面をアピールするために必要
なトレーニング技術である。本校の出品牛「みず
のうれいか号」は神経質であるため、調教ロープ
を大きく振る動作を見せると極度に怖がった。一
度嫌になると調教の指示を拒み、歩くことすらま
まならないため牛との信頼関係を構築すること
や、意思疎通がどれほど難しいものか、生徒と共
に身をもって痛感した。大会１カ月前に迫る頃、
週１回の集畜指導会へ参加し、多くのアドバイス
をいただきながら自分たちに合った最善策を考え
続けた。そこで牛への調教に対する恐怖心を与え
ないよう、調教ロープを「正しい位置にきちんと
打ち込むこと」「小さく打ち込むこと」などに努
め調教技術の向上を通して牛との意思疎通に繋げ
た。大会当日までに費やした全ての時間が、人と
牛との二人三脚とも言える絆を育んだ、かけがえ
のないものとなった。

　その成果として、牛と共にあった日々の成果を
審査会場で発揮し、牛がもつ長所を堂々と全国へ
アピールすることができた。

 

⑵『地域に根付く和牛づくりを実践する』
和牛甲子園への取り組み
　前述したように奥州市は和牛の産地であり、い
わて牛を代表し全国的な知名度を誇る「前沢牛」
をはじめとした銘柄牛は、きめ細やかな霜降りの
肉質であることから評価が高い。このことから、
地域に根付いてきた伝統の肥育技術の会得と、更
なる肉質向上を研究テーマとして位置付け、「課
題研究」を中心とした研究活動の中でＰＤＣＡサ
イクルを活用しながら、その成果をプレゼンテー
ションすることで学習の深化と定着を図ってい
る。
　和牛甲子園へは平成29年度の第１回大会から出
品し続け、今年度は第８回大会へ向けた出品準備
を進めている。本大会は世界中を震撼させた新型
コロナウイルス感染症が猛威を振るう最中もリモ
ートを駆使しながら絶えず開催を続け、全国の農

（写真３）出品牛への給餌の様子

（写真４）出品牛の調教の様子

（写真５）鹿児島全共審査会の様子
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業高校において和牛生産に取り組む「高校牛児」
の晴れ舞台として、全国での仲間づくりの場とし
て有り続けている。

 

  

　大会への出品に向けて、研究活動の中心となる
のは２年生から各部門（他に作物、草花、野菜、
果樹）に分かれる専門分会のメンバーであり、活
動人数は４～６名程度で翌年の進級後も引き続き
同じメンバーでの活動となる。学年によっては地
域の後継者も数名在籍することから、地域に伝わ
る飼養管理技術を非農家の仲間へ伝えながら、後
輩達へも構築してきた技術を伝えてきた。出品牛
は全て自家産であり、その素牛生産及び、子牛市
場への出荷に係る管理においては２、３年生で展
開している「畜産」の中で基礎知識、技術に加え
て岩手県の和牛生産の歴史について扱っている。
　これまで継続研究してきた酒粕をエコフィード
として活用することや、更なる「脂肪質向上」の
ために校内で生産したくず米の活用などで付加価
値と時代のニーズに合った枝肉を生産し、近年の
生産資材価格高騰へ立ち向かいたい。
⑶『和牛づくりと、かけがえのない仲間づくり』
　畜産の学習の中には自身で育てあげた経済動物
を最後には「いただく」という体験がある。命に
感謝する心を育む学びは、命と向き合うことが多
い農業の学習でなしえる大切な学びだと心得てい
る。特にも和牛甲子園への出品に向けた研究活動
の中には「共に育て、最後は共に味わう仲間の
輪」を築く環境があると感じている。　　　　
　生徒たちは雨の日も、雪の日も出荷までの期間
に給餌当番を決めて朝夕の飼養管理をしている。
当番は給餌記録表にその時間の給餌量、採食の様
子など次の当番への引継ぎ事項を記録している。

このように長期のプロジェクトで培ったチームワ
ークはこれまで触れてきた牛たちへの「いただき
ます」を心から実感するものとなり、感謝と達成
感を共有し、味わう豊かな心を育むものと感じて
いる。

 

 

３　まとめ
　「地域とつながる和牛づくり」を通して産地形
成、継承活動の一翼を担ったという自負を若き農
業人である水沢農業高校生の多くは実感すること
ができたと考える。そして、牛と共になしえた成
功体験は生徒たちの自信となり、大人になった後
も農業教育での学びが生きる糧となることを心か
ら願ってやまない。
　農業教育は生徒及び指導教員が地域とともに学
び、活動する意識形成とそれを保証する良き学習
環境があるからこそ豊かな学びを受け取ることが
できる。長年の農業の課題である担い手不足、生
産コスト上昇、環境負荷軽減などの情勢が時に暗
い影を落とすが、この先も水沢農業高校が地域の
和牛づくりを伝える場所となるようあり続けた
い。

（写真６）プロジェクト発表の内容

（写真７）飼養管理記録

おだ　たかし
県立千厩東高校、県立花巻農業高校を経て、平成
24年度から現任校に勤務。

とうかいりん　みく
県立久慈東高校、県立盛岡農業高校を経て、令和
３年度から現任校に勤務。
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幼児が主体的に遊びを楽しむ保育
～ ごっこ遊びを通して～

実践交流

盛岡市立太田幼稚園

主任教諭 藤村　亜紀子

１　はじめに
　幼児は様々な環境に主体的に関わることを通し
て、遊びを充実させ、多様な学びを得ながら発達
に必要な経験を積み重ねていく。そのため、幼児
の発達をふまえ、幼児が興味をもって主体的にか
かわって遊ぶことができるために、もの・こと・
人・時間などの環境を計画的に構成したり、遊び
に合わせて再構成したりすることが必要となる。
　ごっこ遊びは、幼児が心を動かし、想像をめぐ
らし、なりきったり、見立てたりして面白そうな
ことに関わり、自分なりの楽しさを感じたり、友
達のしていることの面白さにふれたり、様々な遊
具や道具を使ったりしながら経験を広げていくこ
とができる。その中で、幼児一人一人の思いに寄
り添い、幼児が遊びに夢中になって遊ぶ姿を支え
ていきたい。
　ここでは、エピソードをもとに幼児の姿から、
どのようなことを楽しんでいるのか、どのような
思いや心の動きをしているのか、そこで経験して
いることは何か、経験に必要な環境や援助は何か
ということについて考えていきたい。

２　事例
事例１「海に行こう」３歳児・満３歳児８月
【教育課程３歳児３期：友達と遊ぶ楽しさを感
じ、かかわりを深めるようになる時期、満３歳
児：園生活に慣れ、好きな遊びを見つけて遊べる
ようになる時期】

　Ａ児とＢ児がままごとをしていて、「今日
は、バーベキューだよ」とままごとコーナーの
外側に食べ物や焼く場所を作り始める。
　Ｃ児はいきなり座って、食べ物を焼き始め

る。Ｂ児が「Ｂ児のだよ！」と大きい声を出す
と、Ｃ児は「うわー」と唸り声をあげて怒る。
　教師「だまって入らないで、入れてって言う
のだったでしょ」と言うと、Ｃ児は怒りを押さ
えて「入れて」と聞く。Ｂ児も気持ちが収まっ
て「いいよ」と受け入れる。
　Ｄ児は周りを行ったり来たりしていて入りた
い様子だが入れないでいる。教師「Ｄ児ちゃん
も入れてって言ってみたら」と声をかけると、
Ｄ児は「入れて」と言って加わることができ
た。
　Ａ児が「海で泳ぐ」「海は？」と言ってく
る。以前に年長組がブルーシートを広げてハワ
イごっこをしていたところに入れてもらったこ
とがあったので、そのイメージではないかと思
い、教師はブルーシートを出してきて、広げ
た。
　Ａ児は「ジャッボーン」と言って海に飛び込
む真似をする。すぐにＢ児もＣ児も来て、泳ぐ
真似をする。
　次にＡ児が「泳ぐのほしい」と言ってきて、
教師が「浮き輪かな？」と聞くとＡ児「そう」
と言うので、浮き輪を持ってくる。浮き輪を見
てＡ児とＢ児は浮き輪に乗って海に浮かんでい
る気分になっている。
　Ａ児が今度は以前に作っていた水中メガネを
つけて浮き輪で泳ぐつもりになっている。
　Ａ児を見て、Ｂ児「Ｂ児も」Ｃ児「Ｃ児も」
Ｄ児「Ｄ児もほしい」と次々と水中メガネをほ
しがる。青のセロファンを用意していたので順
番に作って同じく身に着けると、浮き輪に乗っ
て浮かんでいるつもりになっている。
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〈事例から読み取れること〉
○友達と関わる楽しさを感じられるようにする。
　浮き輪や水中メガネなど他児がしている面白そ
うなことを自分でも真似しようとしたり、同じ場
所で同じ物を身に着けたり持ったりしたがり、周
囲の様子に気付けるようになってきて、友達に親
しみの気持ちを感じてきている。同じ物を身に着
けたり持ったりしながら泳ぐ真似をしたり浮き輪
でゲームをしたりするなど、友達とちょっとした
面白さに共感しながら、友達が心地よいものにな
り、一緒に遊びたい存在になってきている。「同
じだね」「一緒でうれしいね」という気持ちを感
じられるように教師が橋渡しをしたり、同じ物を
持てるように遊具や材料を用意したりすることで
遊びがふくらみ、変化している様子が見受けられ
るようになった。
　友達と同じようにしたいけれど、うまく自分の
思いを表わせない、言葉で伝えられない時期でも
ある。幼児が何をしたいか幼児の気持ちを読み取
り、教師が言葉にしていくことで相手の気持ちに
気付き、友達との関わり方を学べるように援助し
ていきたい。

○イメージが膨らむ物を用意する。
　教師は幼児がなりきって遊ぶことができるよう
にブルーシートや浮き輪、水中メガネの材料など
を用意していった。年長組の遊びのイメージから
自分たちでも遊ぶのではないかと予想し、必要な
ときに使ったり作ったりできるようにしておい
た。これによって幼児のイメージが具体的にな
り、海ごっこの遊びがさらに楽しくなった。

事例２「ケーキのおうちを作ろう」４歳児２月
【教育課程４歳児10期：進んで友達と活動するよ
うになり、充実して遊んだり生活したりする時期】

　Ａ児が携帯電話を持ち込み、「ゲームしてい
るの」と浮き輪に乗ってゲームをする真似をす
ると、Ｂ児「Ｂ児もゲームしてるの」Ｃ児「Ｃ
児も」Ｄ児「Ｄ児も」と同じことを真似して喜
んでいた。教師「みんなで海に浮かんで気持ち
よさそう！携帯電話を海に落とさないように
ね」と声をかけると、お互いを見ながらさらに
海で浮かんでいる気分になっていた。
　その後はＣ児が海で溺れてみんなで助けた
り、クラゲに追いかけられて刺されたりするな
ど、海で様々な出来事が起こり、遊びが変化し
ていった。

　Ｅ児とＦ児はネコの耳をつけてネコになる
と、Ｅ児が「ネコの家を作る」とゲームボック
スを運んでくる。Ｆ児が来て「入れて」と言っ
てくるとＥ児は「いいよ」「大きい家を作ろ
う」と受け入れる。Ｆ児が「Ｆ児の部屋は２階
ね」と言うとＥ児も「Ｅ児も２階がいい」と一
瞬険悪な雰囲気となったが、Ｅ児「じゃあ２人
寝られるように大きくしよう」と２人でやり取
りする中で解決し遊びが始まる。
　Ｅ児は以前に作っていた金づちやのこぎりな
どの工具セットを持ってきて、ゲームボックス
の上に段ボールをのせ、継ぎ目をのこぎりで切
る真似や金づちで叩く真似をして家を作ってい
る気分になっている。
　Ｆ児も同じように作った工具箱を持ってくる
が、Ｅ児の工具より少ないことに気付き、Ｆ児
「Ｆ児もＥ児ちゃんが持っているのほしい」と
ドリルのようなものを指して言う。Ｆ児「どう
やるのかな」と教師に聞いてくるので、教師
「Ｅ児ちゃんに見せてもらったら」と言うとＦ
児「Ｅ児ちゃん、それどうやって作るの」と言
って見せてもらう。Ｅ児は「トイレットペーパ
ーに三角みたいにしてくっつけるんだよ」と教
えてくれて、Ｆ児は同じように材料を製作棚か
ら探してきて作り始める。三角すいにするのが
難しかったが教師に押さえてもらいながら作り
上げる。Ｆ児は同じくできたことを喜んでＥ児
に「見て」と見せ、作っていた家に穴をあける
真似をする。
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〈事例から読み取れること〉
○友達とじっくりかかわって遊ぶことができるよ

うにする。
　自分の思いを表わしながら、友達の考えも聞
き、受け入れて遊べるようになってきている。互
いに自分が考えたことを伝えたり、困ったときに
教えてもらったりできる関係性ができてきて、
「○○ちゃんとこうしたい」「一緒にできて楽し
かった」という積み重ねが、友達と相談しながら
遊びを進めていくという協同性につながっていく
と思われる。ここでは２人でじっくり向き合って
遊ぶことができ、相手に思いを伝えたり相手の話
を聞いたりすることができた。友達に自分の思い

　ゲームボックスの上を段ボールで囲み、２階
ができると形を見てケーキをイメージしたよう
で、Ｅ児「ねえＦ児ちゃん、ケーキのお家にし
ようよ」Ｆ児「いいね」と２人と喜んでいる。
Ｆ児「クリームどうする？」Ｅ児「白いのがい
いよね」と保育室にあった白いポリ袋を見つけ
てきて、段ボールの壁にくっつけている。Ｆ児
「チョコレートをつけよう」Ｅ児「クッキー
も」とマーカーで段ボールに直接描いて、ケー
キをデコレーションしていく。
　Ｆ児「ろうそくがほしい」Ｅ児「５歳にしよ
う」と２人で材料を探しに行くと、ラップの芯
を見つける。いろいろな色のビニールテープで
誕生日のろうそくのように巻いて５本できる
と、大きいろうそくに満足したようで、Ｅ児
「大きい」Ｆ児「ケーキにのせよう」と自分た
ちの家にくっつけている。教師「わー、おいし
そうなお家だね。大きいろうそくすてきだね」
と言うと満足げにしている。家を食べる真似を
するなどしながらさらにネコごっこが続いてい
た。

を出せる環境を作っていくことが大切である。
○発想やイメージが実現できる環境を構成する。
　Ｅ児もＦ児も保育室の環境や製作コーナーの材
料、道具などがわかり、イメージして考えたこと
を自分たちで実現できるようになってきている。
その時期の遊びのイメージに合わせて、幼児がイ
メージし考えたことを実現できるように自分で選
んだり自由に使えたりする材料や素材が環境とし
てあることが大切である。

事例３「海外旅行に行こう」５歳児10月
【教育課程５歳児14期：友達と協力して遊びを進
めたり、目的に向かって自己を発揮したりしてい
く時期】

　昨年度の年長組の船作り遊びから自分たちで
も船やキャンピングカーなど様々な乗り物を大
型積木や巧技台などを使って、みんなが乗れる
ように作るということを何度かくり返してきて
いる。
　今回はＧ児、Ｈ児、Ｉ児が「ジェット機を作
ろう」ということになり、みんなで大型積木を
運び始める。
　Ｇ児「みんなで乗れるように大きく作ろう」
と、Ｈ児「（積木を）ここに置いてもいい
の？」と聞いてくるとＧ児「もっとこっち」な
どと指示しながら積木を運ぶ。次第に形ができ
てくると、Ｇ児「Ｇ児ここに座る」と一番前の
操縦席のところにイスを持ってくる。するとＨ
児とＩ児も自分の座る場所を作ったり、キャリ
ーバッグを持ち込んだりして次第に出かける気
分になってくる。
　Ｇ児は「もっとイスがあったほうがいい。お
客さんの分」と空いているところにイスを置く
と、Ｈ児「そこに（イスを）置くと狭い」Ｇ児
「じゃあこうして・・・」とイスをずらした
り、Ｈ児「トイレも作ろう」Ｇ児「後ろがいい
よ」Ｈ児「そうだね」とイスを置いて周りを段
ボールのドアで囲んだりして、考えを出し合い
ながらジェット機内を作っていった。
　Ｇ児「出発しよう」の声にそれぞれ自分の席
に着く。教師「どこ行きですか？」と聞くと、
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〈事例から読み取れること〉
○イメージをふくらませ、友達と共通にして遊び

を進めていけるようにする。
　生活体験や様々な情報からの知識を活かして
遊びに取り入れ、外国に行ったつもりになって表
現することが楽しい遊びにつながっている。３人
とも飛行機に乗って外国に行くという経験はな
く、一人一人の体験や情報の幅は違っているが、
一人一人の考えやイメージをつなげて丁寧に援助
していくことが豊かな活動につながる。
○共通の遊びに向けて仲間と思いや考えを出し合

い、遊びに取り組めるようにする。
　共通の目的に向かって取り組み、活動する中
で、自分がイメージしたことを実現しようとしな
がら、友達の考えを認め、友達と相談したり協力
したりして遊びを進めようとする姿が見られるよ
うになってきている。自分の思いを言葉で表わし
たり、友達に聞いてもらったりしたことが伝える
喜びを味わい、遊びに主体的に取り組む姿となる
だろう。

３　おわりに
　遊ぶ中で幼児が育つためには、「面白い」「わ
くわくする」と思いながら遊ぶことが大事であ
る。遊びの面白さを味わう経験が十分できるよう
に一人一人の面白さ、楽しさに寄り添い、共感し
ていきたい。
　一人一人の興味、関心、心の動きを捉えて、友
達との遊びを十分に楽しめるような場や時間を大
切にし、くり返し関わることができる材料や道具
を用意していくこと、幼児の実態や発達の時期に
応じてなど、環境を細かく計画していくことが大
切であると感じた。遊びの中で一人一人のイメー
ジが広がり、友達と関わることでさらに遊びのイ
メージがふくらんでいく過程を十分に楽しめるよ
うにしていきたい。

Ｇ児「花巻！」と花巻に行くことになる。到着
するとＧ児「今日は花巻温泉に泊まります」と
ステージにあったベンチで部屋を仕切り、Ｈ児
「この部屋にする」Ｉ児「温泉に行ったことあ
るよ。温泉も入ろう」Ｇ児「露天風呂だね」と
言いながら泊っているつもりになる。
　Ｈ児「今度はどこに行く？」と言うと、Ｇ児
「北海道」Ｉ児「仙台」など話しており、ちょ
うど運動会後で万国旗にふれ、様々な国が話題
に出ていたことから教師は「飛行機だからいろ
いろな国にも行けるんじゃない？」と国旗の絵
本を見ながら言ってみると、Ｇ児「ブラジル知
ってる」Ｉ児「中国にパンダがいる」など国旗
の絵本を見ながら様々な話題となった。
　すぐに朝が来て、Ｇ児「出発の時間です」と
２人に誘いかける。教師が「どちらまで行くん
ですか？」と聞くと、Ｈ児「ピザを食べに行き
たい」と言うので、教師「じゃあ、イタリアで
すか？」と返すと、Ｇ児「そう、イタリア」と
イタリアまで出発するつもりになる。イタリア
に到着すると、Ｈ児「ここがピザ屋さん」と以
前に作ったピザ窯とピザを運んでくる。最初は
教師が店の人になり、３人が観光客になって
「ピザください」と食べに来る。次はＩ児が店
の人になり、ピザ屋を交替しながらイタリア観
光をしているつもりになっていた。
　その後は、アフリカに行ってゾウに乗る、イ
ンドでカレーを食べるなどいくつかの外国に出
かけて楽しみ、次の日もまた遊びが続いた。

ふじむら　あきこ
盛岡市立つなぎ幼稚園、盛岡市立米内幼稚園勤務
を経て、平成21年度から現職。
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病弱特別支援学校における指導の充実を目指して
－ 自立活動指導資料（病弱）の作成と活用を通して－

１　はじめに
　近年、病弱特別支援学校においては、対象とな
る病気等の種類が700疾患以上に拡大してきてい
ます。また、小児がんを含む慢性疾患の児童生徒
に加え、精神疾患及び心身症の児童生徒も在籍し
ています。病気等の状態や背景なども多様になっ
ていることから、児童生徒一人一人の教育的ニー
ズに応じた自立活動の指導を一層充実させること
が求められています。
　本稿では、令和５年度長期研修における研究
「特別支援学校における障がい種に応じた教員の
専門性の向上と指導の充実に関する研究―自立活
動指導資料（病弱）の作成を通して―」から、以
下の３点について紹介します。
　〇自立活動指導資料（病弱）の作成
　〇自立活動指導資料を活用した授業実践
　〇授業実践での具体的な支援や教材

２　自立活動指導資料（病弱）の作成
　県内の病弱特別支援学校で病弱教育に携わって
いる管理職及び教員を対象に、病弱教育において
必要とされる教員の専門性の要素を調査しまし
た。その結果を受けて、文部科学省や独立行政法
人国立特別支援教育総合研究所、全国特別支援学
校病弱教育校長会等の資料を参考に、自立活動指
導資料（病弱）（以下、「自立活動指導資料」と
いう）を作成しました。
　自立活動指導資料は、三つの章で構成していま
す。第１章には病弱教育の基本的理解に必要な11
項目を、第２章には自立活動の指導に関わる基本
的事項や、個別の指導計画の基になるプロセスを
考えられるよう、『自立活動目標設定シート』の
作成・活用について示しました。第３章には各教

科を行う上での配慮事項や、自立活動の指導との
関連について示しました。全章を通して病弱教育
で使われる用語の説明や、教員の指導にまつわる
エピソード等をコラムとして掲載しました。加え
て、病弱教育に関連する文献を閲覧、活用できる
ように、２次元コードも掲載しました。また、巻
末には『自立活動目標設定シート』と『Ｃｏ－Ｍ
ａＭｅ※アセスメントシート』の様式を添付しま
した。自立活動指導資料は、下の二次元コードか
らダウンロードが可能です。

３　自立活動指導資料を活用した授業実践
　授業実践１は、小学部児童２名を対象に４時
間、授業実践２は、小学部１名を対象に４時間実
施しました。（授業実践の詳細は、こちらの二次
元コードから閲覧可能です。）授業実践では、自
立活動目標設定シート（図１）を
活用し、個別の指導計画の基にな
るプロセスを児童に関わる複数の
教員で話し合いました。

教材開発

岩手県立盛岡青松支援学校

教諭 坂倉　智子

※Ｃｏ－ＭａＭｅ（こまめ）：独立行政
法人国立特別支援教育総合研究所（2018）

『精神疾患及び心身症のある教育的支援・
配慮に関する研究』の研究成果物である。
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　個別の指導計画作成
は、担任一人に任せる
のではなく、複数の教
員で話し合うこと、ま
た、話し合う際は、互
いの意見を尊重し合いながら行うことが大切であ
ると考えます。今回は児童に関わっている９名の
教員で行いました。ここでは、授業実践１につい
ての実態把握、課題の抽出、指導内容の設定をど
のように行ったか紹介します。

⑴　実態把握
　実態把握は、①「病弱の状態の把握」（自立活
動指導資料pp.3－5）、②「自立活動27項目の説
明と病弱である児童生徒の状態と区分・項目の関
連例」（自立活動指導資料pp.32－35）を参考に
対象児童について幅広く情報収集しました。ま
た、児童らは、精神及び行動の障がいを有してい
たり、情緒の安定や社会性の発達で課題が見られ
たりしたため、③『Ｃｏ－ＭａＭｅ』も活用し教
員間で共通理解を図りました。

⑵　課題の抽出
　実態把握したものを受けて、課題の背景にある
要因や他にも挙げられた課題同士の関連を整理し
ました。また、児童のよさや強みにも着目しなが
ら課題の抽出を行いました。図２は、児童Ａの目
標設定シートの一部です。

　児童Ａは、友達と仲良く遊びたいという願いを
もっており、休み時間には友達や教師を誘って鬼
ごっこやドッジボールなどをして遊んでいます。
しかし、精神疾患を有しており、視覚・聴覚刺激
に対して多動・衝動性があります。語彙が少な
く、状況に応じた言葉遣いが難しいことや、自分
の都合でルールを変えようとすることが課題とし
て挙げられました。児童Ｂは、明るく誰にでも好
意的であり、友達や教師と一緒に遊ぶことが好き
です。しかし、睡眠困難症があり、安定した睡眠
をとることが難しく疲れやすく、疲れているとき
や自分の思い通りにならないときに、友達や先生
に対して不適切な言動になりやすいことが課題と
して挙げられました。

⑶　指導内容の設定
　指導目標を達成するために、指導内容を設定し
ます。「具体的な指導内容を設定する際の配慮事
項（６点）」（自立活動指導資料p.46）を考慮し
たり、「自立活動27項目の説明と病弱である児童
生徒の状態と区分・項目の関連例」（自立活動指
導資料pp.32－35）の指導内容（例）を参考にし
たりしながら、①②の手順で指導内容を設定しま
した。①６区分27項目から必要な項目を設定しま
す。②設定した項目をどのように関連付けるかを
設定します（図３）。

実態把握

指導目標

課題の抽出

指導内容

評価基準

図１　自立活動目標設定シート

友達と仲良く遊びたい
本児の願い

自分の都合でルールを 
変えようとすることがある

状況に応じた言葉遣いが
難しいことがある

本児の課題

状況に応じた言葉遣いができるようになる
ルールを守って遊ぶことができるようになる

指導すべき課題

図２　児童Ａの目標設定シートの一部（課題の抽出） 
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⑷　授業実践での具体的な支援や教材
　授業実践での具体的な支援や教材は、児童の
実態や各授業のねらいを踏まえ、自立活動指導
資料に記載されている事項や「Ｃｏ－ＭａＭｅ」
の支援例を参考に考えました。なお、授業実践
の概要は右の表のとおりです。
　ア　コミュニケーション能力の育成につながる

支援（ふわふわ言葉カードの使用をとおして）
　　児童Ａは、状況に応じた言葉遣いが難しいこ

とがありました。そのため、コミュニケーシ
ョンの育成につながる支援として、ゲームの
中で使う言葉についてふわふわ言葉カードを
使って教師と相談できるようにしました。第
１時と第４時を比較すると、児童は、ふわふ
わ言葉の使用回数だけでなく、言葉の種類が
増え、さらに、場面や状況を捉えて使うこと
ができるようになりました。

＜授業実践１＞　

　イ　人間関係の形成につながる支援（ルールの
視覚化をとおして）

　　児童Ａは、友達と仲良く遊
びたいという願いがあるもの
の、勝ちたい気持ちからルー
ルを変えようとすることがあ
りました。そのため、人間関
係の形成につながる支援とし
て、ルールを理解できるよう
に、ロールプレイに加え、イラストや文字で
ルールを視覚的に提示しました。毎時間、ル
ールを守ろうとする様子が見られました。

＜指導内容＞
・設定した活動に、ルールを守っ
て参加することができる。
そのために、
心理的な安定（１）と
人間関係の形成（４）
を関連付けて設定する。

＜指導内容＞
・設定した活動の中で、ふわ
ふわ言葉を使うことができる。
そのために、
人間関係の形成（１）と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１）（２）（５）を
関連付けて設定する。

図３ 　児童Ａの目標設定シートの一部（指導内容の設定）

図４　ふわふわ言葉カード 図５　ふわふわ言葉カード
を使って相談している様子

①

②

単元名 ふわふわ言葉の名人になろう

対象
児童

小学部４年生２名
・準ずる教育課程に在籍１名
・知的代替の教育課程に在籍１名

ねらい
他者との関わりの基礎になる力や状況に応じ
たコミュニケーションの力を高めること

学
習
内
容

第
１
時

・ふわふわ言葉とちくちく言葉の意味を確認
する。

・ふわふわ言葉とちくちく言葉に分ける。
・ふわふわ言葉を使って
　トンじゃんけんをやる。
・体調や気持ちを伝える。
　（全時共通）

第
２
時

・言い方の違う２パターンのふわふわ言葉の
提示を見聞きする。

・２パターンの感じ方の違いを
　考える。
・言い方に気を付けてふわふわ
　言葉を言う。
・ふわふわ言葉を使ってお手玉
　リレーをやる。

第
３
時

・ロールプレイを見て、とっさにちくちく言
葉を言ってしまったらどうしたらいいか
考える。

・ちくちく言葉を言われ、その
　後謝られたらどうしたらいい
　か考える。
・ふわふわ言葉を使ってモルッ
　クをやる。

第
４
時

・ふわふわ言葉名人クイズに
　答える。
・ふわふわ言葉を使ってモル
　ックをやる。

図６　掲示したルール
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　ウ　健康の保持につながる支援（体調カード・
気持ちカードの使用をとおして）

　　児童Ｂは、自分の体調がよくない、悪くなり
つつある、疲れているなどの変調に気付きに
くく、無理をしてしまうことがあり、結果的
に不適切な言動になることがありました。児
童が自分自身の体調や気持ちの変化に気付く
ことができるよう、授業の前だけではなく、
授業中にも体調と気持ちを確認できるように
しました。体調カード・気持ちカード（図
７）を用いることで、児童は自分自身の体調
に意識を向けて考え、その時々の体調や気持
ちを教師に伝えることができました。

　体調カード・気持ちカードは、児童生徒が体調
や気持ちを５段階から選び、教師に伝えるための
自作教材です。スケールを使い始めるときに、そ
れを使う児童生徒にとっての段階がどのような状
態なのか、本人と教師で確認することが大切だと
考えます。実際に体調が悪くなったときや気持ち
が不安定になったときに児童生徒がどのように対
処するかも載っています。また、休憩場所をあら

かじめ教師と相談し、記入できるようになってい
ます。病弱である児童生徒の中には、「休憩＝怠
けやさぼり」と捉えていたり、休憩が必要と分か
りつつ、つい無理をしてしまったりすることがあ
ります。体調や気持ちの変化に気付かせ、休憩す
ることの大切さについて教えていくことが大切だ
と考えます。

⑸　自立活動指導資料を活用した教員の感想
　授業実践に関わった９名の職員に対し、これま
で自立活動の指導を行う上でどのような困難さを
感じたことがあるか尋ねたところ、私自身もそう
であったように、全ての教員が実態把握や課題の
焦点化等に何らかの困難さを抱えていたことが分
かりました。自立活動指導資料を活用した授業実
践後に、これまで感じていた困難さが自立活動指
導資料を活用することで変化したか尋ねると、
「実態把握の観点や課題の抽出、目標設定の方
法、評価のポイントが分かった。」「指導資料は
児童の課題像と支援方法が具体的に記載されてい
たので、実態把握や課題抽出などで感じていた困
難さが軽減された。」「複数の教員が相談する際
の手がかりとして大変有効だと感じた。」等の感
想が聞かれました。
　 
４　おわりに
　自立活動指導資料は、初めて病弱教育に携わる
先生方にも活用しやすいものになるよう、検討を
重ねて作成しました。校種を問わず、手元におい
て活用いただけたら幸いです。
　自立活動の指導は教科書がない、完全オーダー
メイドの教育です。多種多様な病態の児童生徒へ
の指導が充実するよう、今後も自立活動指導資料
を活用して、先生方と共に改善を図りながら、
日々の実践を積み重ねていきたいです。

さかくら　ともこ
盛岡養護学校（盛岡となん支援学校）、久慈拓陽
支援学校、盛岡青松支援学校、令和５年度県立総
合教育センター長期研修派遣を経て、令和６年度
から再び現任校に勤務。

図７　体調カード・気持ちカード

図８　体調カード・気持ちカ
ードを使って、教師に体調や
気持ちを伝えている様子
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児童が自然の事物・現象についての問題を
科学的に解決する授業の在り方に関する研究
－ 問題解決の活動の充実を通して－

研究紹介

岩手県立総合教育センター

主任研修指導主事 田口　一茂

１　はじめに
　本研究は、児童が自然の事物・現象についての
問題を科学的に解決することができるようにする
ために、①問題を科学的に解決する学習活動を位
置付けた単元構成、②単位時間における問題解決
の活動の充実を図る教師の働きかけ、③単元全体
の学びを俯瞰する振り返りの三つの手立てを考案
し授業実践を行いました。そして、本研究の成果
を基に、問題解決の活動の充実を図る教師の働き
かけの一例を「小学校理科授業づくりリーフレッ
ト」にまとめました。

２　自然の事物・現象の問題を科学的に解決する
学習活動

　自然の事物・現象についての問題を科学的に解
決することについて、令和４年度全国学力・学習
状況調査の問題には、具体的な学習活動が示され
ています。これを整理したものが表１です。単元
構想の際に、この表を基に、問題を科学的に解決
する学習活動を位置付けます。

３　問題解決の過程で理科の考え方を働かせてい
る児童の姿

　県内で使用している教科書を基に、問題解決の
過程で理科の考え方を働かせている児童の姿を、
図１のように整理しました。図１は「比較する」
について整理したものです。（他の考え方は、本
研究の報告書に掲載しています。）

４　問題解決の活動の充実を図る指導の手立て

　「単元構想シート」（資料１）を、以下の２点
に留意して開発しました。
○自然の事物・現象についての問題を科学的に解

決する学習活動（表１）を単位時間ごとに位
置付けたり、理科の考え方を働かせている児
童の姿（図１）や理科の見方を基に、単元で
重点とする理科の見方・考え方を具体的に考
えたりして構想します。

分
析
・
解
釈

①観察や実験で得た結果を、複数の視点で分
析して解釈し自分の考えをもつ。

②観察や実験で得た結果を、問題の視点で分
析して解釈し自分の考えをもつ。

③自然の事物・現象から得た情報を、他者の
気付きの視点で分析して解釈し考えをもつ。

④提示された情報を、複数の視点で分析して
解釈し自分の考えをもつ。

構
想

①予想が確かめられた場合に得られる結果を
見通す。

②問題を解決するまでの道筋を構想し、自分
の考えをもつ。

【表１】問題を科学的に解決する学習活動

検
討
・
改
善

①発想した方法と追加された情報を基に、方
法を検討して改善し考えをもつ。

②予想と観察や実験の結果を基に問題に対す
るまとめを検討して改善し考えをもつ。

③観察や実験で収集した情報と話合い等で追
加された情報を基に問題に対するまとめを
検討して改善し自分の考えをもつ。

【図１】理科の考え方を働かせている児童の姿

⑴　問題を科学的に解決する学習活動を位置
付けた単元構成

センターからの発信センターからの発信
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○単元構成を「ゴール→単元の導入→各時間の展
開」で構想します。

　以下の２点を教師の働きかけとしました。
○発問や板書の工夫、思考ツールの活用によっ

て、児童に、見通しをもって、理科の見方・
考え方を働かせながら問題を科学的に解決す
ることを促す。

 ○問題解決の活動の充実につながる児童の望ま
しい学び方を「理科の大事な学び方」として
価値付ける。

　単元の終末に、「理科の大事な学び方でできる
ようになったこと」、「次の単元の学習で頑張り
たい理科の学び方」を視点とした学習の振り返り
を行います。

５　問題解決の活動の充実を図る指導の手立てを
講じた授業の実際

　本研究では、第６学年「物の燃え方と空気（全
９時間）」、第４学年「物の温まり方（全９時
間）」を授業実践しました。本紙では、授業実践
の一部を掲載します。その他の授業実践の記録
は、本研究の報告書に掲載しています。なお、
【問題を科学的に解決する学習活動】に掲載の番
号は、表１の各項目を表します。

◆第６時◆
①　学習課題を把握する。

 

②　予想する。
・燃焼後の酸素と二酸化炭素の組成割合を予想す

る。

③　実験方法を把握し、予想が確かめられた場合
に得られる結果を考える。

 

 

【児童の記述】
 

◆第７・８時◆
④　実験する。
・気体検知管、石灰水を使い班ごとに調べる。

⑤　結果を整理する。

 

 

【児童の発言】
 

⑵　単位時間における問題解決の活動の充実
を図る教師の働きかけ

⑶　単元全体の学びを俯瞰する振り返り

第６学年「物の燃え方と空気」  第６～８時　
物が燃える前と後の空気の変化を調べる学習

物が燃えると、空気は、どのように変わるの
だろうか。

【問題を科学的に解決する学習活動　構想①】
　予想が確かめられた場合に得られる結果を
見通す

【問題を科学的に解決する学習活動  検討①】
　追加された情報を基に実験方法を検討して
改善し考えをもつ

【問題解決の活動の充実を図る教師の働きかけ】
　気体検知管や石灰水を使って実験した場合
について、キャンディ・チャートを用いて、
予想を確かめられた際に得られる結果を考
え、見通しをもつことができるようにする。

【問題解決の活動の充実を図る教師の働きかけ】
　「各班の結果を見てどう思うか」と問い、
より妥当な考えをつくりだすことができるよ
うにする。

　気体検知管の結果で、物が燃えた後の酸素
は、Ｄさんの班だけは１桁でした。他の班の
結果も、16％とか14％とか数が違ったから、
実験方法が違ったのかなと思います。
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【児童の発言】

⑥　実験方法を見直し、再度実験する。
【児童の発言】

 

 

⑦　物が燃える前と燃えた後で、空気はどのよう
に変わるのかを考える。

 

 

【結果を整理した板書】

⑧　学習をまとめる。
 　

 ⑨　学習を振り返る。

【児童の振り返り】
 

 

　児童は、これまでの学習で使用したノートや、
これまでに蓄積した「理科の大事な学び方ボー
ド」（図２）を見ながら振り返りました。
【児童の記述】　　　
 

 

　全部の班の結果が全く一緒というわけでは
なくて、どれが間違っているか、どれが正し
いのかも分からないから、この結果はあんま
り正しくないと思う。

　気体検知管を気体検知器に真っすぐに入れ
て、実験することができていなかったので、
真っすぐに入れて瓶の中の気体を入れたいと
思います。

　気体検知管を入れたときに、蓋と瓶の間に
隙間があったので、気体が逃げていかないよ
うに隙間に気を付けて実験したいと思いま
す。

【問題を科学的に解決する学習活動  分析②】
　実験で得た結果を問題の視点で分析し解釈
し自分の考えをもつ

【問題解決の活動の充実を図る教師の働きかけ】
　思考ツールを用いて板書したり、二つの実
験結果の共通点を問うたりすることで、実験
結果を基に多面的に結論を考えることができ
るようにする。

　物が燃えると、空気中の酸素が減り、二酸
化炭素が増える。

【問題解決の活動の充実を図る教師の働きかけ】
　「理科の大事な学び方」を視点に振り返
る。

　今日の大事な学び方は複数の結果です。理
由は、一つだけの結果からは答えが見つかり
にくいことがあるから、今日のように二つの
結果を使って考えると良いと思ったからです。

第６学年「物の燃え方と空気」 第９時　
単元の学習を振り返る

　理科の前までの学び方は、理くつをつかん
で結果さえ分かれば、それで良いと考えてい
たけれど、変化や着眼点に注目して学んでい
たら、理くつと結果から何が言えるのか考え
るようになったり、変化する違いなどを考え
るようになったりした。次の単元でがんばり
たい理科の学び方は事実です。理由は、事実
に基づいて考えると、どういうことで事実に
たどりついたのかがわかると思ったからで
す。もう一つは共通点です。共通点に気を付
けると、違いや同じところなどが分かって、
ヒントになるかもしれないからです。

【図２】理科の大事な学び方ボード
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６　おわりに
　２つの学年の授業実践を検証した結果、①問題
を科学的に解決する学習活動を位置付けた単元構
成、②単位時間における問題解決の活動の充実を
図る教師の働きかけ、③単元全体の学びを俯瞰す
る振り返りの三つの手立てが、問題解決の活動の
充実を図り、問題を科学的に解決する資質・能力

の育成に役立ったことが分かりました。
　なお、本研究の成果を基に、問題解決の活動の
充実を図る教師の働きかけの一例を「小学校理科
授業づくりリーフレット」（資料２）にまとめま
した。下記Ｗｅｂページからダウンロードしてご
活用ください。

【資料１】単元構想シート（第６学年「物の燃え方と空気」）

【資料２】小学校理科授業づくり　リーフレット

○本研究の報告書（補助資料、リーフレット）は、岩手県立総合教育センターホーム
　ページ内に掲載しております。　https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/104rika.html
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自立した消費者の育成を目指した小学校家庭科
「Ｃ消費生活・環境」の学習に関する研究
－ 児童の実態や地域に応じた題材の構成を通して－

研究紹介

１　はじめに
　消費者を取り巻く現状と課題から、自立した消
費者を育成する実践的な消費者教育は、喫緊の課
題となっています。しかし、学校現場において、
消費者教育の重要性や必要性についての理解と取
組が十分ではない状況があります。また、各教員
がどの教科も指導することの多い小学校におい
て、家庭科の指導計画を作成する際、児童が生活
する地域に合わせたり、児童の実態を捉えたりし
ながら、教科の特性に合わせて題材を構成するこ
とには困難さを伴います。
　そこで本研究では、家庭科を担当する教員が児
童の実態や地域に応じて題材の構成をし、指導計
画を作成するための「指導計画例」と、指導計画
の作成から授業までを支援する「活用の手引」を
作成することで、小学校における家庭科の学習が
充実し、自立した消費者の育成にもつながること
を目指しました。

２ 「指導計画例」の作成
　指導計画例の項目 は、「学習指導要領（平成29
年告示）解説　家庭編」の「第３章　１　指導計
画作成上の配慮事項（５）題材の構成」で示す内
容を中心として、題材の位置付けから題材の具体
的な指導、評価まで、題材全体の指導を見通すこ
とができるように設定しました。また、その項目
の内容について、一覧できるように配置したもの
が「指導計画例」となります。
　「指導計画例」は、題材全体の学習の流れが違
う３つの「指導計画例」から１つを選び、さらに
学習活動等を選択したり、必要な内容を重点化し
たりすることで、使用する先生方が、簡単に、短
時間で、児童の実態や地域に応じた題材を構成で

きるように作成しました。また、学習と生活を結
び付けて考えることで実践的な力を育むことがで
きるよう、次の３つの考え方の基で作成しまし
た。

３ 「指導計画例」を活用した指導計画の作成
　手順１ として、「学習前アンケート」（児
童）を実施します【図１】。

　手順２ として、「題材を構成するためのチェ
ックリスト」（担当教員）を実施します【図２】。

岩手県立総合教育センター

研修指導主事 中村　さやか

①「Ｃ消費生活・環境（１）」の指導事項を
網羅する

②実態把握を基に、学習と生活を結び付けて
考えることができる題材の学習の流れに
する

③購入する物を選ぶ活動を設定する

【図１】「学習前アンケート」

【図２】「題材を構成するためのチェックリスト」
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【図３】「題材全体を通した学習の流れ」

　手順１・２では、児童の実態や地域の様子等を
把握します。ここで把握したことを基に、手順３
～５では、児童の実態や地域に応じた題材を構成
していきます。
　手順３ として、「題材全体を通した学習の流
れ」から活用する「指導計画例」を選択し、手順
４ として、❶題材の導入、❷実践活動（購入す
る物を選ぶ活動）、❸題材のゴールの活動を選択
します【図３】。また、追加して扱う内容や重点
的に扱う内容等については、必要に応じて「重点
化した部分」としてまとめます。
　手順５ として、ここまでの題材構成のポイン
トを記入します。

４　研究協力校における指導計画の作成
　本研究では、花巻市立宮野目小学校の教員に、
上記の手順で指導計画の作成をしていただきまし
た。次に示すのは、宮野目小学校版指導計画作成
にあたっての、担当教員の考え方です。 　作成した指導計画に沿って全６時間の授業を研

究担当者が実践しました。また、授業実践後に
は、指導計画を作成した教員と授業を振り返り、
「指導計画例」の修正を図りました。

・買物経験が多い児童集団であること、お店の
種類の多い地域であることから、指導計画

例１を選択。ただし、自分で買う物を選ん
だ経験のない児童も少数ではあるがいるこ
とから、題材の導入では、買物体験活動を
取り入れる。

・購入する物を選ぶ活動として、第１時に米を
選ぶ活動、第４時にノートを選ぶ活動を選
択。米は他教科との関連を図り（総合的な
学習の時間に栽培）、ノートは児童が身近
に使用したり、購入したりするものである
ことが選択の理由。

・題材のゴールの活動には、題材の学習課題に
合わせて、「よりよい消費者宣言」（自分
にできること）を選択。

・現金以外のお金の使い方における特徴と注意
点は、プリペイドカードを使った経験のあ
る児童やゲームでの課金をしている児童が
多いことから重点化。
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５　授業の様子
⑴　実態把握を基に、学習と生活を結び付けて考

えることができる学習の流れにする
　使用する「指導計画例」及び❶題材の導入❷購
入する物を選ぶ活動、❸題材のゴールの活動を児
童の実態や地域に合わせて選択できるようにする
ことで、児童が家庭科の学習と自分の生活を結び
付けて考えることができるようにしました。
　題材の導入では、地域のお店や自分の買物の経
験を想起すること、実際に買物体験活動をする活
動を設定しました。これらの活動を通して題材全
体の課題を設定するとともに、児童が自分の生活
を見つめ、現状を捉えて、それぞれの課題を設定
することができました【図４】。

　題材のゴールの活動では、「よりよい消費者宣
言」（自分にできること）をまとめる活動をする
ことを通して、学習した内容と児童の生活を結び
付けるようにしました【図５】。

　第１時の「自分の課題」と第６時の「よりよい
消費者宣言」を比べると、多くの児童の買物につ
いての観点が広がり（生活の中で実践したいこと
が増え）、身近な生活をよりよくしようと工夫す
る実践的な態度の育成につなげることができまし
た。

⑵　購入する物を選ぶ活動を設定する
　第４・５時の購入する物を選ぶ活動では、一人
勉強ノートを購入する状況を設定し、５つのノー
トについて、情報を収集したり、その情報を観点
ごとに整理したりしました。また、設定された状
況に合わせて購入するノートを選び、それぞれの
理由を交流しました【図６】。

　端末に提示したノートを拡大して情報を収集し
たり、友達と話し合いながら検討したりする等
【図７】、一人一人が考えを深め、購入するノー
トを決めることができました【図８】。

　学習後の確認問題では、複数の観点で情報を集
めて整理し、理由をもって決めることができた児
童が95.6%で、身近な物を選んだり買ったりする
ための実践的な能力の育成につなげることができ
ました。

【図４】導入の流れと児童が設定した課題

【図５】ある児童の第１時の自分の課題と第６時の宣言

【図６】購入する物を選ぶ活動の設定

【図７】活動中の児童の様子

【図８】第５時のワークシート（一部）
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６　活用の手引き

　「活用の手引」は、おもて面に「指導計画例」
を活用した指導計画作成の仕方の説明を、裏面に
作成できる指導計画の見本とともに、「家庭科の
学習の充実に向けたポイント」を掲載し、指導計
画の作成から実際の指導まで活用できるようにし
ました【図９】。

７　おわりに
　本研究では、小学校教員の授業づくりを支援し、
家庭科の学習の充実と消費者教育の推進（自立し
た消費者の育成）を図ることができる「指導計画
例」と「活用の手引」を作成することができまし
た。また、児童の実態や地域に応じた題材を構成
することで、児童の学習と生活が結び付き、身近
な生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度
の育成につながること等が明らかになりました。
　今後は、今回作成した「指導計画例」と「活用
の手引」を小学校教員に広め、活用を促していく
とともに、本研究で作成した「指導計画例」と

「活用の手引」がどの学校においても活用可能で
あるか、実践的に明らかにし、必要に応じて修正
を図っていきたいと考えています。

【研究成果物】

岩手県立総合教育センターホームページ内の「研究→教

科研究：技術・家庭」に本研究に関わる資料及び研究成

果物を掲載しております。

・本資料　　　　　　・補助資料

・概要版　　　　　　・指導計画例

・活用の手引　　　　・学習前アンケート

・題材を構成するためのチェックリスト

・題材全体を通した学習の流れ

・各時間の指導略案（参考用）

・ワークシート（参考用）

ＵＲＬ

https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/110gika.html

【図９】「題材全体を通した学習の流れ」
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学級経営Ｑ＆Ａ

生徒のよりよい成長を促す学級経営のために
－ 共生社会の担い手育成を目指して－

岩手県立総合教育センター　

主任研修指導主事 向口　千絵子

１　はじめに
　令和２年から複数年続いたコロナウイルス感染
症への対応時には、「マスクにより生徒の表情が
見取りにくくなった。」という先生方の声を多く
耳にしました。常時マスクの着用を求められる生
活は、「表情を読み取る」といった非言語的なコ
ミュニケーションを含めて、対面でのコミュニケ
ーションの機会を大幅に減少させました。この経
験は、一時的なものであったとは言え、当時小学
生だった生徒たちにとって、大きな出来事だった
と考えられます。生徒の発達に影響を及ぼした可
能性のある点にも注視しつつ、生徒のよりよい成
長を促す学級経営について考えることは、大切な
視点だと思われます。

２　発達の支援にあたる際の視点として
　「中学校学習指導要領第１章総則第４、１生徒
の発達を支える指導の充実」に示されているとお
り、学級集団は、生徒にとって学校生活の基盤で
あり、教師と生徒との信頼関係及び生徒相互のよ
りよい人間関係を育てるため、日頃からその経営
の充実を図ることが求められています。主に集団
の場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと、
個々の生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱
える課題に個別に対応した指導や援助を行うカウ
ンセリングの双方により、生徒の発達を支援する

視点が重要です。
　また、「中学校学習指導要領解説総則編第３章
第４節　生徒の発達の支援１（１）学級経営、生
徒の発達の支援」にもあるとおり、学級担任は、
学校・学年経営を踏まえて、調和のとれた学級経
営の目標を設定し、学級経営の全体的な構想を立
てるようにする必要があります。
　コロナ禍では、児童生徒の体験活動が減少し、
それに伴う直接的なコミュニケーション機会も十
分でなかったという見方もありますが、現在「コ
ミュニケーションに消極的である」という学級担
任が感じている課題について、他の教職員とも連
携しながら、生徒個々の実態把握、確かな生徒理
解を基にした分析を行い、働きかけの具体化を図
りましょう。

３　特別活動における指導が果たす役割
　ここでは、協働性や異質なものを認め合う土
壌、生徒が学校生活を送る上での基盤となる力を
育む活動として重要な機能を果たす特別活動につ
いてふれます。
　特別活動で育まれる資質・能力は、生徒たちが
社会に出た後の様々な集団や人間関係の中で生か
されていくものであり、「集団や社会の形成者と
しての見方・考え方」を働かせながら「様々な集
団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさ
や可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課
題を解決する」ことを通して育むことを目指して
います。
　「社会の形成者」には、あらゆる場面でコミュ
ニケーション能力が求められることは必至であ
り、生徒の消極的な様子を見ると、指導する側と
しては、「このままではいけない」と焦る気持ち

Q  コロナウイルス感染症が５類に移行した
後、他の生徒とのコミュニケーションに
消極的な生徒が増えた印象があります。
担任として学級経営を行う上で、どんな
ことを心がけたらよいでしょうか。

（中学校教諭）
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がわいてきそうなところですが、特別活動の指導
をする上で重要な三つの視点を確認し、生徒個々
の発達に沿った支援を意識しましょう。

　生徒一人一人の「個性の発見」「よさや可能性
の伸長」「社会的資質・能力の発達」など、生徒
指導提要（令和４年12月改訂）に示された生徒指
導の目的実現を目指す上でも、特別活動は大きな
役割を果たしています。
　「コミュニケーション能力」の向上も、生徒の
自主性や自発性が尊重され、自由な意見交換や合
意形成に関わる機会、役割を果たす経験を通じて
自信を深める過程などを繰り返し経験することを
通じて、自然と培われるものです。「なすことに
よって学ぶ」ことを方法原理とする特別活動の特
質と、各教科等との関連を意識しながら、教師が
チームとして協力し合いながら指導を行うことが
大切です。

４　共生社会の担い手となる一人一人の尊重
　特別活動が集団の教育力を活用し、「社会の形
成者」として必要不可欠な資質・能力を育成する
上で中心的な役割を果たしていることは述べたと
おりです。
　一方、社会の変化とともに、その指導観に見直
すべき点がないか、積極的に議論する学校も増え
ています。
　議論の対象となっているのは、例えば「全員が
そろって同じことをできる」「競争心を利用して
頑張り合う」「連帯責任により秩序を保つ」など

の取組が、大人により一方的に設定されている例
です。
　過度な協調性の重視が、生徒の多様な考えの表
現や、共生社会における自立に向けた成長の妨げ
となっていないか、常に意識することが求められ
ています。
　令和６年度岩手県教育委員会学校教育指導指針
には共通事項として取り組む内容として「人権教
育の充実」が示されています。人権が尊重される
授業づくりの視点例をもとに、自校の集団への指
導の在り方を、関係者と見直してみることもよい
でしょう。

５　おわりに
　感染症対応に限らず、生徒の発達に影響を及ぼ
しかねない社会変化が次々に起こる可能性のある
中、学級経営の目標を設定する際には、「よりよ
い社会とは」という視座を保ちつつ、生徒に必要
な力を見極めていくことが大切です。学級が、生
徒にとってあたたかみのある安心・安全の基地で
あることにより、生徒はそれぞれのペースで成長
を続けていくことができます。
　教師集団がよりよい議論のできるチームである
ことが、生徒にとってコミュニケーションのモデ
ルとなり得ることは言うまでもありません。

【特別活動において育成を目指す資質・能力の三つの視点】
〇「人間関係形成」
　集団の中で、人間関係を自主的、実践的に

よりよいものへと形成するという視点
〇「社会参画」
　よりよい学級・学校生活づくりなど、集団

や社会に参画し様々な問題を主体的に解
決しようとするという視点

〇「自己実現」
　集団の中で、現在及び将来の自己の生活の

課題を発見しよりよく改善しようとする
視点

【人権が尊重される授業づくりの視点例】
〇自己存在感を持たせる支援を工夫する。 
　個に応じた課題や改善方法を提示する等、

教師自身が一人一人を大切にする姿勢を
示す。

〇共感的人間関係を育成する支援を工夫する。 
　教師の意図と異なる考えを抑圧したり切

り捨てたりせず、一人一人が自由に発言
できる雰囲気づくりを行うことを通して
「自分が受け入れられている」と実感で
きる雰囲気をつくる。

〇自己選択・決定の場を工夫して設定する。
　互いの学習の仕方やまとめ方を交流する機

会を設けるなど、発達段階や実態に応じ
て、児童生徒が学習教材、学習方法や表
現方法等、自己の学びに関して選択・決
定する機会を提供する。
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教科指導Ｑ＆Ａ

高等学校理科における学習評価のポイント
－「指導と評価の一体化」が位置付いた授業づくり－

岩手県立総合教育センター

研修指導主事 石母田　和知

１　はじめに
　平成30年３月に告示された高等学校学習指導要
領（以下「学習指導要領」）では、「学習評価
は、学校における教育活動に関し、生徒の学習状
況を評価するものである。生徒の学習の成果を的
確に捉え、教師が指導の改善を図るとともに、生
徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向か
うことができるためにも、学習評価の在り方は重
要であり、教育課程や学習・指導方法の改善と一
貫性のある取組を進めることが求められる。」と
あります。
　また、学習指導要領告示後、令和３年８月に、
国立教育政策研究所から「『指導と評価の一体
化』のための学習評価に関する参考資料」が刊行
されました。そこでは、学習評価を通して、次の
２点に留意することが示されています。

２　学習評価の考え方
　学習評価において、生徒から以下のような意見
がありました。
 

 

　このような生徒の声はあくまで一部の意見で
す。しかし、学習評価に対するこのような意見
は、適切な評価を求める生徒の切実な思いが込め
られています。
　学習評価の実施にあたって、学習指導要領では
次の事項に配慮することが述べられています。

 

　教師は、生徒への学習状況のフィードバック
や、授業改善という視点で評価を充実させる必要
があります。評価規準を適切に設定し、評価の規
準や方法について事前に教師間で調整することが
重要です。

３　学習評価のポイント
【１】評価する場面を意図的に計画する
　学習状況を記録に残す場面を精選するために
は、単元の中で適切に評価を実施できるように、
指導と評価の計画を立てる段階から、評価する場
面や方法等を意図的に計画することが重要です。
また、指導と評価の計画を作成することで、教師
は、単元全体を通した学習評価の見通しをもつこ
とができ、教科・科目の目標の実現に向けた学習

Q　現行の学習指導要領では、生徒の資質・
能力を育成することに重点がおかれてい
ますが、高等学校理科における学習評価
については、どのようなことに留意して
行えば良いでしょうか。（高等学校教諭）

・教師が指導の改善を図る
・生徒が自らの学習を振り返って次の学習に

向かうことができるようにする

　「先生によって観点の重みが違うんです。
授業態度をとても重視する先生もいるし、テ
ストだけで判断するという先生もいます。そ

うすると、どう努力していけばよいのか本当
にわかりにくいです。」

出典：中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会　
児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ第７回に
おける高等学校３年生の意見より

  各教科等の目標実現に向けた学習状況を把
握する観点から、単元や題材など内容や時間
のまとまりを見通しながら評価の場面や方法
を工夫して、学習の過程や成果を評価し、指
導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能
力の育成に生かすようにすること。
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状況を把握する観点から、とても有効です。
　ここで、高等学校理科、化学基礎「（ア）物質
量と化学反応式」の指導と評価の計画の第５～６
時での「ねらい・学習活動」を例に、学習評価の
ポイントについて説明します。

　上図の「重点」は、生徒の学習状況を確認する
際、重点とする観点です。また、「記録」で〇が
ある時間は、備考に記入されている評価規準に照
らして、生徒の学習状況を記録します。これが
「記録に残す評価」の場面です。〇がない時間
は、「指導に生かす評価」の場面です。
　「記録に残す評価」の場面では、教師はその時
間の観点別の評価規準に照らして、生徒一人一人
について評価し、記録に残します。その際、教師
の指導が十分ではないまま生徒を評価することは
「評価のための評価」となり、学習評価の本来の
ねらいを達成することはできません。生徒一人一
人の資質・能力を育成するためには、「指導に生
かす評価」の場面での教師の適切な指導が重要で
す。生徒の学習状況を確認し、そのときの状況に
応じた教師の指導がなされることが欠かせないの
です。
　（図１）第５時（以下「第５時」）を例に説明
します。第５時は「指導に生かす評価」の場面で
す。この時間は、溶液の体積と物質の物質量との

関係を表すモル濃度について、中学校で学習した
質量パーセント濃度との違いを踏まえて理解する
時間です。その際に、モル濃度について溶液の調
製方法を理解することが、（図１）第６時（以下
「第６時」）において、指定されたモル濃度の溶
液を正しく調製することつながります。つまり、
第５時において、モル濃度とその調製方法につい
て十分に指導し、生徒がモル濃度とは何かについ
て理解することが、第６時での正しく溶液を調製
することに生かされるのです。

【２】「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の評価を考える
　例として、第６時での、「おおむね満足でき
る」状況（Ｂ）の例を以下に示します。

　教師は事前に、「おおむね満足できる」状況
（Ｂ）と評価できる行動や記述を想定し、実際の
生徒の行動や記述から見取ります。その際、「努
力を要する」状況（Ｃ）の生徒に対する指導の手
立てについても考えておく必要があります。この
場合、例として次のような手立てが考えられま
す。

４　おわりに
　評価する場面や方法を意図的に計画すること
と、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価で
きる状況を事前に捉えておくことが、「指導と評
価の一体化」が位置付いた授業づくりを行ってい
く上で重要です。そのことが、先生方の指導の改
善となり、生徒の資質・能力を育成することにつ
ながっていきます。

時
間 ねらい・学習活動 重

点
記
録 備　考

５

・溶液の体積と溶質
の物質量との関係
を表すモル濃度を
理解する。

・水溶液に含まれる
溶質の質量を求め、
質量パーセント濃
度とモル濃度の違
いを理解する。

知

・質量パーセント濃
度とモル濃度の違
いを理解している。

６

・決められた濃度の
溶液を正しく調整
する技能を身に付
ける。 知 〇

・適切な実験器具を
用い、適切な手順
で決められた濃度
の溶液を正しく調
整する技能を身に
付けている。

　［行動観察］
　［記述分析］

【図１】化学基礎「(ア)物質量と化学反応式」単元指導計画（例）
出典：「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参
考資料高等学校　理科（国立教育政策研究所）

0.1mol/L塩化ナトリウム水溶液100mLを正し
く調製している状況が見られる。

0.1mol/L塩化ナトリウム水溶液100mLを調製
する方法を記述している。

・既習事項の質量パーセント濃度とモル濃度
との違いについて確認する。

・モル濃度の求め方について確認する。
・溶液を調製する方法をフローチャートにす

るなど生徒の思考を整理する場面を設定
する。
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教科指導Ｑ＆Ａ

個別最適な学びと協働的な学びを支えるＩＣＴ
－「令和の日本型学校教育」が目指す新たな学び－

岩手県立総合教育センター　

研修指導主事 芦澤　信吾

１　はじめに
　令和３年１月、中央教育審議会答申「『令和の
日本型学校教育』の構築を目指して」が示されま
した。本答申の中で「令和の日本型学校教育」と
は、2020年代を通じて実現を目指す学校教育の姿
であり、「全ての子供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと、協働的な学びの実現」と定義
しています。これらの学びを実現する上で、ＩＣ
Ｔは必要不可欠なツールです。本稿では、「個別
最適な学び」と「協働的な学び」に焦点を当て、
これらの学びにＩＣＴをどのように活用していく
のかについて考えます。

２　個別最適な学びとＩＣＴ
　「個別最適な学び」には、「指導の個別化」と
「学習の個性化」の２つの要素があります。

⑴　指導の個別化
　「指導の個別化」では、教師が子供一人一人の
特性や学習進度、学習到達度等に応じた、効果的
な指導の実現が求められます。支援の必要な子供
に重点的な指導を行ったり、個々の状況に合わせ
て指導方法・教材や学習時間等を柔軟に提供・設
定したりすることが理想的ですが、担任教師一人
でこれらすべてを実現することは困難です。そこ
で、ＩＣＴが重要な役割を果たします。例えば、
デジタルポートフォリオを活用することで、児童

の学習成果や進捗を継続的に記録し、可視化する
ことができます。これにより、教師は各児童の学
習履歴や成長の過程を総合的に把握し、より適切
な個別指導を行うことができるようになります。
また、ＡＩ等を活用した自動採点システムや学習
分析ツールを使用することで、教師の負担を軽減
しつつ、各子供の学習状況をリアルタイムで把握
し、個別のニーズに応じた教材や課題を効率的に
提供するなど、よりきめ細やかな個別指導が可能
となります。子供たちも、ＡＩの適切なサポート
を受けながら、自らの学習状況を把握し、学習の
進め方を調整することができます。ＡＩドリル等
から即時フィードバックを受け取ることで、自己
の理解度を認識し、必要に応じて復習や発展学習
を選択するなど、学びを自己調整する力を育成す
ることも期待できます。

⑵　学習の個性化
　「学習の個性化」は、子供一人一人が異なる課
題意識をもち、それぞれの興味・関心や学習目標
に応じて主体的に学習内容や方法、時間などを選
択・調整していくことです。教師はＩＣＴを活用
して、子供たちの課題意識をデジタルデータとし
て収集し、生成ＡＩ等を活用してグルーピングし
たり、課題をより明確にするサポートをさせたり
することで、個別化された教材や課題をより効率
的に提供できます。また、１人１台端末の活用に
より、子供たちは様々な情報にアクセスしたり、
オンラインでインタビューを実施したりするな
ど、自分の学習スタイルに合わせて情報を収集で
きます。これらの学習過程で、どのような課題に
取り組み、解決していくかを子供たち自身が決定
することで、学習がより主体的なものになりま

Q  文部科学省が目指す「令和の日本型学
校教育」における「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の実現に向けて、ＩＣ
Ｔをどのように活用していけばよいので
しょうか。　　　　　　　（小学校教諭）
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す。「指導の個別化」と「学習の個性化」の両方
に共通しているのは、学習者自身が自己の学習過
程を認識し、主体的に調整する力が重要視されて
いる点です。

３　協働的な学びとＩＣＴ
　「協働的な学び」とは、教師と子供や子供同士
で、あるいは学校外の他者等と互いに影響し合
い、共に高め合うことで、より深い学びや理解を
促すことを目指しています。この学びの過程で
は、学習者が互いの学習状況を参照、啓発し合う
ことで、新たな気付きや理解が生まれます。例え
ば、「あの人のやり方でやってみたい」、「自分
の学び方が友達にほめられてうれしい」といった
相互啓発が起こる学びです。これにより、個別最
適な学びを進める中で、一人一人が異なるテーマ
で学んでいても、お互いの学びの状況を知り、助
け合うことで学習が孤立してしまうことを防ぐこ
とができます。このような学びを実現するために
は、子供たちの学びがクラウド上で可視化されて
いる必要があります。これにより、相互参照や相
互啓発が可能となり、お互いの学習成果や思考過
程をいつでも閲覧し、コメントし合うことができ
るので、多様な視点からの気付きや新たな発想が
生まれやすくなります。さらに、学校内の友達だ
けでなく、学校外も含めた多様な他者との対話を
通じて、学びを深めていくことも協働的な学び
の重要な側面です。Zoom等のオンライン会議シ
ステムの活用は、他校や海外の学校、専門家との
交流学習を容易にし、異なる背景を持つ人々との
対話を通じて、自らの考えを広げ、深めることが
できます。このような多様な他者との協働を通じ
て、個人では到達できなかった学びや気付きが創
出されることが期待されます。

４　クラウド型学習支援アプリの活用
　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の橋渡
し役として、「ロイロノート・スクール」のよう
なクラウド型学習支援アプリの活用が注目されて
います。これらのアプリは、個人の学習記録の蓄
積だけでなく、子供同士や教師との情報交換、資
料の同時編集機能等も搭載しており、子供同士が

互いの学習状況をリアルタイムで参照し合い、協
働して学び合う場として機能します。各自の学習
内容や進捗状況を共有し、意見交換や協働作業を
行うことで、個々の学びの過程が可視化され、互
いの強みや視点の違いを認識できます。さらに、
他のアプリを組み合わせることで、学習履歴とし
ても機能させることができます。例えば、ロイロ
ノート・スクール上に、他のアプリで取得した問
題の正答率や学習時間などのデータを連携させる
ことで、より包括的な学習支援環境を構築できま
す。
　このように、各種アプリの効果的な組み合わせ
により、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
を支援し、子供たちは自分のペースで学びなが
ら、他者との積極的な関わりの中で新たな気付き
や理解を深めることが期待できます。同時編集機
能を活用したグループワークや、教師とのリアル
タイムなやり取りを通じて、学力面だけでなく、
コミュニケーション能力や協調性の育成にも寄与
することが期待できます。

５　おわりに
　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現
において、ＩＣＴの活用は不可欠です。このよう
な状況において、教師は単なる知識の伝達者では
なく、子供たちの学びを設計し、導くファシリテ
ーターとしての役割が求められます。教師は、
個々の学習状況を分析し、適切な教材や学習機会
を提供するとともに、「協働的な学び」の場をデ
ザインし、子供たちの対話や協働を促進する役割
を担います。ＩＣＴの効果的な活用と教師の適切
な関わりにより、「全ての子供たちの可能性を引
き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実
現」に向けて、取り組んでいくことが求められて
います。

【引用・参考文献】

中央教育審議会(2021)「令和の日本型学校教育」の構築

を目指して (答申)
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教科指導Ｑ＆Ａ領域等指導Ｑ＆Ａ

総合的な探究の時間における課題の設定について

岩手県立総合教育センター　

研修指導主事 水沼　徹明

１　はじめに
　平成30年の学習指導要領改訂において、高等学
校の「総合的な学習の時間」は、「総合的な探究
の時間」に変更され、令和４年度より年次進行で
導入され、今年度から全面実施となりました。名
称変更の背景には、「平成27年度学習指導要領実
施状況調査」の結果において、「総合的な学習の
時間」における探究の取組の成果について肯定的
な回答をした生徒（児童）の割合が、小・中・高
と学校種が上がるにつれて低くなったことがあり
ます。小・中学校の取組の成果を生かしながら、
高等学校における探究の実践を、より一層充実さ
せることが求められています。

２　探究の過程の高度化
　生徒は、小・中学校の「総合的な学習の時間」
において、課題を解決することを通して自己の生
き方を考えるという体験をしています。中学校ま
での「総合的な学習の時間」との共通性を持ち持
続性を保ちつつも、「総合的な探究の時間」で
は、自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題
を自ら発見し解決していくことが期待されます。
そこでは、生徒一人一人にとっての「課題の設
定」が極めて重要です。生徒が、実社会や実生活
と自己との関わりから見いだした課題に取り組む
ことで、より洗練された質の高い探究になってい
くからです。
　探究に「高度化」が求められるという点が、

小・中学校までの「総合的な学習の時間」との
大きな違いであり、質の高い探究が行われるため
の重要な要素になります。質の高い探究とは、
「探究の過程がより高度化する」ことや「探究が
より自律的に行われる」ことと考えられますが、
ここでは「高度化した探究」についてとりあげま
す。

　高度化した探究に取り組む生徒には、次の４つ
のような姿が見られます。

　「総合的な探究の時間」の実践例を通して、上
記①～④の姿がどのように表れているかを具体的
に確認しながら、探究の過程が高度化する姿を見

Q  「総合的な探究の時間」において、生徒
が課題の設定をする際にどのようなこと
に留意すればよいでしょうか。

（高等学校教諭）

図　課題と生徒の関係のイメージ（文科省）

①探究において目的と解決の方法に矛盾がな
い（整合性）

②探究において適切に資質能力を活用してい
る（効果性）

③焦点化し深く掘り下げて探究している（鋭
角性）

④幅広い可能性を視野に入れながら探究して
いる（広角性）

− 74 −教育研究岩手　第 112 号



てみましょう。以下は、「地域のプロフェッショ
ナルと探究しよう」と題された第1学年の単元に
おいて、実際に生徒が行った学びの姿です。

　　

　事例では、環境汚染の問題をマイクロプラスチ
ックの問題に焦点化している点に、探究の【鋭角
性】が見られます。また、海塩にマイクロプラス
チックが含まれるかどうかを確かめるために妥当
な方法を選択しているという【整合性】もありま
す。さらに、理科の実験等において身に付けた資
質・能力を効果的に活用しているので【効果性】
も確認できますし、探究活動の過程で一つの仮説
が否定されても、他の可能性を模索し、新たな仮
説を立てて研究をしているという点から【広角
性】を備えています。

３　学習対象とどう出合わせるか
　総合的な探究の時間では、生徒が実社会や実生
活に向き合う中で、自ら課題意識を持つことが重
要ですが、人、社会、自然に直接関わる体験活動
などで、教師が意図的な働きかけをして、学習対
象との関わり方や出合わせ方を工夫することも必
要です。先に紹介したマイクロプラスチックの研
究の例では、生活圏の海岸や河川におけるフィー
ルドワークでの体験をきっかけに生徒による自律
的な課題の設定が行われ、探究の高度化が実現し
ました。また、探究課題「地域創生に向けて努力
する人々と地域社会」を踏まえて、地域の素材を
活かした調理パンを使ったまちづくりへの参画を
扱った例では、地元地域をＰＲする「パンフェ
ス」イベントを企画・運営する中で起こりうる
様々な課題の設定を、商品開発や地域経済、国際
交流などの幅広い視野で行ったという、広角性に
優れた実践例もあります。他にも複数の資料の比
較によって生まれた疑問が探究課題の設定につな
がった例など、課題意識が高まる事例は様々あり
ますが、教師が事前に生徒の発達や興味・関心を
適切に把握したうえで、支援をすることが大切で
す。生徒がこれまでの考えとの「ずれ」に気づい
たときや、対象への「あこがれ」や「可能性」を
感じるときに課題意識が高まり、自律的な探究の
サイクルへとつながります。

４　おわりに
　高校生が取り組む探究の過程を高度化させるこ
とは、卒業後の進路を見据えた実践力を養うこと
にもつながります。注意したいのは、探究の過程
で課題への意識が高まると、扱おうとする内容が
多くなりがちです。限られた時数で優先順位を考
え、質と量のバランスを取り、探究に計画性を持
たせることも、指導する教師の役割です。

【引用・参考文献】

（高等学校編）今、求められる力を高める総合的な探究

の時間の展開：文部科学省

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考

資料 高等学校 総合的な探究の時間：文部科学省

　世界の環境汚染に関心をもった生徒は，マ
イクロプラスチックによる海の環境汚染に着
目した。この生徒は，プラスチックによる海
の環境汚染が進んでいるならば，海塩にマイ
クロプラスチックが含まれているのではない
かという仮説を立てた。仮説を検証するた
め，関係機関と連携し，濾過実験の残留物の
元素分析を行った。
　実験結果を整理したり分析したりする場面
では，個別の実験結果と文献から推測した
り，比較したりして，科学的な根拠に基づい
て分析した。
　濾過実験では，マイクロプラスチックを見
付けることができなかったため，実験方法を
変更した。
　このように，生徒は試行錯誤を繰り返しな
がら，ついに海塩からマイクロプラスチック
を検出するに至った。
　こうして得られた調査結果を，生徒は論文
にまとめるとともに，マイクロプラスチック
の危険性を広く訴えた。
　今回の探究を通して，生徒は環境汚染への
関心を深め，海洋生態系や物質循環について
更に学ぶための進路について考えるように
なった。
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愛着（アタッチメント）に問題を抱える子供

岩手県立総合教育センター　

研修指導主事 小原　道宏

　愛着障がいという言葉は昨今、教育や保育の現
場をはじめ様々な場面でよく聞かれるようになり
ましたが、その実態はどのようなものなのでしょ
うか。
　愛着とは、人が特定の対象に対して抱く親密で
情緒的な絆のことをいい、アタッチメントとも呼
ばれます。また、愛着障がいとは、ＤＳＭ－Ⅴ
（『精神疾患の診断と統計マニュアル第５版』）
による医学的な診断名では、親や養育者ら大人た
ちに対して安心や支援を求めようとせず、安心が
提供されても反応しない「反応性アタッチメント
（愛着）障害」、及び大人に対して無差別に遠慮
なく近付き、知らない人に付いて行ったり、過度
に馴れ馴れしくしたりする「脱抑制型対人交流障
害」の大きく２つに分類されますが、いずれも大
人や仲間との対人関係能力の欠如につながるとさ
れています。
　しかし、実際に臨床場面で愛着障がいと診断さ
れることは比較的まれで、重度のネグレクトを受
けた子供の母集団でも、10～20％程度にしか生じ
ないとの報告があります。
　ここで留意したい点は、愛着を理論化した精神
科医のBowlby, J.（1907-1990）によると、愛着と
は生物が進化的に獲得した生存戦略の一つであ
り、子供と養育者との間でみられる情愛の深さ
や、温かく優しい関係というものに引きつけた解
釈は誤解である（明和、2019）という点です。つ
まり、愛着は子供の特性、特徴と養育者の育て方
との関係性、相性の問題として理解すべきもので
あり、実際、同じ親が同じ育て方で育てたきょう

だいの一方だけ、愛着の問題が起こることも多い
（米澤、2018）との指摘もあります。
　さらにBowlbyは、乳児期に経験した愛着の質
に応じて形成した、自分と他者に関する確信や期
待をもとに築いた基本的な対人関係のパターンを
内的作業モデルとして概念化し、弟子の発達心理
学者であるAinsworth,　M. D.（1913-1999）は、
子供が愛着対象の人物を安全基地にして、信頼感
情を支えに好奇心を抱いた外界へ探索行動を行
い、初めて出会う事物や人物、状況に対する恐れ
や不安を克服する行動を安全基地行動として提唱
しました。
　今では日本でも頻繁に使われる愛着障がいとい
う言葉は、様々な関係性の問題や障がいまでも包
括的に取り入れ、拡大された疾病概念として存在
していますが、その行動パターンは、安全基地行
動の歪みの程度の差によるところが大きいとの指
摘があります（数井・遠藤、2007）。これは疾病
というよりも、関係性や環境の問題に起因して子
供が愛着を健全に築いていないため、主たる養育
者以外の保護的な関わりを増やしたり、子供の発
達の力を十分に伸ばす環境を整えたりすること
で、子供の内的作業モデルや現実の行動を変容さ
せることが可能であることを示唆するものです
（数井・遠藤、2007）。
　そこで、愛着修復プログラムの一つであり、教
育や保育の現場で実践可能な支援方法（米澤、
2018）を紹介します。全体を４つのフェーズに分
け、対象児に合わせてフェーズ間を往復しなが
ら、１年単位で比較的自由に運用、展開できるも
のです。

第１フェーズ：受け止め方の学習支援
「キーパーソンの決定」「情報集約の体制構築」
　愛着とは、特定の人との一対一の関係をつくる

Q  「愛着障がい」とはどのようなもので、
愛着に問題を抱える子供をどのように支
援したらよいでしょうか。

－ その理解と支援方法について－

教育相談Ｑ＆Ａ
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ことであることから、対象児が所属する学校等で
誰が愛着対象（キーパーソン）となり、安全基地
を形成していくのかを決定します。その際、キー
パーソンには対象児のことを一番よく知ってい
て、できる限り一対一の関係を築ける人が適任で
すが、必ずしも担任の先生が担う必要はありませ
ん。キーパーソンが対象児の安心につながる十分
な情報をもち、その上で対象児に適した関わりが
できるよう、他の先生らは対象児をキーパーソン
につないで一対一の対応を促進できる体制を構築
します。
　例えば、対象児から「これをして」という要求
を受けた他の先生らは、「これだったら○○先生
だよ！」と、キーパーソンのところまで連れてい
きます。また、キーパーソンが対象児と一緒にい
られないときには、他の先生らの中で誰かが対象
児の様子を見守り、その情報を必ずキーパーソン
に伝える情報集約を行います。
「感情のラベリング支援」「感情学習」
　愛着の問題を抱える子供に、「どんな気持ちで
やったの？」「叩かれた相手の気持ち分かる？」
と、感情について聞いても上手に答えられませ
ん。そこで、〔行動：何をしたら〕〔認知：何に
気付き〕〔感情：どんな気持ちになったか〕と、
行動、認知、感情を結びつけて対象児に教えま
す。その際、「キーパーソンがいたから」という
キーパーソンとともに学習したという意識が大切
で、キーパーソンという愛着対象が行動、認知、
感情をつなぐはたらきをします。

第２フェーズ：子供主体・大人主導の働きかけ
「適切な行動を促す先手支援」
　愛着修復では、子供が先手を取って自分のペー
スで不適切な行動をしてしまい、自分自身が余計
に混乱してしまうことを防ぐために、一時的にキ
ーパーソンが主導権を握ります。子供自身が主体
的に動けるようになるために、キーパーソンから
働きかけをして、先手を取って適切な行動を促す
先手支援を行います。「これならきっとできる
よ、一緒にやってみよう」と投げかけ、できたと
きには「やっぱりできたね！」と褒めて認めるこ
とが大切です。

第３フェーズ：他者との関係づくり
「橋渡し支援」

　キーパーソンと対象児の一対一の愛着関係が形
成された後、他者との関係につなぎ、広げていく
橋渡し支援を行います。その際、初めはキーパー
ソンが、対象児と他の子供や大人とのやりとりに
一緒に付き合うことが重要です。橋渡し支援で
は、キーパーソンが全てのやりとりを媒介する段
階から、その場でやりとりを見守る段階、やりと
りの事前の確認、事後の報告と称賛を行う段階へ
と、徐々にキーパーソンが立ち位置を引いて、支
援の度合を薄くしていきます。

第４フェーズ：自立のための支援
「受け渡しの儀式」
　キーパーソンが交代する年度末等の区切りで
は、対象児が安心して生活を続けられるよう、前
キーパーソンと対象児が新キーパーソンの前で、
「こんなときには、こうすればできる」という、
行動の際に参照するポイントを披露する受け渡し
の儀式を行います。こうすることで、対象児は新
キーパーソンの前で試し行動をする必要もなくな
り、新キーパーソンもその後に手探りの支援をせ
ずに済むことにつながります。

おわりに
　子供と母性的養育者との二者関係から提唱され
た愛着理論は、ヒトの共同養育を裏付ける人類学
や霊長類学の知見により、社会を構成する複数人
と愛着を形成し、多様な経験を統合することで、
より安定した心理的、社会的適応を可能にすると
いう考え方（ソーシャルネットワーク理論）に拡
張されつつあります。学校等の社会においても、
キーパーソンを中心に愛着に問題を抱える子供の
よりよい成長、適応の促進に向け、愛着形成を図
る支援が展開されることが期待されます。

【引用文献】

・数井みゆき・遠藤利彦（2007）『アタッチメントと臨

床領域』ミネルヴァ書房

・明和政子（2019）『ヒトの発達の謎を解く―胎児期か

ら人類の未来まで』筑摩書房

・米澤好史（2018）『やさしくわかる！愛着障害　理解

を深め、支援の基本を押さえる』ほんの森出版
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特別支援Ｑ＆Ａ

「流れ図」を活用した指導目標・指導内容の立案

岩手県立総合教育センター　

研修指導主事 小野寺　真記子

１　流れ図に沿った指導計画・指導内容の立案
   通級指導教室での指導は、自立活動によって行
われます。自立活動の指導内容は、児童生徒の実
態と個に応じた目標に照らして、設定する必要が
あります。
　このプロセスを効果的に進めるため、「流れ
図」を使って、児童生徒の実態から指導目標や指
導内容を立案する方法をご紹介します。

２　流れ図とは
　流れ図とは、児童生徒の実態把握から具体的な
指導内容を設定するまでのプロセスを、段階的に
整理した図のことです。特別支援学校学習指導要
領解説 自立活動編（以下、自立活動編）に記載
されています。流れ図を活用することで、どのよ
うな視点で情報を整理し、指導計画を立てるとよ
いかが明確になります。

３　指導内容の設定
⑴　実態を把握する
 　初めに、対象児童生徒は、学習や生活の上で

どのような困難を抱えているのかを把握します。
自立活動編では、次のように例示されています。
・学級での行動：ルールを理解しているものの、　

実際の場面では、自分のしたいことが優先さ
れてしまうことが多い。

・学習場面の様子：教科学習の内容は、おおむね
理解している。しかし、問題に取り組む際に
は、うっかりミスをしてしまうことが多い。

・興味・関心：昆虫に興味があるが、時にそのこ
とが原因で友達とけんかになることがある。

　実態把握の際には、児童生徒の抱えている困難
さだけではなく、強みにも目を向けましょう。興
味・関心、できていること、よさなどの強みを生
かした支援は、自尊感情を高め、困難な状況を解
決する糸口となるからです。

⑵　情報を整理して課題を明らかにする
ア　自立活動の内容に沿って整理
　例えば、「友達の気持ちを理解できるものの、
衝動的に行動してしまう」という情報がある場
合、〔心理的安定〕〔人間関係の形成〕に関連す
る課題が見えてきます。
イ　学習や生活の困難さと強みを整理
  学習や生活の困難さと強みについて、その状況
や活動内容、行動の頻度や継続性等を整理しま
す。困難さが見られる場面と強みが見られる場面
を整理することにより、現状の改善に向けた支援

Q  今年度、初めてLD等通級指導教室の担当
になりました。小学校３年生のADHDの
特性が見られる児童に対して、どのよう
な手順で　指導する内容を決めるとよい
のでしょうか。

１．自立活動は、障がいのある児童・生徒が日常生活や
社会生活を自立して送るために必要な態度や技能を
身に付けることを目的としています。通級による指
導や特別支援学級、特別支援学校等で、特別な教育
課程として位置付けられます。

２．自立活動の内容は、多くの具体的な指導内容から、
人間として基本的な行動を遂行するために必要な要

素を、障がいによる学習や生活上の困難を改善・克
服するための視点で抽出したものです。これらは、
６区分27項目で構成されています。６区分とは、
〔健康の保持〕〔心理的な安定〕〔人間関係の形
成〕〔環境の把握〕〔身体の動き〕〔コミュニケー
ション〕であり、その６区分の下に、合計で27項目
が示されています。 

− 78 −教育研究岩手　第 112 号



の仮説を立てることができます。
ウ　「〇年後の姿」をイメージする
   対象児童生徒の特性への理解を踏まえた上で、
卒業する時期や社会に出る年齢には、どのような
姿でいることが望まれるかという長期的視点で児
童生徒の成長を見通すことも重要です。

⑶　課題を関連付けて、指導目標を立案する
　整理した情報から中心的な課題を導き出し、指
導目標を設定します。自立活動編の例示では、
「成功体験を実感することのできる学習環境の中
で、衝動的な言動をコントロールしながら、望ま
しいコミュニケーションや円滑な集団参加ができ
る」と示されています。

⑷　具体的な指導内容を立案する
　最後に、目標達成のために必要な自立活動項目
を選定し、具体的な指導内容を考えます。
ア　小集団での活動
　ねらいを焦点化させたゲーム等、ルールを守る
ことで皆が楽しむことができるという実感をもて
るような活動を設定し、前向きな行動を促しま
す。また、負けた時の対処法についても、活動を
通して学びます。
〔選定した自立活動項目：心理的な安定（３）、人間関

係の形成（３）、コミュニケーション（５）〕

イ　出来事や思いを可視化した振り返り
　例えば、友達とのやりとりを図式化し、出来事
とその時の思いから、本当は何を伝えたかったの
かを振り返ります。その上で、思いが伝わるため
には、どのように行動することが望ましいかを児
童生徒と共に考えます。
〔選定した自立活動項目：人間関係の形成（２）、コミ

ュニケーション（５）〕

ウ　感情コントロールの方法を考える
　今後取り組む感情コントロールのための具体的
な方法を児童生徒と考えます。可能な限り肯定的
な表現を使い、「イライラしたら、その場を離れ
る」「落ち着いたら、先生に思いを伝える」等、
合い言葉として意識できる工夫をします。
〔選定した自立活動項目：心理的安定（３）、人間関係

の形成（２）（３）〕

４　指導にあたり、大切にしたいこと
　指導にあたっては、対象児童生徒との信頼関係
の構築が重要です。信頼関係が築かれ、学習を通
して自己理解が促されると、児童生徒は、自分の
困難や根底にある願いについて、少しずつ語るよ
うになります。その思いを受け止め、「解決の方
法を共に考えていこう」という伴走者としてのス
タンスを示すことが、支援の始まりとなります。
また、児童生徒の思いや困難、感じ方を担任等と
共有し、学校としてのチーム支援につなげること
も、担当者としての重要な役割となります。

５　通常学級における自立活動
　自立活動は、通級指導を受けている児童生徒
や、特別支援学級、特別支援学校の児童生徒が行
う学習です。しかし、その情報整理の方法や支援
の手立てを知ることは、通常学級の支援を検討す
る際にも役立ちます。通常学級に在籍する児童生
徒の中には、通級指導の対象外であっても、学習
や生活上の困難を改善するための支援が必要な児
童生徒がいます。その支援は、児童生徒のニー
ズ、特性や障がいの状況に応じて、組織的・計画
的に行われることが必要です。その際、自立活動
編にある指導計画立案のプロセスや、障がいに応
じた支援の手立てを参考にして、支援の工夫を行
うことが望まれます。
　
６　おわりに
　流れ図を活用した指導目標・指導内容の立案
は、児童生徒の個に応じた支援を計画的に進める
ための有効な方法です。流れ図の考え方を取り入
れ、児童生徒の成長を支えていきましょう。
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編集後記編集後記

◇　「教育研究岩手」は、昭和39年７月の創刊以来、その時々の岩手の教育課題を取り上げ、広い視野か
ら論説、解説をいただくとともに、県内の優れた研究・実践の交流の場としてまいりました。

◇　「教育随想」では、脳外科医でありながら、ファッションデザイナーとしても世界で活躍されている
Drまあや氏から、ご自身の学生時代の経験を通して、夢に向かって努力することや、これからの時代
を生きる若者たちへの思いについてご執筆いただきました。「論説」として、文部科学省初等中等教
育局の田村学主任視学官から「主体的・対話的で深い学び」に関わる「個別最適な学び」と「協働的
な学び」の一体的な充実の大切さについてお示しいただきました。「解説」では、佐藤校長、角谷校
長、伊藤校長、外舘校長から、それぞれの視点で、自校の実践や豊富なご経験を基に、特集テーマを
具現化するためのご示唆をいただきました。また「提言」では、スポーツライターとしてご活躍され
ている佐々木亨氏から、これまでの豊富な取材経験を基に、人材育成やそこに関わる大人の在り方に
ついてご提言いただきました。高等学校数学の「実践事例」として、確かな資質・能力の育成に向け
た取組について紹介いただきました。

◇　令和６年２月に行われた岩手県教育研究発表会では、全体テーマを「夢の実現に向けて自ら学び行動
する岩手の子ども －指導と評価の一体化で育成する確かな学力－」として、エージェンシーの視点を
踏まえて、授業者に求められる主体的な内容について、リフレクションの６段階とともに国立教育政
策研究所 研究企画開発部教育研究情報推進室の千々布敏弥総括研究官にご講演いただきました。

◇　「研究・実践交流」では、小学校における特別活動、中学校における単元構想の工夫からの授業改
善、農業高等学校における畜産の学びの実践、幼児教育における遊びの充実の実践例、特別支援学校
（病弱）における指導の充実を目指した教材開発について執筆いただきました。

◇　最後に、本号を刊行するにあたり、ご多用中のところ快く執筆をお引き受けいただき、玉稿を賜りま
した皆様に、衷心より感謝申し上げます。また、カメラレポートの掲載に際しまして、全面的なご協
力及び貴重な資料をご提供いただきました、北上市立東桜小学校の関係者各位に、衷心より御礼を申
し上げます。
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